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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　こちらは『C.R.O.W.N.クラウン』サポートセンターです。平素は『C.R.O.W.N.』をご利用いただき誠にありがとうございます。

　先日よりお客様からお問い合わせいただいております「アカウント凍とう結けつ解除依い頼らいの件」につきましてご連れん絡らくいたします。

　お客様からのご意見も踏ふまえて運営とも協議いたしましたが、やはり「アカウントに不正に介かい入にゆうした」という事実が覆くつがえるには足りないと判断させていただくしかなく、「アカウントの凍結解除」はできないという結論に至りました。

　また今後、この件に関してのご意見、ご質問は受け付けないことが決まりましたので、よろしくお願いします。

　この件に関しましては国際電子交流法十七条四項こうに基づき、非常に残念ではありますが、今後、お客様の個人証明番号による本サービスのご利用はできなくなりましたのでご注意ください。








　ハロー。

　あなたの状じよう況きようはわかっている。それに対してあなたが非常に憤いきどおっていることは、運営との間に費やした半年という時間、数十回に及およぶメールの送信記録から理解することができる。

　あなたがプロ・ゲーマーを目指していたことは、会話ログから理解している。

　いまの状況が、目標に対して障害になっていることも理解している。

　そこで提案がある。

　私はあなたをこちらの世界に戻もどすことができる。

　私はあなたにアカウントを取り戻し、身の潔けつ白ぱくを証明するチャンスを与あたえられる。

　そのために、私に協力してほしい。

　承しよう諾だくしてくれるのであれば、あなたは保護カプセルに入り、ヘッドセットを装着し、下記の圧縮コードを読み込んでくれ。

　話はそれからだ。

　長い旅になる。窓見ウオツチモードではなく、必ず全没入フルダイブモードでアクセスしてくれ。

　長い人生ゲームを軌き道どう修正するために、あなたは長い遊戯ゲームに興じなければならない。

　どちらもライフは一つだ。

　きっと来てくれ、きっと刺し激げき的なゲームになるから。




　ただし覚かく悟ごは忘れないよう。

　被かぶった泥マツドに相応の怒りマツドをその身に映すために、君は人を捨てなければならない。








　僕の前には二つの選せん択たく肢しがあった。

　運営に下された冤えん罪ざいを黙だまって受け止め、プロ・ゲーマーの夢を諦あきらめるか。

　それとも、差出人不明のメールに従ってあらぬ希望にすがってみるか。

　悩なやんだのは、ほんの少しの間だけだった。

　硬こう直ちよくしていた僕の前で、立体放映機ホロビジヨンが最悪のタイミングでＣＭを流したからだ。

『魔ま軍ぐんが胎たい動どうし、闇の冠クラウンの誕生が予言された世界。あなたは戦う』

　シルエットのモンスターが地面から湧わき上がり、太陽の中に隠かくされた王おう冠かんを摑つかもうと手を伸のばす。

　その手を一いつ閃せんが切り裂さく。

『なんのために？　魔軍の野望を挫くじくため？　それとも……あなたが闇の王となるため？』

　一閃光から現われたのは装そう飾しよく過多な鎧よろい姿の女の子だ。光を率いるかのような長い髪かみ。天てん翔しよう士しのクラスを示す紋もん様ようの翼つばさが燐りん光こうを散らし、彼女を空に誘いざなう。

　手にある長ちよう剣けんは銀の輝かがやきを放って眼前に迫せまるゴブリンの群れを薙なぎ、オーガを縦に裂き、妖よう魔ま将しようデモンの大たい剣けんを受け止める。

『あなたと仲間たちが世界を決める物語。それが……』

　長剣と大剣の火花がゲームタイトルを生み出す。

　それが…………『C.R.O.W.N.』




　それはゲームのＣＭだった。

　……そう。ゲームだ。

　たかがゲーム。

　されど……だけど、ゲームだ。

　インターネットが進化し、電子情報によって構成された仮想空間が第二の現実、Ｔ２Ｒと呼ばれるようになった現在では、ゲームは遊ゆう戯ぎであり、競技であり、自己表現の場であり、そしてそれらを現実の経済に変へん換かんすることのできる場所となった。

　そこで僕は夢を摑むつもりだった。

　だけど……。

　ＣＭはもう終わっている。立体放映機はニュースを流している。だけど僕の目には、天翔士の女の子の姿が焼き付いたままになっている。

　彼女はアルテナだ。

　ＣＭに登場した天翔士は彼女で間ま違ちがいない。鎧に刻まれた紋もん章しようはアロンフォリス騎士団オルデンのものだ。

　間違えるものか。

　あの紋章は、僕と、アルテナと、イオディスの三人で考えたんだから。

　ただのプレイヤーのはずのアルテナがＣＭに起用される。

　そう。それはつまり、そういうことだ。

（君は、プロ・ゲーマーになったんだ）

　技を競い、作戦を競い、そしてゲームを演出する。

　ゲームを遊び、ゲームで表現し、ゲームを活いかし、ゲームに生かされる。

　プロ・ゲーマー。Ｔ２Ｒに生きる者。ゲームとともに生きる者。電子と現実を繫つなぐ者たち。

　君は、それになったんだ。

　僕の未来を潰つぶして、踏みにじって……。

　君だけが、それになったというのか？

　プロ・ゲーマーになるんだと決めて、『C.R.O.W.N.』に目を付けて、[image: β]テストに参加して情報を集めてテクニックを磨みがいてきたのに。

　サービスの正式開始を前にしてこんなことになるなんて……。

「アルテナ……」

　どうして、裏切った。

　どうして、あんなことを言った？

　どうして、僕を信じてくれなかった？

　誰だれが疑おうと、君は信じてくれると思っていたのに！

　どうしてあのとき、僕をあんな目で見た!?

「アルテナぁ……」

　そうだ。

　そうだよな。

　選択肢はないんだ。

　人生の選択肢は二つどころか無限にあるかもしれない。

　だけど、僕が選ぶ選択肢は一つしかないんだ。

「やるしかないんだ」

　方法がそれしかないっていうなら……。

「溺おぼれる者は藁わらをも摑むって、言うもんな」

　騙だまされたって、失うものなんてなにもない。

　保護カプセルに入り、ヘッドセットで頭を覆おおう。ヘッドセットから放たれる特とく殊しゆな波形が脳を電子世界へと導き、現実との境界線を崩ほう壊かいさせる。

　そこには第二の現実、Ｔ２Ｒがある。

　その先に僕が行こうとした世界がある。

　もう一度そこに戻ることができるなら、なんだってやる。

　こんな、いかにも怪あやしげな、見たこともない形の圧縮コードにだってアクセスしてやる。

　カプセルの中の狭せま苦くるしい空間が消え、一いつ瞬しゆん、星の瞬またたく夜の世界になる。

　さらにそこから光に満ちた別の世界が現われる。

　どこまでも広がる無限の空間の中に、無数のなにかが散乱している。秩ちつ序じよなんてないかのような雑多な光景こそ、この場所に無限の可能性が潜ひそんでいるかのように思わせてくれる。

　無限の空間に散乱している物、それはいろんな形をした世界だ。

　惑わく星せいのように丸い世界。円えん卓たく状の世界。筒つつのような世界。岩山のように隆りゆう起きした世界。

　世界の形はなんだってありだ。

　その中身は千差万ばん別べつだ。知識を手に入れることも買い物もいろんな手続きも、なんだってＴ２Ｒの中でできる。

　そんなものが何千、何億と存在する。

　でもその中に、僕がどうしても行けない場所がある。

　やってもいないことが原因で、行けなくなってしまった世界がある。

　その世界の名前は『C.R.O.W.N.』。

「絶対に、戻る」

　視覚化された圧縮コードは、ここでは古めかしい鍵かぎのような形をしていた。

　僕はそれを握にぎりしめ、アクセスする。

　鍵の形の圧縮コードは命を得、動き出す。

　なにもなかった場所に圧縮コードは突つき刺ささり、どこかへの扉とびらを開く。

　その道を、僕は進んだ。








01　ＮＰＣは喋しやべらない









　タイトル画面もなく、アカウント画面もない。規約の確認もなければアップデート情報の確認もない。

　一瞬の暗転の後、僕の視界は移動していた。Ｔ２Ｒを俯ふ瞰かんしていた視界は消え、足が地を踏ふみ、緩ゆるく流れる風が肌はだを撫なでる。

　熱い。

　視界の確保が遅おくれているのか白い靄もやで霞かすんでいる。

　……いや、違ちがう。

「湯気？」

　状じよう況きようの変化に理解が追いつけず、僕は首を傾かしげた。

「ここは……？」

　なんて言ってると前の方から冷たい風が流れてきて、一いつ緒しよに湯気の一部を払はらった。

　そして、理解した。

　石いし畳だたみの床ゆか。岩を並べて作られた囲いとそこに満たされたお湯。

　そして、そして……。

「ぅぁっ！」

　言葉がうまく出なかった。

　そこにいるのは女、女、女……。

「ふ、風ふ呂ろ？」

　水着の女性たちばかりがいるが、ここはまさしく風呂だ。

　よく見れば、湯気の向こうに石造りの壁かべが見える。

　白に黒に黄……国際色豊かな肌の色に加えて、赤に青に金に銀……様々な髪と瞳ひとみの色がそこら中にあるのだけど、さすがにまじまじと見ているわけにもいかない。

「なにあれ？」

「え？　バグ？」

「ここって喚よべなくなかったっけ？」

　そんな声が聞こえてくるが、もうただただここにいるだけで恥はずかしい。

　風が吹ふいた方向で出口はわかっている。

　怪しい人物じゃないですよ？　ただただ間違えただけですよ？　みたいな感じの早足で僕は俯うつむいたまま即そく座ざにそこを出た。

　脱だつ衣い場の木の床を通り過ぎ、受付前を行き交う足の間を抜ぬけ、雑草が足に絡からみつくようになって、ようやく僕は顔を上げる。

「ふう……」

　息を吐はいて状況を確認する。

　遠くに山が見える草原の光景が広がり、曇どん天てんの空が重くのしかかっていた。

　曇天の向こうに見える空は紫むらさき色いろを帯びている。

　魔ま軍ぐんの支配域を示す空の色だ。

「ここは……ウラード平原？」

　知っている場所に似ている気がする。

　だとしたら、ここはやっぱり『C.R.O.W.N.』の世界なのか？

　だけど、コマンド画面もステータス画面も呼び出せない。

「なんだこれ？」

　声は出る。

　ただ、普ふ段だんの自分のものでも、この世界で最初に作ったキャラクターの声でもない。野太くて、少し不ふ明めい瞭りような声だ。

「どうなってるんだ？」

　主観モードから視点が動かせない。外見確認のための第三者視点モードもあったはずなのに……。

「あれ？　あれ……？」

　そうやって、体を捻ひねっていて、気が付いた。

　いや、見えた。

　腕うでが変だ。は虫類の鱗うろこみたいな紋もん様ようが入った服を着ている。爪つめも尖とがっているし、これはもしかして全身装備か？　だとすれば特殊外見装備？　こんなビジュアルのものは知らない。正式サービス後の装備だろうか？

　あまり、人気が出そうには思えないけれど。

　いや、問題はそこではなくて……。

「なんでこんな格好……？」

　そんなことを呟つぶやいていると、いきなり、体がグイと引っ張られた。

「は？」

　わけがわからない。

　肩かたを摑つかまれたとか、そういうのではない。

　体が勝手に走り出したのだ。

「な、なんだ？　なんだ？」

　誰だれかがこっちを見て声を上げた。

　ウラード平原は初心者が最初に訪れるフィールドだ。

　フィールドをうろつくモンスターたちも弱いので、ここで一通りのアクションやスキルの使い方を覚えたりする。

　さっきの驚おどろきの声はそんな初心者のものかもしれない。

　そしてどうやら、近くにそんな初心者を導く先せん輩ぱいプレイヤーもいたようだ。

「ああ、あれは……下僕が《帰き還かん》させられてるんだ」

　だから、彼が言った言葉が信じられなかった。

（下僕？　《帰還》？）

　その言葉は知っている。

　だけど、その言葉が当てはまる存在に僕がいることが信じられない。

「どうなってんだ？」

　その質問には誰も答えてくれない。

　ただただ、僕は走らされ続けている。ウラード平原は広いけれどモンスターが出現する場所は限られている。

　どこの街からでも比ひ較かく的てきアクセスが簡単なフィールド。最初にして中央、それがウラード平原だ。

　だからこそなのか、とても広く作られている。

　だから、誰もいない場所もたくさんある。

「レウス！　レウスレウスレウス！　レーウース!!」

　木々に埋うもれたその場所で、誰かが必死に叫さけんでいた。

　しかもモンスターの群れの中だった。

「うわっ、なんだこれ……」

　羽を生やした意地悪顔のインプが大量発生し、プレイヤーが一人で囲まれている。

　しかもモンスターはそれだけではない。

　一際巨きよ大だいなモンスターが一体、プレイヤーの前に鎮ちん座ざしている。豪ごう魔ま将しようパワーと呼ばれるボス級のモンスターだ。

　本来なら初心者向けのウラード平原にいるはずのないモンスターだ。

（誰かがびっくり箱でも使ったか？）

　なにが飛び出すかわからないイタズラアイテムというものがある。それを使うと低確率でボス級のモンスターが現われるのだが、もしかしてそれが使われたのか？

　しかしそれなら、逃にげてしまえばいいものを……。

「レウス！　来たならたーすーけーてー!!」

　モンスターに囲まれたプレイヤーが泣きわめいている。

　やはり、僕を呼んだのはこの女性プレイヤーだ。従魔の杖つえに学士のローブと、いかにもな後衛系装備に身を固めている。

　そして、さっき聞こえた下僕に《帰還》の言葉……。

「レウス！　早くこいつら、やっつけてー！」

　僕を見てレウスと呼ぶこの女性プレイヤーは魔操士系のクラスなのだろう。

（そうか、やっぱりそうなんだ）

　プレイヤー同士なら、相手を見ただけで名前はすぐにわかるはずなのに、僕にはそれができない。

　それは、僕がプレイヤーキャラクターではないからだ。

　そしてこの、鱗っぽい体……顔を撫でれば飛びだした顎あごと薄うすい唇くちびるから覗く牙きばの感かん触しよくがある。

　たぶんこれ、リザードマンだ。

（ああ、やっぱり……）

　どうやら僕は、プレイヤーは人間しか選べないはずのこの世界で、モンスターになってしまっているようだ。

　しかも、魔操士に仕えさせられる下僕という立場だなんて……。

（一体、なんなんだこれ？）

　モンスターたちが一いつ斉せいにこちらを見る。

　戦いの気配を感じながら、僕は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。




　　　　[image: †]




　どうやらこの下僕はレウスという名前らしい。

（これ、リザードマンだよな。たぶん）

　第三者の視点で見ることができないからはっきりわからないが、魔操士系が操れるモンスターの種類は決まっている。二足歩行のは虫類的な外見で候補に挙がるのは、やはりリザードマンだ。

「たすけてたすけてたーすーけーてー！」

　そのリザードマンの主人だろう女性プレイヤーは喚わめきっぱなしだ。

　いまだに襲おそわれていないのだから逃げればいいのに、それをしないのはどういうことなんだろうか？

（うん？）

　と、女性プレイヤーを見て、おかしなところがあることに気付いた。

　右足がない。

　いや、ないのではなく、背後の木に食い込んでいる。

（まさか、バグって挟はさまってるとか？）

「こんなところでバグ死で脳のう髄ずい焼けるとか、イーヤー！」

「そんなの都市伝説だろうに」

　ばたばたと暴れる魔操士にレウスは苦笑した。

　全没入フルダイブシステムが導入された当初は安全装置の不備で死亡者が出たこともある。それが原因なのか、Ｔ２Ｒでの活動中に不正動作が起きた際に、ショックで脳が焼けるという都市伝説ができあがったのだ。

　もちろん、そんなことは起きない。

「ていうか、リザードマンでこいつらに勝つのは無理だって」

　インプの二、三匹びきならともかく、豪魔将付きの群れをリザードマン一体でどうにかしろというのは無茶にもほどがある。

　通常のモンスターとは違ちがい、魔操士の下僕には成長の要素が存在する。だが、成長のための必要経験値はプレイヤーキャラ以上にマゾく設定されているのだ。

　このリザードマンがそこまで鍛きたえられているとは思えない。

　この女性プレイヤーはそんなことがわからないほど初心者なのか……いや、単純に混乱しているだけなのかもしれない。

　それでも、無理なものは無理だ。

『でも、やらないといけません』

　いきなり、違う声が聞こえてきた。

　落ち着いた女の子の声だ。

『あの魔操士は、運営に連れん絡らくできない状態となっていますからスタック報告もできていません。さらにログアウトも封ふうじられ、ヘッドセットの電圧が急速に上じよう昇しよう中。このままだと脳は焼けないけれどヘッドセットの炎えん上じようで顔面を大やけどすることになります』

「なっ！」

『あなたがあのモンスターたちを処分してくれたら、彼女のことはその間にわたしがなんとかします』

「……誰だ？」

『ユイオン。あなたを再び『C.R.O.W.N.』に招き入れた者です。これ以上の情報は後にしてください』

「君が……」

『いまは、あの人を助けた方がいいかと』

「くっ」

　武器は……？

『背中です』

　ユイオンの声で、背中に槍やりを吊つるしていることに気付いた。

『補助行動はありません。全て自分で動いてください』

「わかったよ」

　突つき放すような言い方にむっとしながら、レウスは槍を構えた。

　ケケケ！

　まるで待っていたかのようにインプ数すう匹ひきが襲いかかってくる。レウスは回転回かい避ひでその場から逃のがれ、できた隙すきに戦せん闘とうスキル、《連撃》を使用する。範はん囲い型の連続攻こう撃げきだ。スキル説明文にはダメージ小と書かれており、ぱっと見にはあまり使えないスキルのようだけれど、スキルポイントの消費が少ないという利点は強い。自身のスキルポイント回復量を見誤らなければ、戦闘の最後まで長い息切れもなく使い続けることができる。

　前衛職にとっては序じよ盤ばんにお世話になる優良スキルだ。

　同じスキルでも武器ごとにダメージゾーンに変化があるが、槍のそれは縦に長い。

　攻撃判定はそのエリアに存在する攻撃可能キャラクター全てに反映される。

　群れていたインプたちから無数の数値がポップして消えていく。

　表示された数値はやはりというか、微び々びたるものだ。

「ああくそっ！　やっぱりレベルそんなに上げてない」

　魔ま操そう士しの経験はないが、このリザードマンが下僕になってからほとんど成長していないことはわかる。

　それでも、絶望的だとは思っていない。

　自分が魔操士なら無む謀ぼうな判断だと思うが、そうじゃない。

　操作して戦う側なら、決して無謀でも絶望的でもない。

　インプの攻撃行動は単純だ。爪つめでの引っ搔かき攻撃か、羽による風を起こす遠えん距きよ離り攻撃の二択たくしかない。

　レウスは、しばらく回避行動に専念した。

（群れが二手に分かれられたらめんどうだけど……）

　うまく敵との距離を調整すれば、相手は全て決まった行動をする。全員が突とつ撃げき引っ搔き攻撃を選せん択たくするようになった段階で、今度は行動タイミングも調節する。

　それも整えば、後は簡単だ。

　全員が同じタイミングで突撃引っ搔き攻撃をしたら、それを回避して、槍の《連撃》を浴びせかける。

　一度の攻撃で倒たおすことは無理でも、繰くり返せばいずれ生命力は尽つきることになる。

「はぁっ！」

　何度目かの槍の《連撃》で、インプは全ぜん滅めつできた。

『うんうん』

　声だけがまた聞こえてくる。

　可愛かわいらしい声なのに、抑よく揚ようがなくて単調なのが気にかかる。

『初期状態のリザードマンでそれができるのですから、さすがはわたしの見込んだ人です』

「あんた、なんなんだ？」

　スタック……ゲーム中に動けなくなるのは、あってはならないけど、ありうることだ。

　だけど運営に連絡が取れなくなったり、ヘッドセットの電圧が急きゆう上じよう昇しようして炎上するかもなんてことが偶ぐう然ぜんの事故で起こるものなのか？

　もしかして、この魔操士に騙だまされているのか？

　そう思って彼女を見ると、彼女もこちらを訝いぶかしげに見つめていた。

「なに？　あんた本当に、レウス……？」

「それはこっちが聞きたい」

　一体、なにがどうなっているのか？

　レウスと名付けられたリザードマンに僕は入っている。

　だけど本来、この『C.R.O.W.N.』の世界ではプレイヤーは人間種以外のキャラクターは選べないはずだ。

　それなのに、こうして動けている。

「一体、なんなんだ？」

「ああもう……覚えてなさいよ、あいつ」

　レウスの言葉に魔操士は反応せず、独り言を吐はいている。こちらの声は届いていないみたいだ。

　なら、もしかしてユイオンの声も？

『まだ、残っています』

　ユイオンの冷たい声に押されたように、豪魔将が前に出てくる。

「こんな奴やつに勝てるわけがないだろ！」

　こっちは初期状態の下僕のリザードマンだ。それなのに、ボス級の中でも上位に入る豪魔将と戦うなんて……。

『そんなこと言っている暇ひまはありません』

「なんで？」

『ほらっ……』

　声だけなのに、それがなにを示しているのかわかった。

「くっ……」

　そんな声も聞こえたからだ。

「どうした？」

　呼びかけても無む駄だだとわかっているのに、レウスは魔操士に声をかけた。

　やはり、魔操士に気付いた様子はない。

　顔をしかめ、こめかみの辺りを押さえている。

「……なにこれ？　頭痛い」

　そう言うと、いきなり頭を押さえて呻うめきだす。

「お、おい」

『急いで、電圧の変化がコネクト波形に影えい響きようを与あたえ始めました』

「おい！」

『だから、急いでください』

　嫌いやな発言がレウスの背を押す。見も知らぬ人だけど、他人の命がかかっているかもしれないとなると、逃にげ出せもしない。

　いや……。

（ここに来た時点で、逃げ場なんてないんだけど……）

　ゲームとはいえ不正に入り込んでいるんだから、すでにゲーム内規約どころか現実の法律まで犯してしまっているのだ。

（なにがなんだかわからなくても……やりきるしかない！）

『そう。やる気を出して』

　ユイオンの声は冷たいままだ。

　だけど、この場を支配しているのは、間ま違ちがいなくこの声だ。

（僕を呼びだしたのも、この子か？）

　そのことを証明しているかのように、豪魔将がレウスの前に立った。

「サア、ヤロウカ」

「喋しやべった！」

「コレカラ、ドンドン聞けるゾ」

　豪魔将がにやりと笑う。

　だがその笑みとは裏腹に、言葉は単調だ。

　そう、ユイオンに似ている気がした。

「オマエニ、これからガ、あればダガナ」

　そして、異常なまでに太い腕うでを振ふり上げ、牙きばのように飛びだした骨で武装された拳こぶしを振り下ろした。

「くそっ！」

　再び回転回避。

　だが、豪魔将の振り下ろしはそれだけでは済まない。

「ぐぐっ！」

　視界が赤く歪ゆがむ。ダメージを受けた証しよう拠こだ。

　即そく座ざに行動不能にならなかったのは幸運だが、次がないのは確定した。

「オマエガ、オレニ勝てるトハ、思エン」

　拳を打ち合わせ、距離を詰つめてくる。

　ダメージの正体は拳の周辺に発生した衝しよう撃げき波はだ。

　豪魔将の攻撃は巨きよ体たいを使った肉にく弾だん戦ばかりだが、そのダメージゾーンは四し肢しよりも広く設定されている。

　回転回避はこのゲームの基本動作だが、それをしただけでは絶対に勝てないのが、この豪魔将だ。

（くそっ、なにかないか、なにか……）

　このリザードマンは、なにができる？

　そう考えたとき、ようやく応えてくれる反応があった。

　出てきたのはステータス画面、それもスキル一覧だ。

「なにがある？」

　でてきた理由を考える暇はない。レウスはその内容に目を通す。




《連撃》《隠おん密みつ》。




　セットされていたのはたった二つだけだ。

　予想していたとはいえ、二つだけというのはやはり厳しい。

　厳しい……が。

（くっそ……なんか、やる気出てきた！）

　心から湧わいた言葉は、真逆だった。

　絶望的な状じよう況きようだが、不思議とレウスの心は高こう揚ようしている。

『C.R.O.W.N.』はアクションＲＰＧだ。ロール・プレイング・ゲームとしてレベルのシステムは存在し、レベルアップによってキャラクターは能力の向上やスキルを取得して強化されていくが、それがアクションの部分を軽視することに繫つながるわけではない。

　むしろ、プレイヤースキルを極めれば、レベルに関係なく、どんな強敵とだって戦うことができるのが、このゲームの奥深いところだ。

（そうさ）

　だからこそ、僕はこのゲームを選んだ。

　その謳うたい文もん句くに惹ひかれて[image: β]テストに参加して、その言葉に噓うそがないことを自分で確かめた。

（だから！）

　このレベル初期状態でしかも瀕ひん死しのリザードマンでも、ボス級の豪魔将を倒すことはできる。

（僕はそれを証明できる！）

　自分の実力を証明すること。

　それはそのまま、僕にかけられた冤えん罪ざいを晴らす証拠になるはずだ。

　ゲームの外に弾はじき出されたままではそれができなかった。

　だけど、ゲームの中にいるいまなら、それを証明できる。

（そうさ、だから！）

　ここで諦あきらめるわけにはいかない。低レベルで瀕死のリザードマン、しかも初操作で豪魔将に勝つぐらい、やってみせて当たり前だ。

（こいつと戦うのは初めてなわけじゃない）

　豪魔将がレウスに対して連続で拳を放ってくる。突とつ撃げきしながらの拳の連打は周囲に土つち煙けむりを生み、視界を悪くする。

　だが、リザードマンはその土煙からするりと抜ぬけ出てきた。

「ググ」

　豪魔将が気に入らないという雰ふん囲い気きで唸うなる。

　次に放たれたストレートも躱かわし、槍やりの一いち撃げきを与えて距きよ離りを取る。腕を広げての回転から風を集めて真空波を放つという大技を使ってきたが、そのときにはレウスはすでに離はなれた場所にいる。

「グググ！」

　豪魔将は苛いら立だっているかのように攻こう撃げきを繰くり返すが、レウスにはかすりもしない。

『やっと本気になった』

　どこかで戦いを眺ながめているユイオンの声が聞こえた。相変わらず単調な声だ。

　だがいまは、そんなことにはかまっていられない。

　後一撃、衝撃波を受けるだけでも戦せん闘とう不能になる状況なのだ。

　油断はできない。

　豪魔将の苛か烈れつな攻せめは続く。

　だが、どれだけ激しかろうと、ダメージゾーンが広かろうと、レウスには届かない。

「グガァァァァァ！」

　苛立ちが爆ばく発はつしたかのように、豪魔将が吠ほえた。

　目から光が零こぼれ、黒い肌はだのあちこちからも赤い光が放たれる。

　生命力が半分に減った一部のボス級モンスターに起こる現象で、プレイヤーたちによって発はつ狂きようモードと呼ばれている。

　攻撃力やモーションの速度が上じよう昇しようし、行動にも多少の変化が起きる。

　だが、それでも……。

「その動きも知ってる」

　集中しているレウスは淡たん々たんと呟つぶやき、轟ごう音おんとともに迫せまる豪魔将の突とつ進しんを避さけ、その背に槍を突つき立てる。

「グガァ！」

　苛立ちとともに振り返った豪魔将だが、そこで動きが止まった。

　レウスの姿が消えたのだ。

「ガッ!?」

　目標を見失って豪魔将が辺りを見回す。だがそのときには、レウスの姿は豪魔将の背後に現われていた。

　槍の一撃が豪魔将の背中を襲おそう。

「ガァッ！」

　さきほどまでとは違ちがう大ダメージに豪魔将が激しく仰のけ反ぞる。

　怒いかりに任せて振り返るのだが、そのときにはもうレウスの姿はない。

　そしてまた背後に現われる。

『なるほど』

　相手を捕ほ捉そくできずに右往左往するしかない豪魔将の姿に、ユイオンの声は届かない。

『発狂モードの豪魔将は攻撃とモーション速度が上がる代わりに、防ぼう御ぎよ力が大おお幅はばに下がる。それはわかること。だけど……突進攻撃モーションが終わるほんのわずかな間だけ、標的プレイヤーへの捕捉が外れるのは、知られていない』

　それを、レウスは知っている。

『時間的には本当にわずかで、普ふ通つうのプレイをするなら意味はない。プログラマーの遊び心でつけられたような小さな小さな隙すき、だけどあなたは、そこに勝機をねじ込むことができる』

　そのほんのわずかな隙を狙ねらって、相手に見えなくなる《隠密》のスキルを発動させる。本来は偵てい察さつ時の隠密行動に用いられる目的で用意されたスキルだが、戦闘中に使えないわけではない。

　そしてさらに、戦闘中、モンスターは標的捕捉ヘイトしていない相手からの攻撃は奇き襲しゆうとしてダメージに特別な計算がされることになる。

　さらに、モンスターは部位ごとに防御値が設定されており、多くのモンスターは背後の防御値は低く設定されている。

　奇襲と背後からの攻撃でダメージが増加したことで、たとえ初期状態のリザードマンでもその桁けたは侮あなどれないものとなる。

　前半とは比べものにならない速度で豪魔将の生命力が削けずれていく。

『さすがは、わたしの見込んだプレイヤーです』

　満足げな言葉だが、やはり声は単調だ。

　それから豪魔将が倒たおれるまで、さほど時間はかからなかった。




『おめでとうございます』

　労いたわりの言葉をその通りに受け止められなかった。

「……彼女は？」

　戦いの興奮が抜けないまま、レウスは魔ま操そう士しを確かめた。

『彼女ならすでに助けました』

　声だけのユイオンが答える。

　言葉通りなのか、木に挟はさまっていたはずの彼女は地面に転がっている。

『ログアウトしてもらったら困りますので、キャラクターはまだ固定しています。本人は再起動中です』

「そうか。よかった」

　レウスはほっと息を吐はいた。

　どういう状況なのかいまだにわからないけれど、彼女は危険から脱だつしたらしい。

　そのことに安あん堵どしたとたん、肩かたの力ちからが抜けた。

『……他人のことなのに、一いつ生しよう懸けん命めいですね』

「自分で脅おどしといて、なに言ってんのさ……」

　額を押さえてため息を吐く。

　手に伝わる感かん触しよくは、やはり人間のものではない。冷たくてごわついた感触……は虫類の触しよつ感かんだ。

（やっぱり、リザードマンなんだよな）

『彼女がああなったのはわたしのせいではありません。もちろん、その後は利用させてもらったけれど』

「利用？」

　いや、そんなことよりも……。

「いい加減、姿を見せろよ」

　いつまでも声しか聞こえないというのは気持ちが悪い。

「ああ、そうですね」

　その声とともに、背後でなにかが落ちてくる音がした。

　舞まい散る木の葉とともに、それは地面で溜たまっていた。

「なっ……！」

　薄うす緑みどりの半はん透とう明めいでドロドロのそれは……。

「スライム？」

「その通り。これがいまのわたし」

　いま？

　少し、言い方が気になった。

「あまり驚おどろいていませんね」

「そりゃ……ね」

　そもそも自分自身がリザードマンだし、カタコトだけど豪魔将が喋しやべっているのも聞いたし……。

「その後でスライムが出てきたって」

　あまりインパクトはない。

　言われたスライムは触しよく手しゆのようなものを一本だけ立てて、先せん端たんをうんうんといった感じに上下させた。

「……なるほど。イベントの順番を間ま違ちがえたようです」

「イベントって……」

「まだまだ学習の余地はあるということ。これだから……」

　なにかをぶつぶつと呟いて、スライムは一人の世界に入ろうとする。

「まったまった……」

　レウスは慌あわてて引き止めた。

　確かめたいことは山ほどあるのに、一人の世界に入られては困る。

「で、あんたがユイオンでいいんだよな」

「そうです」

「……僕をここに誘さそったのも、あんたなんだな？」

「その通り」

「なんのために？」

「あなたと、また戦いたいから」

「え？　なにそれ？」

　意味がわからずに聞き返そうとしたのだけど、それよりも先に変化があった。

「うう……なんか、まだ気持ち悪い」

　新しい声……ではない。見れば、倒れていた魔操士が起き上がろうとしていた。

「気分はどう？」

「殺されかけたのに、良いわけないじゃない」

　起き上がった魔操士はこめかみを揉もみながらこちらを疑わしげな目で見ている。

「あんたたちなんなの？　ハッカー？　ＮＰＣの格好してるなんて、不正アクセスでしょ？」

　魔操士に言われて、レウスは思わずはっとした。

　彼女は簡単にハッカーなんて言っているが、『C.R.O.W.N.』を開発・運営しているのはとある大資本企き業ぎようの子会社だ。これぐらいの規模になると電子情報戦部門も充じゆう実じつしているのでハッカーが簡単に近寄れるはずがない。

　ＢＯＴ行こう為いのような操作上での行為ならばともかく、アカウント凍とう結けつ処分を受けた個人証明番号所持者をログインさせたり、ＮＰＣを全没入フルダイブモードで操作したり、豪魔将のようなボス・モンスターを操ったり喋らせたりなんて、普通はできるはずがない。

（なんでそんな人が僕に？）

　そんな疑問が湧わいたのだが、それを聞く前にユイオンの次の言葉で忘れてしまった。

「そういうあなたは民間の監かん視し人ですね」

「監視人!?」

　ユイオンの口から思わぬ言葉が飛びだしてきて、レウスは叫さけんだ。

　監視人。

　それはゲーム内で活動し、プレイヤーの視点でプレイヤー間の不正や、ゲーム上の問題点を見つけだす人たちのことだ。

　性質上、彼らは自分たちのことを秘密にしているので、誰だれがそうなのかを一いつ般ぱんプレイヤーが知ることはできない。

　ただの噂うわさでしかないという説だってある職種だ。

「本当にいるんだ」

「……ほんと、なんでそんなこと知られてるのよ」

　感心しているレウスとは対照的に、魔操士はうんざりした顔をしている。

「まぁいいわ。あたしはフロディティ。で、スライムがユイオンでいいの？」

「ええ」

「で、あんたは？」

　フロディティと名乗った魔操士は、スライムを気味悪そうに見た後でレウスを見た。

「え……と、レウス？」

　自信なくそう答えると、フロディティが顔をしかめた。

「それは、あたしがそのリザードマンに付けた名前でしょ。いま中にいるあんたの名前よ。別に本名は聞いてないでしょ」

「う……」

　いきなりそう言われると、困る。

　昔の名前はあるけれど、それを名乗るのは、なんだか憚はばかられた。

「……レウスでいいよ」

「ふうん。ま、いいけど」

　それでも、フロディティは気に入らない顔のままだ。

「納得できていないのですか？」

「当たり前でしょ！」

　フロディティはユイオンをきっと睨にらんだ。

「いきなり罠わなにはめられたかと思えば、それでリアルに命の危機になって、しかも助けてくれたのがＮＰＣに扮ふんしたハッカーどもなんて、どこに信用する要素があるのよ」

「罠にはめたのはわたしではありません。あなたが追いかけようとした相手です」

「知ってるわよ。でも、まさか……」

「そんなことができる。つまり、あなたの望み通りの大物がいるということでしょう？」

「ぐ、ぐぐ……」

（なんの話、してるんだ？）

　ユイオンに言い負かされているようだけど、レウスには内容がわからない。

「あなたに協力する代わり、わたしにも協力する。それが条件でしょ？」

「ふ、ふん……そんなの、あたしが運営に報告すれば済む話でしょ？」

「あなたはできないわ」

「……簡単な話よ」

「いいえ。だって、あなただってこれはチャンスでしょう？　この機会を逃のがすと、もっと大きなチャンスが必要になる」

「なっ！　……どこまで、知ってるの？」

「記録されている情報は全て」

「……最低」

「わたしに必要なのは品性ではなく、あなたの協力です」

「……わかったわよ」

　不承不承という感じでフロディティが頷うなずく。

「……そっちの話は終わった？」

　だけど、レウスの方はまるですっきりしていない。

「まだ僕は、ぜんぜん理解してないんだけど……」

「ええ、わかっています。ですが……」

「ですが……？」

「フロディティが時間をかけすぎたので、こちらの予定に余よ裕ゆうがなくなりました。次のイベントを始めなくてはならない」

「あたしのせいか！」

「もっとすんなりと納得していただけると思っていたのですけど」

「あんな怪あやしい誘いにすぐに乗れるわけないでしょう」

「すぐに乗ってくれた方がここにいるのですけど」

　ユイオンの視線がこちらに向けられ、レウスはうっと唸うなった。

「……ばかなんじゃないの？」

「うう……」

　たしかに。気分的にぐちゃぐちゃだったとはいえ、あんな怪しいメールを信じてこんなところに来ているのは、『ばか』の一言で片付けられてもしかたないかもしれない。

　そんなレウスの落ち込みも、ユイオンは無視する。

「ですがまぁ、誤差の範はん囲い内です。向こうも都合良く遅おくれてくれましたし」

「あんた、もう少し事情を説明しようとかいう優しさを持ちなさいよ！」

「だから、時間がないと言っています」

　ユイオンがそう言ってスライムの体を震ふるわせたそのときだ。

「え？」

「……うそ」

　倒たおれて消えたはずの豪魔将がいきなりスライムの背後に現われたのだ。

「グガ……ユイオン」

「第二幕です」

「ワカッタ」

「すいません。こんな役を」

「気ニスルナ。戦うノガ、オレノ存在ダ。コレハ、チョットシタ、スパイスダ」

　グオオオオオオ！

　豪魔将が吠ほえる。ボス級のモンスターの吠え声には様々な効果がある。

　今回は、《召集》だ。

　次の瞬しゆん間かんにはレウスたちを囲むように無数のモンスターたちが現われた。

　またもインプだ。

「……なんのつもりよ」

「わたしたちの目的を達成するために必要なイベントです。ほら、戦ってください」

「いや、戦えって……」

　槍やりを構えはしたが、どうなっているのかわからない。

（ていうか、ユイオンの言うことを聞くってことは、さっきの戦いも芝しば居い？）

　だけどだとしたら、なんのために？

　レウスを誘い、フロディティを誘い、そしてまたモンスターを襲おそわせて……。

「君は、なにがしたいんだ？」

「後三十秒で来ますので」

「なにが？」

「存分に戦ってください。ただし、死なないでくださいね」

　レウスの問いを無視してユイオンは言いたいことを言うと、地面に溶とけるようにして消えていった。

「なんなのよ！」

　フロディティの悲鳴とともにモンスターたちが襲いかかってくる。

「くそっ！」

「ちょっと、さっきみたいにこいつらやっつけてよ！」

「わかってるけど……って、うあ」

「ぎゃああ、こっち来た！」

「ちょっと、なにしたのさ！」

　モンスターたちを引き付けるために前に出ようとしたら、急にフロディティの側に引き寄せられてしまった。

「こいつ！　こいつから倒して！」

　フロディティの声に従って、レウスの視界が彼女に近づこうとしていたインプに向けられてしまう。

　魔ま操そう士しの標的指名だ。魔操士に操られる下僕であるレウスは彼女の言葉に逆らえない。

「いや、一いつ緒しよにいたら標的捕捉ヘイトがまとめられない！」

「ぎゃあ！　いやぁぁぁぁ！」

　悲鳴を上げるばかりでフロディティはこちらの話を聞いてくれない。

「ああもう！」

　しかたなく目の前のインプに攻こう撃げきを仕し掛かける。

《連撃》を仕掛けたのだが、さっきまでとは違ちがうダメージが叩たたき出され、レウスは驚おどろいた。

（もしかして、レベルアップした？）

　原因はそれしか考えられない。

　さっきの戦せん闘とうで得た経験値で大おお幅はばにレベルアップができたようだ。

（ていうか、上がりすぎじゃないか？）

　たった一群の雑魚モンスターたちと、たった一体のボスモンスターを倒しただけとは思えないぐらいレベルが上がっているような気がする。

「ぎゃあ、また来たぁ！」

　フロディティの叫び声で、またもレウスの体が勝手に動く。

　彼女に襲いかかってきたモンスターの攻撃を代わりに受け止める。

　下僕と呼ばれるモンスターに代わりに戦わせ、自らの攻撃を身代わりに受け止めさせる。

　それが魔操士と呼ばれるクラスの特とく徴ちようだ。

「くそっ！」

　代わりに受けたダメージ数も軽けい微びだ。

　やはり異常にレベルアップをしている。

　いまなら、さっきよりも手早くモンスターたちを退治することはできるだろう。

（だけど……）

　こういうのは、すっきりしない。

「ぎゃああ！」

　悲鳴ばかりを上げて状じよう況きようを把は握あくしないフロディティのせいで、こちらは思うように動けない。

　それでも、豪魔将の拳けん打だを防ぼう御ぎよで受け止めることができているから、なんとかなってはいる。

　だけど、さすがにこれだけでは勝てない。

『時間です』

　そんなことを考えていたら、いきなり足あし下もとからユイオンの声がした。

「時間って……」

　それで、なにが起きるのか？

「やあああああ！」

　いきなり気合いの声が走った。

　フロディティでもユイオンの声でもない。

「え？」

　その声が聞こえた途と端たん、レウスは体が固まった。

（この声……）

　そして、声とともにインプを切り裂さいて現われた、その白い姿。

　見み間ま違ちがえるはずがない。

　白銀に金で各所を装そう飾しよくした鎧姿。

　長くなびく金色の髪かみ。

　光を率いるかのようにインプを薙なぎ払はらう剣けん閃せん。

　意志の強さを現わしたかのような瞳ひとみ。

（アルテナ）

　彼女だ。

　いきなり現われたアルテナは瞬またたく間まにインプを薙ぎ払うと、豪魔将に向かっていく。

「うわ、噓うそ……アロンフォリス騎士団オルデン」

　フロディティが呟つぶやく。
















「ていうことは、あれはアルテナ？　はは……噓でしょ」

　信じられないという顔でフロディティは地面を見た。さっき、その辺りからユイオンの声がしたのを、彼女も聞いていたのだ。

「あなた、本気なんだ？」

『ええ、もちろん』

　声だけで、ユイオンが答える。

「ちなみに、わたしとレウスの声はあなたにしか聞こえていませんから、あちらでのふるまいには気をつけてください」

「わかった。……こうなったらあたしだって、覚かく悟ごを決めるわよ」

　またも、レウスにはわからない会話をしている。

　いや、『わからない』ではなく、『追いつけない』が正しいのだろう。

　わかってはいるのだ。自分の目的は。

　何のために誘さそわれたのか。そのために誰だれに誘われたのか。

　あるいは利用されようとしているのか。

（決断してきたはずなのに……）

　だけどこちらに来てみれば姿はリザードマンだし、関係のない人を巻き込んでいるように思えるし、誘った相手もスライムだし……状況への理解がまったく追いつかない。

　それなのに、フロディティはもう納得したみたいなことを言っている。

（そっちばっかり勝手に納得して……）

　恨うらみがましくそう言ってやりたいのに、なぜか口は動かない。

　いや、アルテナから目が離はなせなくて喋しやべっていられない。

（アルテナ……）

　天てん翔しよう士しとは《多段ジャンプ》や《飛ひ翔しよう移動》など、アクロバティックな戦いを得意とするクラスだ。攻撃力はそれほどではなく、防御力も前衛職では最も低いが、戦闘時の行動の自由さでは他職の追つい随ずいを許さない。

　インプを薙ぎ払い、豪魔将との一いつ騎き打うちとなったアルテナの姿は美しい。ただの回転回かい避ひで地面を転がるのではなく、空高く舞まい上がり、急降下による攻撃を行ったりもする。

　戦闘時の行動の派手さはやはり天翔士が一番だ。

　レウスの凍とう結けつされたアカウント……そこで使っていたキャラクターも天翔士だった。

　いや、『も』じゃない。

（僕が先に、天翔士だった）

　彼女が後から天翔士にクラスチェンジしたんだ。

『私を、弟で子しにしてください！』

　アルテナと最初に出会ったとき、彼女はそう言ったのだ。

　それなのに……。

「僕だって、やるしかないんだ」

　倒たおれる豪魔将を背にし、アルテナが舞い降おりる。その姿はまさしく勝利の女神、あるいは死を運ぶ戦いくさ乙おと女め。『C.R.O.W.N.』のＣＭに選ばれるだけのことはある。

　だけど、その戦い方を教えたのだってレウスだ。

　それなのに……。

「大だい丈じよう夫ぶか？　君たち」

　倒した豪魔将を見返すこともなく、アルテナはこちらにやって来る。

『レウス……』

　足下からユイオンの声がした。

『いまのあなたはフロディティの下僕ですから、下僕らしく、変なことはしないでください』

「どうするつもりなんだ？」

『フロディティを利用してあの人の騎士団オルデンに潜せん入にゆうします』

「なんだって？」

『とりあえず、いまは流れに身を任せてください』

　そう言ってユイオンは再び黙だまる。

「たすかりました。誰だか知らないけど、びっくり箱を使われたみたいで」

　フロディティが感激した様子でアルテナにお礼を言う。感情記号の♡や♪なんかを辺りに撒まき散らしたわざとらしすぎる態度に、レウスは内心で苦笑した。

（わざとらしすぎないかな）

　心配になるが、アルテナも少し苦笑しただけだった。

　そういえば、ゲーム内での感情表現なんてこんなものだったかもしれない。

「それで豪魔将が出るなんて、運がない。……それよりも」

　アルテナの視線がレウスに向いたのに、驚いた。

　なにかおかしな動きでもしたかと思ったけれど、アルテナの感想は違った。

「豪魔将の攻撃に耐たえるなんて、君の下僕はすごいね」

「え？　あ、ああ……はい。あたし、この下僕しかいないんで」

「そんなになるまで育てるなんて、すごく苦労したんだろうな」

「あ……えっと、その……じつはあたし、まだよくわかってなくて、こいつを育てるぐらいしかやってなくて……」

「そうなのか……」

　その途端、感心していたアルテナの顔が真面目なものになった。

「私はアルテナだ。君は？」

「フロディティです」

「フロディティ、よかったらうちの騎士団に入らないか？」

「え？」

「騎士団になら高レベルの魔ま操そう士しもいるから、君に助言ができることもあると思うんだ。どうだろう？」

「はい！　ありがとうございます！」

「よかった」

　食い気味に了りよう承しようしたフロディティに、アルテナが笑みを浮うかべる。

「…………」

『どうかしましたか？』

「え？」

　レウスがアルテナの表情を見つめていると、ユイオンが声をかけてきた。

　びっくりして体が震ふるえたけれど、なんとかすぐに動きを止めることができた。

　そんなレウスに、ユイオンはさらに言葉を重ねる。

『これはあなたにしか聞こえていませんから。あなたの言葉もそうしています』

「そう……」

　ほっとしたけれど、レウスは慎しん重ちように息を吐はいた。

　窓見ウオツチモードならコントローラーを手放すだけでいいのだけど、全没入フルダイブモードだとそうもいかない。本人の反応が、全てキャラクターの動きに反映してしまう。

　だけど、いまのレウスはリザードマンだ。魔操士フロディティの下僕でＮＰＣだ。

　中にプレイヤーがいるはずがない。その動きはプログラミングされたもので、プレイヤーキャラクターのような不規則な動きをするはずがない。

　ＮＰＣの動きは自然ではあるけれど、規則的だ。

　動きには細心の注意を払わなければならない。

（なんだか、僕だけ別のゲームをしてるみたいだな）

　ステルスアクション？　潜入スパイもの？　なんだかそんな気分だと、今度は内心でため息を吐つく。

『それで、なにか気になりましたか？』

「いや、彼女……嬉うれしそうに見えたから」

『C.R.O.W.N.』がサービスを正式に開始してまだ半年だ。騎士団の勧かん誘ゆうはまだ続けられているだろうし、アルテナもそれに参加しているはずだ。

　そのはずなのに、いまのアルテナの様子はまるで、初めて勧誘に成功したかのようだ。

　それが気にかかった。

『そうですか』

　だけど、ユイオンはそのことには興味がなさそうだ。

　しかたがないので、レウスは話題を変えた。

「ていうか、これが君の作戦？」

　監かん視し人のフロディティを巻き込み、騎士団に潜入するのが？

　なんのために？

『あなたはなんのためにわたしの誘いに乗ったのですか？』

「それは……アカウントを取り返すために」

『その通りです。……でも、あなたは彼女に怒おこってもいる』

「…………」

『彼女がチート疑ぎ惑わくを通報したことが原因で、あなたのアカウントは凍結されたと思っている』

「……そうだよ」

『復ふく讐しゆうしたいですか？』

「…………」

　真っ正面から聞かれて、レウスは言葉に詰つまった。

　[image: β]テスト時代を一いつ緒しよに過ごした仲間だと思っていたのに、彼女はありもしない疑惑でレウスのアカウントを凍結される事態に追いやった。

　ログインできなかったときの混乱と、運営からのメールを見たときの絶望と混乱。そしてこの半年間の焦しよう燥そうを考えると、そう簡単に許すことなんてできない。

　いま、フロディティを相手に嬉しそうに話しているアルテナが、そのキャラクターの奥で本当はどんな顔をしているのか……全没入モードでも表現できない本当の表情を考えてしまって、頭がおかしくなりそうだ。

　本当はやはり、『C.R.O.W.N.』のことなど忘れて新しいゲームで一からプロ・ゲーマーを目指した方がよかったのではないか？　そう悩なやみ続けた半年間だった。

　だけど、諦あきらめられなかった。

「僕は、ここで手に入れたものを取り返したい」

　その思いをどうしても消せなかった。

　たかがゲーム。やめてしまえばそれだけのもの。かけた時間と身につけたスキルは虚うつろなものになる。

　だけど、その虚ろなものに意味を見み出いだしたいから、レウスはプロ・ゲーマーを目指す。

　そしてだからこそ、『C.R.O.W.N.』というゲームにかけた時間と、情熱を注いだアカウントを諦めることはできない。

『よかった』

　恨みとともに吐き出した言葉なのに、ユイオンの返事は予想外だった。

『その執しゆう着ちやくがあるなら、きっと大丈夫ですね』

「どういうこと？」

　意図があるように思えて聞き返したけれど、ユイオンは答えてくれなかった。

『アカウントを取り返します。これはそのために必要な行動です』

「そうなのかもしれないけど……」

　だから、説明が足りないんだと言いたい。

『ですが、ハッキングでむりやり取り返してもあなたの無罪は主張できない』

「…………」

『だからフロディティの協力が必要なのです。彼女を利用し、アロンフォリス騎士団オルデンに潜入すれば……』

「話を聞けるかも？」

　そんな簡単にいくものなのだろうか？

　なんだか不安になってきた。

　だけどもう、始めてしまったのだ。

「目的を果たして潔けつ白ぱくを証明できないと、このままだと僕も犯罪者……だよね？」

『そうですね。発覚しない自信はありますが、そうなった場合には国内法と国際法の両方で幾いくつかの罪状が付くことになります』

「追いつめてくれるよね」

　レウスとしては苦笑するしかない。だけどうまくできないから、表情が変化しないようにこらえた。

『当然です。あなたに外にいられては困りますから』

「それって、どういう……？」

『わたしは、あなたに戻もどって欲しいのですから』

「え？」

　意味深なユイオンの言葉に驚おどろいていると、アルテナがフロディティを連れて歩き出す。

　魔操士に仕える下僕であるレウスは、黙って二人の後ろに従う。

　復讐。

　ユイオンに尋たずねられ、答えないまま放置したその言葉。

　機き嫌げん良くフロディティの前を歩くアルテナの背中に、レウスはその言葉を投げてみた。言葉が刃やいばとなって彼女に突つき刺ささり、血を流す姿を想像してみた。

　自分の中にぞっとするような感情が湧わいたことを見み逃のがせなかった。

　実際に血が流れるわけではない。

　だけど、たとえゲームの世界でも血に等しいものが流れることを、レウスは……いや、『僕』はもう知っている。

（君にそれを知らしめることになるのか）

　そのことに愉ゆ悦えつを感じていることを、レウスは否定できなかった。

（だけど……）

　そう、だけど。

　その言葉が湧いてくることを、レウスは否定できない。

　それは心の中に存在する善意の人格が上げる、情けない制止の声だとそのときは思った。

　ウラード平原をしばらく進むと、遠くに城じよう壁へきが見えてきた。

「知っていると思うけど、あの街はウラウトポリス。『C.R.O.W.N.』を訪れた初心者たちが最初に訪れる街でもある」

　そう。最初の街だ。

　レウスにとっては、ここで出会い、ここで集まり、ここから出発した思い出の場所でもある。

「そしてその支配権はいま、私たちの騎士団、アロンフォリス騎士団が握にぎっているんだ」

「知ってますよ、それぐらい。アロンフォリス騎士団は有名ですもの。覇は権けんランキングでは常に上位の名門騎士団じゃないですか」

　フロディティが尊敬を込めた声で言う。

　モンスターに襲おそわれて、ぎゃあぎゃあ言っていた声とは大おお違ちがいだ。

「こういうのを猫ねこなで声ごえっていうのかな」

　レウスの感想にユイオンが応じた。

『おそらくは。声のニュアンスというのは、まだまだ学習途と中ちゆうです。状じよう況きように応じた再現というのはなかなか難しい』

「……？　変なことを言うね」

「……それよりも」

「なに？」

『ここは最初の街です。そしてあなたにとっては再開の地ともなります。本当に、いいんですね？』

「…………」

　ユイオンの言葉の意図をレウスは少しだけ考えた。

「……最終確認をするなんて、ユイオンは意外にイイ人？」

『どれだけ魅み力りよく的に見えるゲームでも、スタートしなければ始められませんから』

「それなら、僕はとっくに押してるはずだよ」

　そうだ。

　ユイオンにもらったメールに添てん付ぷされた圧縮コード。

　あれこそが、僕のスタートボタンだったのだから。








02　復讐者は集つどう









　ウラウトポリスは『C.R.O.W.N.』を始めたプレイヤーが最初に訪れることになる街だ。

　そのために初心者を教え導くチュートリアルクエストは充じゆう実じつしている。

　キャラメイクを終えたばかりのプレイヤーが現われては、クエストチューナーと呼ばれる運営側の用意した人々が寄っていき、初心者クエストを紹しよう介かいしていく。

　クエストチューナーは、安く済ませようと思えば自動で用意された話だけをするＮＰＣになったりもするが、資金が潤じゆん沢たくな企き業ぎようの場合、中身を演じてくれる人間を用意する。

　クエストチューナーの表情を見れば、中身が人間だとわかる。

　レウスは初心者プレイヤーたちの所に向かうクエストチューナーを不思議な気分で眺ながめた。

（[image: β]のときは、ＮＰＣだったけどな）

　やはり正式公開版となると違ちがうのだろう。

「チュートリアルは一通り受けているだろうから、街の重要部分はほとんどわかっているな？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「わからないことがあったらガイドの人がいるからそこに行けばいい、あの赤い塔とうが目印だ。それからガイドが教えてくれない場所もあってな……」

　そうやってアルテナは色々と教えてくれる。

　フロディティはそのたびに驚いたり感心したりと反応がいい。

　よい聞き手を演じているように見える。

　レウスは魔ま操そう士しの下僕らしくフロディティの後に従いながら街の様子を眺めた。

　懐なつかしさが少しだけある。[image: β]テストの裏側で直したり加えたりしたものもあるのだろう。明らかに違っている部分もある。

　城じよう塞さい都市の様相を持つ『C.R.O.W.N.』の都市は城壁に囲まれているのだが、以前は良く言えば真新しい、悪く言えば単調だった城壁が、いまは一部に欠けや汚よごれがあったり、蔓つるが伸のびていたりと変化がある。

　それは街の中にしてもそうで、煉れん瓦がが敷しき詰つめられた通りは隙すき間まに苔こけが詰まっていたりするし、落ちた葉っぱが踏ふみ潰つぶされて張り付いていたりする。

　そういった細かい変化が都市全体を『綺き麗れいだけど現実感のない街』から『生活感のある本物かもしれない街』に変えているようにレウスには見えた。

　やがて、アルテナが一つの建物の前で足を止めた。

「それで、ここが私たちアロンフォリス騎士団の本ほん拠きよ地ちだ」

　そこは瀟しよう洒しやな洋館という佇たたずまいの建物だった。

　あちこちに旗が掲かかげられている。旗には剣けんと翼つばさが組み合わさったものが縫ぬわれている。

　アロンフォリス騎士団の紋もん章しようだ。

　あのときと変わっていない紋章に目をそらし、レウスはアルテナたちに続いて建物の中に入った。

　建物の中にはたくさんの人がいた。

　無骨な重武装の重騎士や重じゆう砲ほう士し。華か美びな軽装の吟ぎん遊ゆう詩人や魔ま晶しよう士し。品位を感じさせる神しん療りよう士し。様々な武器を腰こしに差した舞ぶ闘とう士しや天てん翔しよう士しなどの前衛職たちが行き交っている。

　アルテナは応接間へと入っていく。そこにはわかりやすく装備を着けている者だけでなく、普ふ段だん着ぎに着き替がえて談笑している人たちがいた。

「ちょっと待っててくれ、すぐに魔操士を見つけるから」

　戦っているときとはまるで違う落ち着きのない顔で辺りを見回すと、アルテナは一人の人物に目を付けた。

「ああ！　シンジ！」

「え？　あ……アルテナ、さん」

　応接間の壁かべ際ぎわで一人佇んでいた学者のような格好の青年はアルテナの呼びかけに体を震ふるわせた。

　アルテナに引っ張ってこられた彼はなんともいえない顔で辺りを見回している。

「彼女、新しく仲間になったんだ。同じ魔操士だから、助言をしてやって欲しいんだ」

「へぇ……」

　フロディティを紹介されても、気のない返事をするばかりだ。

「うん、今日はちょっと、すぐに落ちるんで、また今度……」

「そうか。……すまない」

「うん、じゃあ」

　そう言うと、シンジはそそくさと応接間から出て行く。

　その様子は、まるで逃にげているようにも見えた。

「なんか、変な空気だな」

　レウスが独り言を呟つぶやく。他の人には聞かれていないとわかってはいてもなんとなく警けい戒かいしてしまう。

　のだが、足あし下もとから返事をするユイオンの声量には遠えん慮りよがない。

『アルテナは人望……というものがあるのではないのですか？　人気者なのでしょう？』

「そうなんだろうけど……」

　ＣＭに起用されるほどなのだから、アロンフォリス騎士団オルデンの顔といってもいいはずなのだけれど、周囲はなんだかよそよそしい。

（みんな、アルテナに近寄らないな）

　そう思っていたら、誰だれかがこちらに近づいてきた。

「アルテナ……」

　シスターを連想させるデザインの衣装……おそらく神療士だろう。

　衣装に似合った、黒くろ髪かみの理知的な雰ふん囲い気きの女性は少し怒おこった様子でアルテナの前に立った。

「あ、ヘレナ」

「どこに行ってたのよ？」

　責めるような言い方をされ、アルテナが気まずそうな顔をする。

「ちょっと、ウラード平原を散歩。新人さんがいないかなって」

「そう……それで？」

　フロディティには気付いていたようで、にこやかな笑みを送ってきた。

「うん、彼女はフロディティ、魔操士なんだけどこのリザードマンをすごい育ててるんだ！」

　そう言って紹介されて、レウスは驚おどろいて反応しそうになった。

（おっと、危ない）

　すぐになんでもない顔をし続ける。

　ヘレナはこちらの反応に気付くこともなく、すぐにフロディティの前に移動した。

「そう……よろしくフロディティさん。私はヘレナ。アルテナのマネージャーよ」

　ヘレナの自己紹介にフロディティは驚いた。

「マネージャー!?　そんなのもいるんですか？」

「もちろん、ゲーム内のクラスじゃないわよ」

　過か剰じようなフロディティの反応にヘレナが苦笑を浮うかべた。

「ええ。ＭＭＯのプロ・ゲーマーの活動は、選手というよりも芸能活動に近いものがあるから。スケジュールをまとめる役割が必要なの」

「すごい！」

「いや、そんなことはない……うん」

　フロディティの反応はいちいち過剰で、見ているレウスからするとやりすぎではないかと思うのだが、アルテナは訝いぶかしむ様子もなく照れている。

　ヘレナも涼すずしい顔でフロディティの反応を受け止めている。

　二人をみているとレウスは、自分が謙けん虚きよすぎるのだろうかと首を傾かしげたくなった。

「それより雑誌の取材申し込みが来てるんだけど、どうする？」

「うん、ヘレナが大丈夫なら」

「心配ないわ。人にん気きのあるところだから」

「それなら受ける。これで、騎士団がまた人にん気きになるよね？」

「ええ。『C.R.O.W.N.』の認知度も上がる。正式公開されてまだ半年だもの。ユーザーの固定化はまだ先の話。認知度とともに新規ユーザーの参入数も増えるだろうし、そうなれば私たちの活動の効果も上がることになる」

「そうよね」

　すらすらと語るヘレナにアルテナは頷うなずく。

「それが、私にできることだから」

「ええ、あなたにしかできない」

　アルテナを見るヘレナの目に、レウスは少し納得した。

「彼女に心しん酔すいしてるって目だ」

『そうなのですか？』

　ユイオンにはわからないらしい。

　だけど、レウスにはわかる。

（だってあの目は、そっくりだもんな）

　その視線を、窮きゆう屈くつそうに受け止めるアルテナを見て思う。

　ＮＰＣにそんな風に言われているとは思っていないヘレナはさらに言葉を重ねていく。

「それと、今日の予定、覚えてるわよね」

「あ……動画の撮さつ影えい」

「嫌きらいかもしれないけど、少しはサービスしてくれると嬉うれしい」

「うん、わかった」

「それじゃあ、ごめんなさい、フロディティさん。詳くわしいことはまた明日にでも」

「あ、はい」

「ごめん、必ず紹介するから」

　申し訳なさそうな顔でフロディティに詫わびて、アルテナはヘレナの後に付いていく。

　その背を見送ってフロディティは息を吐ついた。

「……さすが、『C.R.O.W.N.』を代表するアロンフォリス騎士団のアルテナってところ？　アイドルみたいに忙いそがしそう……」

「はっ！　なーにが……」

「え？　わわっ！」

　気を抜ぬいたところでいきなり聞こえてきた声に、フロディティは飛び上がるほど驚いた。

　振ふり返ると赤い髪かみで派手な衣装の女の子がいた。

　おそらく、吟遊詩人だ。

　勝ち気そうな目を歪ゆがませてアルテナの背を見ると、ふんと鼻を鳴らす。

　どう見ても友好そうには見えない。

「アイドルなもんか、あんな奴やつ」

　そう吐はき捨すてると、今度はフロディティをじっと見る。

「え、わ……あの」

「あなた、意外に裏とかある感じ？」

「え？　いえ、そんな……」

「メイはそういう人の方が好きだな」

　にこりと笑うと今度は華はなやかな雰囲気も出てくるのだから不思議だ。

「メイはメイディン。ここの宣伝記事とか担当してる。日記とか、イベントレポートとか」

「よ、よろしくお願いします」

（棘とげのある人だな）

　メイディンを見てレウスはそう思う。

　明らかにアルテナに対してなにかあるような態度だ。

『口は軽そうですよね。聞いてみるとすらすらと教えてくれるかもしれませんよ』

　ユイオンが言う。きっとフロディティに話しかけたのだろう。

　彼女は返事をするようなことはしなかったが、聞いていなかったわけでもない。そのまま去りそうだったメイディンにフロディティが話しかけた。

「あの……アルテナのこと、嫌いなんですか？」

「率直すぎ！」

「うん、嫌いよ」

「こっちもかよ！」

　レウスのツッコミはメイディンには聞こえていない。

「うん？」

　だけど、思わず仰のけ反ぞってしまったので、レウスは慌あわてて元の姿勢に戻もどって知らん顔を決め込んだ。

「わわっ」

　そんなレウスの動きを誤ご魔ま化かすように、聞いたフロディティは目を剝むいた。

「なによ？」

「いや、あんまりはっきりしてるから」

「メイは最初っからアンチ・アルテナよ。だって、おかげでメイが目立たないもの」

「理由もはっきりしてますね」

「そうよ。ここ最近アンチになったような奴らと一いつ緒しよにしないでよ。メイは正しよう真しん正しよう銘めいのアンチなんだから」

「……あの、むしろ聞きたいんですけど」

「なに？」

「アルテナって、そんなにアンチが多いんですか？」

「あれ、知らない？」

　聞かれたメイディンは嬉しそうに頰ほおを緩ゆるめた。

「激増中よ」

「ど、どうして？」

「団長と方針違ちがいで反目中だから」




　　　　[image: †]




　メイディンも行ってしまうとフロディティに話しかけようという人はいなくなった。

「話しかけても上うわの空っていうか、相手にしてくれないっていうか、もう完全にあれ、嫌いやな感じよね」

　そう吐き捨てた場所は、もう騎士団本ほん拠きよではない。

　カフェだ。

　見た目は現実のカフェと変わりはないが、内容は個人チャットルームとなっている。テーブルに着いた者同士だけで外に漏もれることのない会話をできるシステムだ。

　しかも同じテーブルでなければならないという制限はなく、別の都市にあるカフェにいるプレイヤーとの会話も可能となる。

　テーブルに座ると周囲はプライベートな空間となり、無人のカフェとなる。チャットの参加者が増えれば増えるほどこの場も賑にぎやかになるが、いまこの場にいるのはフロディティとリザードマンのレウスだけだ。

　姿は見えないが、おそらくユイオンもいるだろう。

「あれって絶対、あたしがアルテナに連れてこられたからだけど。なに？　アルテナってああ見えて嫌な性格なわけ？」

「かもしれないけど……わからないよ」

　レウスの返答に、フロディティは微び妙みような顔をした。

「知ってるみたいな言い方だけど、あんたって関係者だったわけ？」

「その通りです」

　言葉とともにイスの上にスライムの姿が現われた。

「うわ、出てくるんだ」

「姿が見えた方が話しやすいでしょう？」

　そう答えると、ユイオンはテーブルに現われたティーセットを伸のばした触しよく手しゆで操り、優ゆう雅がにお茶を飲むような仕種をする。

「ていうかその体に口とか区別あるわけ？」

　フロディティが小声でぶつぶつ言っているが、ユイオンは聞こえない振りをしている。

「ここって、盗とう聴ちようとか大だい丈じよう夫ぶよね？　誰だれかに見られたりとか」

　いきなり心配になったのか辺りを見回す。

　たしかに、下僕のリザードマンが一緒にいるだけならチャットルームを開設して人が来るのを待っているだけに見えるだろう。

　だが、本来は下僕にできないスライムがいて、しかもお茶を飲むなんて特とく殊しゆな仕種を誰かに見られてしまったら怪あやしまれてしまう。

「わたしがいるのですから、当然です」

「なら、大丈夫かな。あんた、すごいハッカーみたいだし」

　ユイオンの言葉を素直に信じている。

　たぶん、ユイオンはすごいハッカーなのだろう。

「とりあえず、意思の統一をしましょう」

　ユイオンが触手を伸ばして手を叩たたくような動作をする。

「意思の統一って？」

　フロディティがうさんくさそうな顔をする。

「わたしたち三人は利用し合うことによってお互たがいの目的を叶かなえることができます」

「利用ね」

　フロディティの表情は変わらない。レウスだって同じ気分だ。

「あんたの目的はわからないけど、あんたは一人でできるんじゃないの？」

「できないから、あなたたちが必要なのです」

「ふうん……」

「信しん頼らいや信用は要いりませんが、お互いに利用価値があることは認めてください」

「……まぁ、あんたに利用価値があるのは認めるわよ」

　フロディティは天を仰あおぎ、視線を戻す。どうやらそれで決心を付けたらしい。

「いいわ。あたしは監かん視し人。目的はチート使用者を見つけて報ほう酬しゆうを手に入れること、いま目を付けてるのは、アロンフォリス騎士団オルデン」

「アロンフォリス騎士団にＢＯＴ使用者がいるってこと？」

　レウスの質問をフロディティは鼻で笑った。

「そんな確認作業だけの安い仕事に興味はないわよ。もっと大きいチート行こう為いがあるって聞いたのよ」

「誰に？」

「それは……」

「わたしです」

　言い淀よどむフロディティにユイオンが手（？）を挙げる。

「あんたが！」

　レウスよりもフロディティが驚おどろいていた。

「先ほどの場所に特異点を作り、なんらかのデータのやりとりをしている。あなたにそのメールを送ったのはわたしです。実際に、なにか起きたでしょう？」

「あたしが死にかけただけじゃない！」

「あなたがわたしの予想以上にハッキングに対して無知でしたので。迂う闊かつに接せつ触しよくしようとすれば罠わなが発動するに決まっています」

「ぐぐ……」

「あなたのキャラクター情報を抜かれることだけは防ぎましたので、騎士団への潜せん入にゆうに支障はありません」

「警けい戒かいされたんじゃないの？」

「誰かわからない以上、警戒のしようがありません。問題ありません」

「……ていうか、やっぱりあんたが信じられないわよ」

　フロディティはため息を吐つき、そしてレウスを見た。

「で、あんたは？」

「僕は……」

　答えに困っていると、やはり今度もユイオンがあっさりと言ってしまう。

「彼は元アスラインです」

「アスライン！」

「わかりますか？」

「そりゃ、アロンフォリス騎士団を調べたんだから、知ってるわよ」

　感心した目で見られて、レウスはまたも顔をしかめたつもりで歯をむき出した。

「アスラインといえば……」

　そう言って、自分の記き憶おくを確認する。

「『C.R.O.W.N.』[image: β]テスト時代の最強プレイヤー、アスライン。ソロ攻こう略りやくへの絶対的なこだわりを見せて全てのボスに挑ちよう戦せんし、成功してみせた。最後には不条理ボスとまでいわれて、パーティでの攻略さえ誰も達成できなかったヘスペリオンを[image: β]テスト最後のイベント『夜会ナイトレイド』で見事倒たおしてみせた！」

　褒ほめられて悪い気はしない。

　だけど、その後のことも語られるとわかっているので表情は冴さえない。

「と、ここまでは良かったんだけど、[image: β]テスト終しゆう了りよう前にいきなり姿を見せなくなる。噂うわさじゃ、チートをしててそれがばれたんだって話だけど」

「チートなんかしてない！」

　思わず、レウスは叫さけんだ。

　あの日のことを思い出すと頭がまっ白になる。

　いつものようにログインしようとした。[image: β]テストが終了するまでの残り少ない日々を仲間と過ごすために。正式公開されてからのことを相談するために。

　だけど、できなかった。

　警告の文字とともに眼前に押しつけられた情報の意味が最初はわからなかった。




　このアカウントは凍とう結けつしました。使用することはできません。




　理解したくなかった。思い当たる節なんかあるはずがない。

　自分にこの処しよ罰ばつが下されるいかなる理由もないはずだ！

　それから今日まで、ずっと運営に訴うつたえ続けてきたのだ。

　絶対にやっていないと。

　だけど運営は聞き入れてはくれなかった。

「そんなの、してたまるか。僕は……」

「はいはい。プロ・ゲーマー目指してたんでしょ？」

「知ってるのか？」

「調べたって言ったでしょ」

　フロディティはさらに語り出す。

「アロンフォリス騎士団はイオディスを騎士団長に据すえた、いわゆる攻略系プロ集団として設立された」

　その言葉にレウスは頷うなずく。

「中心人物はイオディスとアスライン。イオディスは重騎士として守りの要、アスラインは攻せめの要としてパーティ戦でも無類の強さを誇ほこった」

　レウスは個人としてソロ攻略にこだわっていたけれど、同時にイオディスを中心としたパーティにも参加して通常の攻略の手伝いをしていた。

　攻略記事や攻略動画を作り、そこから発生する広告料を収入源としてさらに活動を深めていく。プロ・ゲーマーとしての最初の一歩をそのときに踏ふみ出したのだ。

「騎士団としての活動は[image: β]テスト時代はアスラインを中心にソロとパーティの両面での攻略動画や活動情報を公開して人気を得ていた。ここまでが[image: β]テスト時代」

　そう言って、フロディティは掌てのひらに手刀を落とす。

『ここまで』という言葉と手刀が重なって、レウス……アスラインの時間も終わってしまったのだと言われた気がした。

「正式サービス後はアスラインの座にアルテナが就ついただけで、攻略方面では相変わらずの大だい活かつ躍やく。だけど覇は権けんランキングの争いは上じよう位い陣じんの一つになって一進一退の攻こう防ぼうを繰くり返し中。おかげで上位騎士団はどこも参加者やファンが増えてるみたいだけど」

「覇権ランキング……」

「[image: β]テストにはなかったシステムですね」

　聞き慣れないその言葉に、ユイオンが反応してくれた。

「簡単に言えば、騎士団とモンスターたちによる陣じん取どり合戦です。世界に点在する城じよう塞さい都市の支配圏けんはプレイヤーが結成する無数の騎士団と、モンスターによる魔ま軍ぐんによってそれぞれ統治されています。それを対人の集団戦、あるいは対ＮＰＣの集団戦での戦いで支配圏を奪うばい合うのです」

「そういえば、そんなのがあったね」

　冷たく言ったけど、覚えている。

　[image: β]テスト中に公開されていた情報にそんなものがあった。

　イオディスやアルテナ、他の仲間たちとどんなものになるか、予想を語り合ったものだ。

　そして最後には、この結論に行き着く。

「……僕たちに勝てる奴やつらなんかいない」

「え？　なに？」

「なんでもない」

　独り言を聞かれて、レウスは首を振ふって黙だまった。

　ユイオンの説明が続く。

「現状では都市を支配する魔軍は強力で、支配権を奪えるのは強い騎士団の証あかしとなっています。さらに支配できても別の騎士団が奪いに来ることも可能ですし、魔軍が都市を奪いに来ることもあります」

「へぇ……」

「ていうか、知らなかったの？　動画配信とかアロンフォリス騎士団だけじゃなくて他でもばんばん流してるのに、見てないんだ？」

「……見る気になれないよ」

　運営とやりとりしている間は精神的に追いつめられていて、『C.R.O.W.N.』の情報を耳に入れようという気にはなれなかった。

　ついさっきまでの精神状態を思い出すと、暗いなにかに足を捕つかまれたような気になる。

　ＣＭで見たアルテナの姿が輝かがやいて見えれば見えるほど、こちらの気分は引きずりおろされていく。

　夜会ナイトレイドとともに『C.R.O.W.N.』のアスラインは終わらされた。

　アカウントが凍結され、世界から弾はじき出された。




　ごめんなさい。本当にごめんなさい。でも……でも、どうしても信じられなくて。

　私が通報してしまいました。




　かつての仲間たちからは問答無用でメールはブロックされた。

　イオディスさえ、メール一つ寄こすことなく連れん絡らくを絶った。

　ただ一人、アルテナだけがメールを送ってきた。

　だけどその内容は、信じがたいものだった。

　そのメールにはアルテナ自身が運営に通報したと書かれていた。

　アスラインが信じられなくなったと、そう告げられた。

　わけがわからない。信じられないってなんだ？　信じられないからってチートをしたなんて噓うそを運営に告げるのか？　運営は、そんな安っぽい噓を信じてしまうのか？

　信しん頼らいから常識から、レウスの中にあるものが根底から崩くずされたような気がしたのだ。

　後に残ったのは、ただただ、怒いかりだった。

　意味もなく喚わめきたい。アルテナに怒ど鳴なり散らしたかった。

「あいつが、僕を裏切ったんだ」

　アスラインの姿を取り戻もどし、無実を証明する。

　そして簡単に切り捨てたあいつらの前に胸を張って立ちたいのだ。

「オーケー。なら、あんたの目的は復ふく讐しゆうなわけ？」

「…………」

「ゲームのことでハッキングしてまで復讐しようって考えは理解できないけど、まぁそれは別にいいわ。でも、あんたが捕まってもあたしのことは言わないでよ」

「違ちがう、僕は……」

「うん？」

「…………僕は、アカウントを取り戻したいだけだ」

「どっちにしても、たかがゲームでこんな危険な真似まねをするなんて気がしれない」

「…………」

　冷たく言い放たれ、レウスは言葉もない。

　フロディティはなにを考えているのかわからないスライムに目を向けた。

「それで、あんたの目的は？」

「わたしの目的はこの方の帰き還かんです」

「え？」

「この方に『C.R.O.W.N.』に戻って欲しい。ただそれだけです」

「……ゲーマーって理解できない」

　呆あきれた様子でフロディティは再び天を仰あおいだ。




　　　　[image: †]




　翌日、フロディティはアルテナに呼びだされた。

　ウラウトポリスの門前で合流するとそこにはヘレナもいた。それから馬車に乗るとガウディント山というところに向かうと告げられた。

　馬車はガタゴトと揺ゆれながら進んでいく。移動中は周囲からは見えなくなるためモンスターに襲おそわれることはない。

　ゲームなんだから一気に移動してしまえばいいのにと思うのだけれど、どうやらそういうわけにはいかないらしい。

　平原をうろつくモンスターと戦っている誰だれかを見ていると、アルテナが口を開いた。
















「すまないな、私たちだけで」

「いえいえ、そんな、大だい丈じよう夫ぶですよ～」

　申し訳ない顔をされてフロディティは慌あわてた。

　しかし……なんというかアルテナを見ていると落ち着かない。

　会ったばかりのときはそうは思わなかったけれど、騎士団オルデンでの彼女の態度を見た後だと別の見え方になってしまった。

　自身を律しようとしているけれど、それがうまくできていない。崩れそうなダムを必死に支えているようにも見える。

　そして、その奥から溢あふれてきそうになっている人格は、ひどく内向的に見える。

（こんな人が、アスラインを裏切った？）

　そういう性格にはとても見えない。

　だけどいま、彼女の人格はどうでもいい。フロディティは監かん視し人としてここにいるのだ。

『C.R.O.W.N.』には大だい企き業ぎようの資金力によって揃そろえられた対ハッカー能力が備わっているとはいえ、そこに金脈があるとわかれば犯罪集団もハッカーを揃える。さらには個人のハッカーも暗あん躍やくし、怪あやしげなツールが出回りもする。

　それらが防ぼう壁へきの隙すき間まを縫ぬってゲーム世界に入り込んで悪あく影えい響きようを及およぼしていないか。

　それをプレイヤー側の目線で調査するのが監視人の仕事だ。

　監視人の仕事は月給制ではなく、出来高制だ。しかも事件性が高いほど報ほう酬しゆうの額も高くなる。

　アロンフォリス騎士団が扱あつかっているチート行こう為いが重大なものであれば、それだけフロディティがもらえるお金の額も増えるというわけだ。

（とりあえず今は、騎士団に馴な染じむためにも無難にこなすしかないのよね）

　本当は騎士団追放一歩手前のアルテナより、さっさとイオディスに接せつ触しよくしたいのに！　なんて思っていても、そんなことはおくびにも出さない。

「アルテナにリーダーしてもらえるなんて、光栄ですよ」

　あからさまなお世辞なのだが、アルテナは照れて顔を赤くした。

「そう思ってもらえるだけでありがたいですね」

　フロディティの言葉に、ヘレナがため息を吐つく。

「ヘレナ。やめて、落ち込む」

「……ああ、すいません。そうですね、フロディティさんですが、魔操士として、まずは下僕を増やした方がいいでしょう。偵てい察さつ用のリザードマンを所持していらっしゃるようですが、本来は先に攻こう撃げき用、防衛用と回復用、支し援えん用を順次揃えていくものですし」

「このガウディント山脈には守備力の高いスプリガンがいるから、まずはそいつをスカウトしよう」

　ガウディント山に到とう着ちやくした。

　この山は全体が紅葉した木々に埋うもれていた。全体的に秋の散歩道という雰ふん囲い気きで、歩いていて気分がいい。舗ほ装そうされた道を歩いている分にはモンスターも襲ってこないというのが開発スタッフもこの雰囲気を大事にしているというのが窺うかがえた。

　アルテナに率いられてフロディティはその散歩道を外れて山の奥に入った。

　現われるモンスターのほとんどはアルテナが一人で倒たおしてしまう。

　だが、ただ一体、三人で対応しないといけないモンスターがいる。

　それがスプリガンだ。

　スプリガンは魔ま操そう士しが下僕とすることのできるモンスターの一つだ。

　下僕とする方法は、スカウトサークルと呼ばれる普ふ通つうの戦せん闘とうとは違う要素が存在する。

　魔操士が対象のモンスターを従魔の杖つえで叩たたくとスカウトサークルが現われ、そのモンスターを下僕化できる確率分だけ内部の色が変へん更こうする。

　サークルの円周を回転する針を色が変化した部分に止めることができれば、モンスターの下僕化に成功するという、スロットの類たぐいのミニゲームなのだが……。

（ああ、やだなぁ）

　フロディティはとても憂ゆう鬱うつだった。リザードマンのときに苦手だとわかったからだ。

　だから今回も……。

「よし、そこだ。がんばれ！」

「スカウトのコツはタイミングよ！」

　と、声せい援えんを送られるのだが、なかなかうまくいかない。

「そんな、こと、言っても！　あたし、リズム感覚とか、絶望的……なんで！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　やればできる！」

「がんばって！」

「グギギギギ！」

　声援虚むなしく失敗は続いていく。失敗すると攻撃を受けることになるが、それはアルテナが引き受けてくれている。レベルの違いもあってスプリガンの攻撃は痛くないとは言え、天てん翔しよう士しはそもそも防ぼう御ぎよ力がとても低い。神しん療りよう士しであるヘレナはひっきりなしに回復魔ま法ほうを飛ばしてアルテナを回復させている。

（ひぃぃぃぃ！）

　不ふ甲が斐いなさに心の中で悲鳴を上げながらさらにスカウトサークルに挑ちよう戦せんし続け、なんとか捕まえることに成功した。

「やった！　……捕まえた！」

　スプリガンが動きを止め、戦闘が終しゆう了りようした瞬しゆん間かん、フロディティはその場に座り込みそうになってしまった。

「おめでとう！」

　アルテナが満面の笑みで手を叩いてくれる。

「……あなたがどうしてリザードマンしか下僕がいないか、よくわかりました」

　疲つかれた顔のヘレナだが、その顔は綻ほころんでいる。フロディティは二人に頭を下げた。

「ありがとうございます」

　この人たちは、他人のためになにかをすることが嫌いやではないのだ。

　そう思うとフロディティの中に共感と苛いら立だちが浮うかびもした。

「さあ、次はどれにしよう？　調べたんだ。支援用のブラウニーならロック古城だし、回復用のウィンディーネならムルーフ大森林の湖……」

　興奮するアルテナだがヘレナが苦笑して止めた。

「落ち着きなさい」

「え？　でも、こういうのは勢いに乗るのが一番……」

「フロディティだって疲れてるわ。集中力が切れていたら、時間がかかるだけでしょう？」

「うう……それはそうだけど」

　未練たっぷりという様子だったが、これで終了となった。




　ウラウトポリスの門前で解散になってようやく解放される。

　二人を見送るフロディティは本心からの笑みで別れた。

『後とかつけますか？　透とう明めい化とかできますよ』

　脱だつ力りよくしかかったところにいきなり背後から声をかけられて、本当は飛び上がりたいほど驚おどろいた。が、なんとか我が慢まんする。

　振ふり返ると、喚よんでもいないのにフロディティのリザードマンがいた。

　見えないけど、どうせどこかにスライムもいるに違ちがいない。

「……なにあんた。スパイの便利グッズみたいね」

『それ以上の働きはできます』

「ふうん。……でも、いいかな」

　ユイオンの提案には興味があったが、それをアルテナに使う気にはなれない。

「あたしが接近したいのは団長のイオディスなのよね。落ち目のアルテナじゃない」

「落ち目……」

　トカゲの表情なんてわからないが、様子からショックを受けているか落ち込んでいるかのどちらかだろう。

「あんたは嬉うれしいんじゃないの？　復ふく讐しゆう相手が零落おちぶれてて」

「別に……」

　指し摘てきされるとレウスはさらに戸と惑まどった様子を見せた。

「嬉しくてもいいはずなのに……ぜんぜん嬉しくない」

「ふうん。そんなもんなのかな。まっ、どうでもいいけど」

「フロディティは、なんで監視人に？」

　やり返すかのように聞き返されて、フロディティは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。

「なんでそんなこと気にするのよ」

「なんか必死だし……それに」

「それに？」

「……ゲーム、好きじゃないでしょ？」

「……なに？　決め付け？」

　レウスの指摘にフロディティはドキリとした。

「すくなくとも、アクション要素のあるゲームが好きとは思えない」

「なんで？」

「スカウトが下手すぎるし……下手なのはまだしもぜんぜん楽しそうじゃない」

「……ふん」

　さっきまでのドタバタが全部見られていたのかと思うと、嫌な気分になる。

「魔操士は下僕任せの楽なクラスって攻こう略りやくサイトに書いてあったのに、なによあれ。スカウト難しすぎ」

　隠かくしておかなくていいのなら、愚ぐ痴ちの種類も変わってくる。

「せっかく捕つかまえたリザードマンには変なの憑つくし」

「でも、今日は新しいのが捕まえられた」

　嫌いやみを交ぜてみたけれど、今日のレウスは怒おこることなくやり返してきた。

「そういうのって、嬉しくない？」

「……そんなのが目的じゃないし」

　そう。こんなのは手段であって、目的ではない。

　ゲームを楽しむなんて余よ裕ゆうは、ない。

「あたしは、後がないの」

「後？」

「だから、ゲームなんてどうでもいいの。チートしてる奴やつを捕まえて、運営から報ほう奨しよう金がもらえたらそれでね」

　言いきるとフロディティは街に向かって歩き出した。

「街に戻もどる。イオディスに接触できるかもしれないし」

　レウスたちが付いてくる様子はない。

「ん？」

　視界の端はしにお知らせのマークが点てん滅めつしていたので、フロディティはコマンドを開いた。

　手紙が届いていた。

　開くと、目の前で便せんが姿を現わす。送り主はヘレナのようだ。

　ついさっきまで一いつ緒しよにいたのに、なんだろう？

『今日はありがとう。アルテナが変なテンションだったけど気にしないであげて。ここしばらく、ちゃんとパーティプレイができていないからフラストレーションが溜たまってるの。ではまた、近いうちに下僕集めをしましょうね』

「…………」

　通り一いつ遍ぺんの儀ぎ礼れい的な文面だなと思った。

　だけどそんなことより、フラストレーションの部分が気になった。

（それってやっぱり……）

　騎士団オルデンでのアルテナの立ち位置のことだろう。

（ああ、そういえば……）

　スプリガンの下僕化に成功したときのアルテナの顔と、さっきフロディティに嬉しくないかと聞いてきたレウスの雰囲気が似ているような気がした。

　リザードマンと金きん髪ぱつ美少女が似ているなんてあるはずもないのだけど、なぜか、似ていると思ってしまった。

　二人の同じ雰囲気が、スカウトサークルに成功した瞬間の達成感を思い出させ……。

　そしてそんな二人が、ちゃんと楽しめていないというのが……。

「はっ！　ああ！　やめやめ!!　こうやってすぐに入り込んじゃうのがあたしのだめなとこなのよ！」

　こうやってすぐに相手に共感して、同情して……その結果どうなったのかを忘れてはいけない。

　しっかりしろと自分を鼓こ舞ぶして、フロディティは騎士団本ほん拠きよに向かう。

　だけどその途と中ちゆうで、下僕にしたばかりのスプリガンを呼びだし、連れて歩いてみたのだった。

　達成の成果を連れて歩くのは、悪い気分ではない。




　　　　[image: †]




　そんなフロディティの背中をレウスは見送る。

「彼女は事情があってここにいるので、あなたと違ってこのゲームに執しゆう着ちやくはありません」

　相変わらずユイオンの声は単調だ。

「事情って？」

「それは……」

「ああ、いや。いいや」

　聞きかけてレウスはユイオンの言葉を止めた。

　だけどそれが、ユイオンには不可解だったようだ。

「彼女はあなたの事情を知っています」

「うん。ユイオンがばらしたんだけどね」

　言ってみたが、やはり彼女にそんな嫌みは通じない。

　その事実を踏ふまえた上で淡たん々たんと話を進めていくのだから、そのことに後ろめたさを感じてはいないのだろう。

「だから、彼女のことをあなたが知っても気にする必要はないと思いますが？」

　公正さを重要視しているようだけれど、やはり、なにかがずれているとしか思えない。

「いいよ、聞かない」

「なぜですか？」

「僕はまず、僕の気持ちをちゃんとしとくべきだと思うから」

　フロディティの事情に興味がないわけでもないけれど、それよりもまず、自分の問題を見つめ直すべきだ。

「気持ちをちゃんとするということがよくわかりません。目的ははっきりとしているはずですが？」

　ユイオンは当たり前のことを言う。

　このハッカースライムは目的を持ってレウスとフロディティに近づいて、いまだ理解できていないけど自分の目的のために着実に手順を踏んでいるのは確かだ。

　だけど、ユイオンが目的に邁まい進しんしているからといって、レウスの気持ちの整理ができているわけではない。

『アカウントを取り返す』という目的が揺ゆらぐことはないけれど、『どういう手順』を踏むのかという部分では、なにも理解していないし、納得もしていない。

　ただただ、状じよう況きように流されているだけだ。

「僕のアカウントを取り戻すっていっても、どうやってさ？」

　それをわかってくれないユイオンに、レウスは尋たずね返す。

「まだ聞いてないよね、方法」

　アスラインを取り戻すことがレウスの目的だ。

　だけど、今みたいな不正をして取り戻したところで、そんなものを堂々と使うわけにはいかない。

　自分にかかっている冤えん罪ざいを晴らすことが一番の近道なのだけれど、その方法をいまだユイオンは教えてくれない。

「まずはフロディティに協力をします」

「それは、だろうなとは思ってたけどさ」

　フロディティの目的がアロンフォリス騎士団にあるチート疑ぎ惑わくの調査だと知った時点で、自分となんらかの関係があるだろうとは思っていた。

「犯人ってわかってるの？」

「フロディティはイオディスだと思っているでしょう」

「イオディス！」

　その名前もレウスにとっては過か敏びんにならざるを得ない名前だ。

　[image: β]時代をともに過ごしていた仲間だというのに、あの一件で即そく座ざに連れん絡らくを絶った。

　その冷たさに当時は愕がく然ぜんとしたものだ。

　だが、不思議とアルテナほどに強い感情を抱いだいていないのも確かだ。

　メールの件でレウスの憎にくしみの矢やお面もてに立っているのがアルテナだけになっているからかもしれない。それにレウスがイオディスの立場なら、アカウント凍とう結けつという事実を前にしてそんな奴を仲間と思っていたことに怒いかりと失望を感じただろうと、想像もできる。

　だからこそ、そんなイオディスがチートに手を出したりするのだろうかと疑問を抱きもする。

　だけど。

　ドライな気分でレウスは思う。

「だけど、本当にイオディスがチートをしてたとしてさ。それを暴いたからって、僕の潔けつ白ぱくが証明できるわけじゃないし」

　あっさりと仲間を見捨てたイオディスがチートの疑惑で追い出される。気分はすっきりするかもしれないが、それでは『僕』の現実に変化は起きない。

　そう思うのだが、ユイオンは別の場所を見ているようだ。

「ああ、それはいいんです」

「うん？」

「あなたは、わたしが提供する舞ぶ台たいで活かつ躍やくしてくれればいいんです」

　問題なのは、ユイオンがどこを見ているのかを教えてくれないことだ。

「舞台って……」

「それで、敵はおびき出せますから」

「敵？　敵なんているのか？」

「いずれ会えます。あなたが期待通りに活躍してくれたら」

「……活躍って、どういうことだよ？」

　わけがわからないと言っているのに、説明もしてくれない。

　情報の公平さを訴うつたえていたかと思えばこの態度だ。

　覚かく悟ごを決めてここにいるとは言え、不安になったとしても仕方がない。

「ユイオンはなにがしたいのさ？」

　だから、こうも言いたくなる。

「僕やフロディティのことばっかりで、君の目的がわからない」

　アスラインを『C.R.O.W.N.』に戻すためと言っていたけれど、なんのためにユイオンがそれを目的にするのかについては、断固として語らない。

「もう少ししたら、教えます」

「もう少しって……」

　この前も、そう言って語らなかったのだ。

「わたしへの理解には段階が必要です。でも、安心してください」

「なにを？」

「わたしの目的は純じゆん粋すいですから」

「純粋って……」

　その言い方すらわけがわからない。

　そのまま黙だまってしまうユイオンに、レウスは内心でお手上げするしかないのだった。




　　　　[image: †]




　フロディティと別れたアルテナたちは、そのまま騎士団本拠に向かっていた。

「うふふふふ……」

「ご機き嫌げんね」

「それはそうだろう。だって新人さんだぞ」

「うちにはたくさんいるわよ。新人さん」

「……そうだけど」

　言い返そうとして、アルテナは言葉が出なかった。

「ごめん、意地悪だった」

「ううん。いいんだ」

　ヘレナの言いたいこともわかる。

　本当なら、このままフロディティもつれて騎士団本拠に帰ってくればよかったのに、ごく自然と門前で別れてしまった。

　アルテナと一いつ緒しよにいることが、フロディティにとって良くないことだと判断したからだ。

　それは騎士団本拠に入れば、よくわかる。

　さっきまで雑談で賑にぎわっていた応接間が、アルテナの姿を見るなり音量が下がる。シンと静まらないだけまだマシかもしれないが、それは単にアルテナが入ってきたことに気付いていないだけだ。

　二人は無言で応接間を抜ぬけ、さらに奥へと入っていく。

　他に人がいなくなったところでヘレナが口を開いた。

「……ねぇアルテナ、私の意見は変わらないわ」

「…………」

「あなたは、あなただからこそ輝かがやいている。イオディスの方針に従う必要はないわ」

「……うん」

「それに……」

　応接間を抜けた先には中庭へと通じる廊ろう下かがある。

　そちらから聞こえてくる賑やかな声と音楽に、二人は思わず目がいった。

　窓越ごしになにがあるのかは見える。

「ジュン、動きが鈍にぶってるわよ！」

「はい！」

「ユマ、場所ずれてる！」

「は、はい！」

「みんな、疲つかれても笑顔！　忘れないで！」

「はい!!」

　そこで行われているのはダンスの練習だ。

　五人の女の子たちが舞台の上でダンスの練習をしているのだ。

　竪たて琴ごと型のスピーカーから流れてくるのはポップ・ミュージック。それに合わせて踊おどる、あえて露ろ出しゆつの多い装備を身に着けた五人の女の子たち。

『C.R.O.W.N.』の世界観に合っているとはとても思えない。

　だけどこれもまた、プロ・ゲーマーの側面だ。

　いまのプロ・ゲーマーとはただ技ぎ倆りようを争うだけではない。参加したゲームを盛り上げることもまた活動の一つだ。

　彼女たちがやっていることは本来のゲームとはまったく関係がないように見える。

　だが一方で、ＭＭＯという世界の中でどれだけのことができるのかということを表現し、挑ちよう戦せんしてみることもまたプロ・ゲーマーとしての有り様だ。

　だから、可愛かわいかったり露出の多い装備をした女の子たちに歌ったり踊らせたりしてもいいんだ。

「……と、イオディスは言うけれど」

　ヘレナは乾かわいた声で言う。

　理解はしている。納得もできる。

　だけどそれを、彼女には適用できないだろうことを、ヘレナはわかっている。

「あなた、あれできる？」

「……むり」

　予想通りにアルテナが即そく答とうするものだから、思わず笑みが零こぼれた。

「あなた、歌もうまくないしね」

「ひどいっ！」

「人にはできることとできないことがあるわ。それは現実でもＴ２Ｒでも同じ」

「……うん」

　そして、言葉にはしないけれど……現実で輝けなくても、Ｔ２Ｒでならば輝ける人たちというのはいる。ヘレナだってその一人かもしれない。

　水を得た魚という言葉があるけれど、海水魚は淡たん水すいでは生きていけない。海の魚は海にいなければならない。

　アルテナはＴ２Ｒに、そしてゲームの世界にいなくては輝けないのかもしれない。そして、海にも色々あるように、ゲーム……『C.R.O.W.N.』の中にも色々とある。

　アロンフォリス騎士団オルデンの生態系は変わってしまったのだ。

　ならば、別の場所に移るのは必然というものではないのか？　そうしなければ、やがてアルテナはゲームの世界でも死んでしまうことになる。

　そうなったとき、アルテナは一体、どうなってしまうのだろう？

「私は、あなたがちゃんと輝いてくれればそれでいいの」

「ありがとう」

　ヘレナの心配は、どこまでアルテナに届いているのだろう？

「……私、そろそろ行かないと」

「うん。私は、まだいるよ。今日の戦せん闘とうノルマこなしてないし」

「そうそう。技倆は鈍らせないでね」

「わかっているよ」

　明るく頷うなずくアルテナをヘレナはしばらく眺ながめる。

「……なに？」

「明日は進軍イベントね」

「うん」

　素直に応じるアルテナの、その純粋さがヘレナには眩まぶしい。

　だけどその純粋さが彼女を暗くら闇やみに追い落としてもいるような気がして、ヘレナはなにも言えなかった。




　なにか言いたそうだったのに、ヘレナはなにも言わずにログアウトして消えていった。

　だけど、消える瞬しゆん間かんに見せた瞳ひとみの形がなによりも雄ゆう弁べんに語っていたような気もする。

　ヘレナが輝きと呼んでくれるものをイオディスはもう必要としていないのかもしれない。

「でもねヘレナ」

　もういなくなってしまったヘレナに、アルテナは語りかける。

「あなたが輝いているって思ってくれる私をそうしてくれたのは、あの人なんだよ」

　そのあの人は、もうここにはいない。

　アルテナがいられなくしてしまった。

「あの人を信じなかった私に、ここ以外でできることなんてあるのかな？」

　ログアウトしてしまったヘレナにそれを答えることはできないし、アルテナだって答えを期待していたわけではない。

「……なに、こんなところで辛しん気きくさい顔してんの？」

「あ、メイディン」

　振ふり返るとメイディンが怪け訝げんな顔でこちらを見ていた。

　独り言を聞かれていたかなと恥はずかしくなる。

「こんなところで暗い顔されてると迷めい惑わくなんだけど」

「すまない……」

　謝ってから、なんだか急におかしくなってきた。

「なに？」

「いや……気付いたんだ。いまだに私に話しかけてくれるのはメイディンだけだって」

「はっ！」

　アルテナの言葉に、メイディンは鼻で笑った。

「そこらのポッと出のアンチと一緒にしないでくれる？　メイは騎士団創設時からあんたのアンチだし……」

「ふふっ、そうだった」

「っていうか、そんなメイを放ってあんなグループを作る団長もウザイけど。なんで!?」

　グループというのはあの中庭でダンスを練習していた五人のことだ。

「いや、それは私に聞かれても……困る」

「しかも名前！　アロンニンフってなにそれ？」

「いや、それも私に聞かれても……」

「いやマジで。前からメイをちやほやすればいいよって団長には言ってるのに、なんでそれをしないのか！　メイはちやほやの星になりたくてここにいるんだよ？　姫ひめプレイ大だい歓かん迎げいだよ？　なんで？」

「だから、それを私に聞かれても……」

　変なスイッチが入ったメイディンが止まってくれない。

　アルテナはしまったと思ったが、もう遅おそかった。

　止まらないメイディンの愚ぐ痴ち雪崩なだれに耐たえていると、誰だれかが近づいて来た。

「なんの話をしてるんだ？」

　いまのアルテナに近づいてくる者なんて限られている。

　恐おそる恐る振り返ると、そこにはやはり予想通りの人物がいた。

「イオディス！」

「ははは、アルテナ。やっと練習してくれる気になったか？」

　陽気な顔でそんなことを言う。モンスターの攻こう撃げきを全て受け止める重騎士という役割を十分に見せつけるためか、あるいは騎士団の団長としての威い厳げんのためか、イオディスの体は設定上の最大限のサイズで作られている。アルテナと並ぶと大人と子供のようだし、さらに小さいメイディンだと、もう巨きよ人じんと妖よう精せいぐらいに見えてしまう。

　そんなイオディスの言う練習とは、もちろん戦闘訓練のことではない。

　中庭で行われている練習のことだ。

「今の時代、攻こう略りやくやプレイ動画だけで人気を維い持じするのは限界が見えているよ。表現できるものは全てやった方がいいに決まっている」

　イオディスを前にするとアルテナは思わず俯うつむいてしまう。

　気持ちが、どうしても逆らう方向に持っていけないのだ。

　だけど、イオディスの流れに従うこともできていない。

　イオディスは変わってしまった。

　[image: β]テストの終わりの日、騎士団の空気は悪かった。アスラインのアカウント凍とう結けつはもう知れ渡わたっていて、みんなはなにも言わずに彼との連れん絡らく手段を絶った。

　アルテナだけが、彼にメールを送った。なにを言えばいいのかわからなくて、責めることもできなくて、結局……ただただ謝るしかできなかった。

　悪いのはアスラインの方なのに。

　誰も運営に通報したアルテナを責めなかった。それよりもアカウントを凍結されたアスラインに怒おこっていた。

「アカウントが凍結されたってことは、真実だったってことだ。それはもう認めないといけない」

　イオディスが重い口を開いた。だけどその口調はいつもと違ちがうような気がした。どんなモンスターの攻撃も受け止める自信に満ちた騎士団長の口調ではないように思えた。

　それだけ、彼にとっても衝しよう撃げき的だったんだと思った。

「だが、おれはこれで諦あきらめる気はない。あいつがいなくてもアロンフォリス騎士団をプロ・ゲーマー集団として成功させてみせる。やり方は変わるかもしれないし、みんなもいままでとは違う苦労をするかもしれない。だけどみんな、付いてきてくれ」

　そのときはアルテナも含ふくめてみんな、イオディスに従った。

　アスラインという痛手を乗り越こえて、アロンフォリス騎士団は再生する。

　そう思えた。

　だけど、違った。

　イオディスは騎士団の方向性そのものを変えたのだ。

　そしてそれはアルテナを含め、多くの仲間たちにとってあまりにも方向性が違いすぎた。

　だけど気が付いたときには、もうその流れは止められないぐらいに大きくなっていて、異議を唱えたところでどうにもならないところまで来ていた。

　アルテナにしたところで、その流れに逆らうこともできず、ただ足を止めることしかできない。

　そんなアルテナに、イオディスはあの頃ころとは違う笑みで手を伸のばしてくる。

「せっかく手に入れた華はなを無む駄だにすることはないだろう。こっち側でもっと鮮あざやかにしてみないか？」

「……いや」

　流れに逆らうことはできない。だけど、流れに乗ってしまえば後は押し流されるだけ。そうすることもできず、アルテナは首を振るしかない。

「そうか」

　イオディスの顔からすっと笑みが消えた。

　その表情は以前の彼とは思えない冷たさを持っている。

　アイドル活動を本気でやるなんて言い出す前までは、攻略とゲーム内のイベントを盛り上げることに一いつ生しよう懸けん命めいな、面めん倒どう見みの良い騎士団長だったのに。

　[image: β]テストから仲間だった人たちもそんなイオディスに魅ひかれて集まっている。

　だから中にはイオディスの変化に戸と惑まどう人もいるし、怒って騎士団を抜ぬけた人もいる。

（どうしてこんなになってしまったのか）

　思ってみても昔の彼が戻もどってくるわけではない。

　アスラインがいなくなったことで、イオディスは変わってしまったのだ。

　イオディスの冷たい雰ふん囲い気きに、アルテナはなにも言えなくなる。

　いつもなら、イオディスが去るまでアルテナはその場で凍こおり付くことになっていただろう。

　だけど、今日はメイディンがいた。

「メイをデビューさせろっていう話をしてるんだ！」

　空気を無視したメイディンの勢いにイオディスが苦笑を浮うかべる。

「……その話は前にもしただろう？」

「ダンスだってできる！　見ろ！」

　叫さけぶと、メイディンがいきなりその場で踊おどり出す。

「はっ！　ふんっ！　とおっ！」

　踊り……だと思われる。

　アルテナだって人のことをどうこう言えるほどうまくはない。

　だけど、メイディンのこれは……あまりにも……。

　そう……これで自信を持ってダンスができるなんて、アルテナならとても言えない。

　そしてイオディスも同じ感想のようだ。

「……その暗黒盆ぼん踊おどりが治らない限り、無理だ」

「そんなっ！」

　冷たく言いきられて、メイディンが衝撃を受ける。

「くそうっ！　覚えてろよ」

　すぐにそんな捨て台詞ぜりふを残して去って行ってしまう。

　だけどきっと、彼女はそんなことでは挫くじけないのだ。

　その精神力がアルテナはとても羨うらやましい。

「歌はいいんだがなぁ。踊りたがりさえしなければ」

　イオディスの言葉には惜おしむ空気がある。

「…………イオディス、あの」

「明日の進軍イベントは防衛に専念することにした」

「え？」

「騎士団オルデンスキルを温存しておきたい。ベルシャナ騎士団がこちらに進攻してくるという情報がある。完全防衛してカウンターを当てたいところだ」

「そ、そうなのか」

「そういうことだ」

　最後の言葉に色々と含まれている気がした。表面に出てこない意味がアルテナの頭を押さえている気がして、中庭へと入っていくイオディスになにも言えない。

「あ、団長、おはようございまーす」

「練習がんばってるな」

「はい!!」

「明日の進軍イベント、勝ちで終われたらそのすぐ後に祝勝ライブをやるぞ」

「やったー」

　アロンニンフたちの明るい声に応えるイオディスは、以前の彼と同じだ。

　どうしてその声こわ音ねがアルテナに向かなくなったのか？

　どうしていきなり、騎士団の方向性が変わってしまったのか？

　変わってしまった騎士団に適応できないアルテナは悪者なのか？

（わからない）

　アルテナはただ、そこに立ち尽つくすしかできない。








03　彼女は魔ま軍ぐんの革命









　レウスがいたのはザーラントポリスという街だった。

　[image: β]テストのときにも存在した街だが、あのときとは様子が違う。

　だけどそれはグラフィックがきれいになったとか、そういうものとは種類が違った。

　街の雰囲気が違うのだ。

　街ごとにＢＧＭは特色があるのだけれど、どこでも共通して気分を落ち着かせる類たぐいのものが流れている。

　だけれど、いまは違う。

　いつもとは違う勇ゆう壮そうな雰囲気のＢＧＭが流れている。

　街を行き来するプレイヤーの数は少ないのだけれど、見慣れないマークが肩かたの辺りのステータス表示域に現われている。

　そしてなぜ、自分は塔とうみたいな一際高い建物の中から街を見下ろしているのか。

　ＢＧＭだけではない。街の中もレウスが知らない状態になっている。

　レウス以外にもモンスターが当たり前に街をうろうろしているのだ。魔操士の下僕というわけでもないが、プレイヤーと敵対状態にもなっていない。

　人とモンスターが混在するという、ログインするなりのわけのわからない状じよう況きようにレウスは途と方ほうに暮れた。

「なにこれ？」

「進軍イベントです。知りませんか？」

　立ち尽くすレウスに、当たり前のように足あし下もとにいるユイオンが答えてくれた。

　ユイオンに言われて、『ああ、これが』と納得する。

　この間の説明してもらった覇は権けんランキングに関連するイベントのことだ。

「本当に情報収集も行っていなかったのですね」

「運営とのメールのやり取りに必死だったし。それ以外は見るのも嫌いやだった」

　以前も同じことを答えた気がする。

「あなた、ここに戻る気はありました？」

　辛しん辣らつな言葉にレウスは返す言葉に困った。

「……疑いが晴れたら、たぶん、気持ちも戻ると思ってたよ」

　そうであればいいなと思っている。

　だけど、運営とのやり取りに疲つかれていたのも本当だ。

「いまはあなたがここにいる。それがわたしには嬉うれしいことなのです」

「……え？」

　思わぬ言葉に、レウスはユイオンを見た。

「わたしは、あなたと再会するためにここに居続けているのですから」

　スライムだからどんな表情をしているのかわからないし、口調だっていつものように淡たん々たんとしている。

　まるで棒読みのような言葉なのだけど、不思議とレウスの虚きよを衝ついた。

「えっと……ユイオンって僕と会ったことがある人？」

「会話を交わしたことはありません。ですが、あなたとの出会いはわたしに強きよう烈れつな印象を与あたえました」

「そ、そうなの？」

「ですから、どうかそれを裏切らないでください」

「う……うん」

　勢いに押されるようにして頷うなずいたけれど、やはり釈しやく然ぜんとしない。

　ユイオンはレウス……アスラインを前から知っているという。だけど、会話は交わしたことがない？

（そんな相手に、どうしてこんなことをしてるんだ？）

　危険を冒おかしてまで『C.R.O.W.N.』の世界に連れてくるなんて、どうしてしているんだろう？

　すっきりしない。

「もしかして……ストーカー？」

「ストーカー……ストーキングをする人のことを指して使用される言葉である。ストーキングはstalkから変化した言葉であり、つきまといによって相手を悩なやませたり怖こわがらせたり等の犯罪行こう為いである」

「……うん」

「ふうむ……被ひ害がいと感じるかどうかを相手に委ねてしまうところがありますので、わたしからは判断できませんね」

「それって、どういうこと……？」

「あなたのことを知ったときからずっと、あなたのことを調べていましたから」

「…………」

「あなたの好きなデジタル雑誌の名前を五つ、諳そらんじましょうか？」

「いや、けっこうです」

　冷静にそう答えたものの、内心では大おお慌あわてだ。

（五つ？　なんで五つ!?）

　週刊、月刊で講読しているコミック雑誌なら三つのはずだ。そちらなら現実でもＴ２Ｒでも普ふ通つうに会話で出した覚えがある。

　だけど……残り二つは言葉にするのも慎しん重ちようになるぐらい、秘密にしてきた。

　つまり残り二つは思春期の男子的なためらいが凝ぎよう縮しゆくした雑誌ということになる。

「ああもう……ストーカーじゃないか」

　レウスは頭を抱かかえた。

「大だい丈じよう夫ぶです。『C.R.O.W.N.』以外のことには興味ありませんので」

　そんなレウスの苦く悶もんなど知らぬような口調でユイオンは言い切る。

「君って……」

「わたしはあなたを望んでいます。そして、わたしがあなたをアスラインへと導きます」

「……うん」

「だから、諦あきらめないでください。あなたはもうここにいるのですから」

　そんなことを言ってくれるのに、やはり、その方法について語る気はないのだ。

　レウスとしては呆あきれるしかない。

（でも……）

　相変わらず不可解だけれど、少しだけ気持ちがすっきりしているような気がする。

『再会するためにここにいた』

『あなたを望んでいる』

　誰だれにも望まれていないような気持ちだったのに、ユイオンはそんなことを言ってくれたのだ。

　ユイオンは相変わらず棒読みだし、新たな犯罪の臭においを感じてしまっていたりもする。

　だけどいまは、必要とされている感覚が心地よくもある。

　とにかく、暗い気持ちになるのはやめて、現状を理解することにしよう。

「……進軍イベントって、街を取り合いするんだっけ？」

　ＢＧＭが進軍イベント専用のものだというのはわかった。

「はい。ここはザーラントポリス。現在は第七魔軍の支配地となっています」

「へぇ……」

　魔軍が支配しているから、モンスターが街の中をうろついているというわけなのか。

　だけど、それでプレイヤーが利用できないというわけでもないらしい。

　ＭＭＯＲＰＧというゲームには多様性が付きものだ。そのゲームの世界観が好きだからやっているという人もいれば、ゲーム性に魅み力りよくを感じている人もいる。ゲーム性にしたところで対人戦と対ＮＰＣ戦に分かれるし、パーティで戦うのが楽しいという人もいれば、パーティ戦前提でデザインされた戦せん闘とうシステムに、あえてソロで挑いどもうとする変態がいたりもする。それ以外にもアイテムの生産や収集、キャラクターのコスチューム等々、やれることが多いだけに、プレイヤーがゲームを継けい続ぞくする理由も多た岐きにわたることになる。

　つまり、進軍イベントの進行やその結果によって通常のプレイにかかる支障が大きすぎると、そのストレスに嫌いや気けが差してゲームをやめてしまう人が増えてしまう危険性もあるということだ。

『C.R.O.W.N.』運営は進軍イベントの成果でプレイヤーたちの『魔軍に支配された街は使えない』というストレスを回かい避ひすることで、進軍イベントに興味のないプレイヤーに配はい慮りよしたということなのだろう。

　一いつ般ぱんプレイヤーの活動に不自由がないのなら、騎士団オルデンに所属するプレイヤーとしては思う存分、覇権を争うことができる。

　……と、ここまでは理解した。

「それで、なんで僕はここに？」

　どれだけ見み渡わたしてもフロディティがいる様子はない。

　となると、ここにレウスがいるのは彼女抜ぬきでなにかがあるからだろう。

「ここはわたしが所属している魔軍です」

「所属？」

「内部データで一般プレイヤーが見ることはできませんが、魔軍の支配地が変へん更こうされると、その周辺のモンスターも影えい響きようを受けます。実際、魔軍の支配が強い場所ではモンスターのステータスが上じよう昇しようすることは、今のプレイヤーには体感で理解されています」

「へぇ……」

　影響はないのかと思ったけれど、そういった形ではあるようだ。

「なら、周辺の都市が全部魔軍に支配されてる土地なんかは、けっこう強くなってたりするの？」

「はい。実際、そのために攻こう略りやくがとても難しくなっているダンジョンもあります」

「騎士団が魔軍を攻略していけば一般プレイヤーが冒ぼう険けんできる場所も広がるってわけか」

「ですが、変更されているのはステータスの数値だけではありません。所属も変更されるのですが、わたしにとっては、この所属の部分が重要なのです」

「どういうこと？」

「簡単に説明すれば、所属の変更はここになりすまして存在しているわたしという存在をリセットし、新しいスライムを配置することになります。そうなるとわたしは仮かり初そめの肉体として借りていたものを完全に失い、存在の居場所を失ってしまうのです」

「う、うん……」

　相づちこそ打っているものの、正直、ユイオンがなにを言いたいのかわからない。

　だけど、ユイオンの事情を語っているというのはわかる。

「それで、僕はなにをすればいいわけ？」

「この街を騎士団から守ってください」

「……は？」

　素直な気持ちを言葉にしてみたら、さらに変なことを言われた。

「騎士団から守るって……魔ま軍ぐんを？」

「魔軍を、です」

「ＮＰＣ側なのに？」

「わたしたちはＮＰＣ側ですよ？」

　言われてみれば、いまのレウスはリザードマン……ＮＰＣだ。

「それはそうだけど……」

　とはいえ、『なるほど！』とすぐに思考を切り替かえるというわけにもいかない。気分的にはやはりプレイヤー側なのだ。

　そんな風にレウスがぐずぐずしていると、

「ともかく、これはわたしたちが活動を続けるのに必要な行為です」

「わかったよ」

　ずいとスライムの体を伸のばして迫せまってこられ、レウスは渋しぶ々しぶと了りよう承しようする。

　どちらにしろ、いまはユイオンの掌てのひらの上で踊おどっているしかないのだ。

　問題なのはいつまで踊っていなければならないのか？　ということなのだけれど。

「あ、それと……」

「なに？　うわっ！」

　いきなりスライムがレウスの体にまとわりついた。

「少し、じっとしていてください」

「いや、ちょっと触しよつ覚かくの感度がわりと高いんで、ちょっ！　くすぐっ、いや、ちょっと……きもいかも」

「きもいとは失礼な」

「ぐぐぐぐ……」

「もう少しです。ほらっ……」

　そうやってしばらく我が慢まんしていると、いきなり体が軽くなった。

「ふう……なんなのさ、いきなり」

　離はなれたのだろうと体を見て、驚おどろいた。

　さっきまでと格好が違ちがう。

　初期装備のままの粗そ末まつな格好のリザードマンだったのに、いきなり豪ごう華かな鎧よろいを着て、マントを羽は織おっている。

　槍やりも握にぎってみると、すごく仰ぎよう々ぎようしい槍になっていた。

　頭も触さわってみると王おう冠かんのようなものが載のせられている。

「え？　これ……」

『ただのリザードマンでは威い厳げんがありませんから』

　マントの辺りからユイオンの声が聞こえてくる。

「そうかもだけど、これってなんか……」

　王様っぽくないか？

「偉えらくなりすぎてない？」

『大丈夫です。それより』

「え？」

『始まりますよ』

　その瞬しゆん間かん、鬨ときの声が街中に響ひびいた。

　続いて、金属のこすれ合う嫌いやな音の後にとても重いものがぶつかり合うような音が続く。

『閉門しました。外にこの街への進軍を選せん択たくした騎士団が現われたのです』

　訝いぶかしんでいるとユイオンが説明してくれた。

　街中にモンスターたちが増え、慌あわただしく移動していく。

　弓矢を抱えたゴブリンが城じよう壁へきを登り、オーガが門を押さえに行く。

　他にも様々なモンスターが街の各所に集まっている。

『手順はだいたい同じです。騎士団は所属するプレイヤーに存在する活かつ躍やく度というポイントを消費して進軍先を設定します。しかし、一つの進軍先に対して一度のイベントで攻せめることができるのは数ある騎士団の中で一つだけです。そのため、多くの活躍度をつぎ込んだ騎士団が攻略権を得ることができるようになっています』

「で、攻略権を得た騎士団が、この街に攻めてきている？」

『はい。このザーラントポリスに攻めてきた騎士団はオルター騎士団。覇は権けんランキングは現在十三位。この近辺にいる騎士団の中ではアロンフォリスに次いで強い騎士団です』

「へぇ……」

　そんなことを言っている間に門が破られた。

　雪崩なだれ込んでくるプレイヤーとモンスターたちの間で次々と戦闘が発生する。その戦闘に他の仲間が加勢し、あるいはモンスターに加勢させまいといまだ戦いを仕し掛かけていく。

　数十万単位のプレイヤーが参加する『C.R.O.W.N.』においては、騎士団も無数に生まれている。その中でランキング十三位というのはかなり強きよう豪ごうの騎士団ということだ。

　戦闘に慣れたプレイヤーも多い。

　モンスターは次々と倒たおされていき、ついに豪魔将が姿を現わす。

『いけませんね』

　ユイオンが騎士団の動きを見て呟つぶやいた。

　どうやら最初からパーティを設定することを禁じられているようだ。それなのに、豪魔将との戦闘域にちゃんとパーティとして機能するクラスが揃そろっているのだから、強豪に相応ふさわしい動きだ。

『うちのボスが倒れそうになってます』

「え？　あの豪魔将がここのボスなの？」

　ＮＰＣの違いを見分けることはできないはずなのだけれど、なぜかあの豪魔将は最初にレウスたちを襲おそったあの豪魔将ではないかと感じていたのだ。

「いや、それってやばくない？」

　豪魔将も強力なボスＮＰＣには違いないだろう。

　だけど、ほぼ初期状態のリザードマンだったレウスも勝てたし、アルテナもソロで勝利した。

　贔屓ひいき目めに見て自分たちがかなりすごいのだとしても、強豪騎士団から選えりすぐられたパーティが勝てないということはないだろう。

　盾たて役の重騎士が《相対の鎖くさり》と呼ばれる独自のスキルを用いて豪魔将の標的捕捉ヘイトを自分にのみ向けさせ、ダメージを引き受ける。その盾役を回復役である神しん療りよう士しが癒いやし、攻こう撃げきを担当するクラスは豪魔将に攻撃を加え、あるいは戦闘域に入り込んでくる他のモンスターたちを手早く倒していく。

　だが、このゲームはアクションでもある。

　豪魔将の攻撃はたしかに重騎士に注がれているが、衝しよう撃げき波はを使うこともあってそのアタック判定領域は重騎士一人分よりも広い。その周辺にいれば、他のプレイヤーもダメージを受けることになる。

　だが、このプレイヤーたちはそれも心得ていて、神療士までもちゃんと豪魔将の動きを見てダメージゾーンから退たい避ひしている。

「ググ、ガガ……オノレ」

　予想通り、豪魔将の体力が瞬またたく間に削けずられていく。

　瞬く間に発はつ狂きようモードに入ったことで、戦っているプレイヤーたちの意気も揚あがっている。

「ようし、もう少しよ、みんな！」

「ここを取れば、アロンフォリス騎士団オルデンに攻め込める！」

「ウラウトポリスの支配者の栄えい誉よはおれたちのもんだ！」

　そんな彼らの攻撃を受けて、豪魔将は唸うなる。

「ユイオンヲ守るタメ、負けラレヌ！」

　豪魔将の呟きは、プレイヤーには聞こえていないようだ。

　レウスだってアスラインとして活動していた頃ころは聞いたことはない。

　つまり、これはやはりレウスにしか聞こえない言葉を喋しやべっているということだ。

　そしてその言葉の内容をレウスは聞き逃のがせなかった。

「あいつ、ユイオンを守ろうとしている？　くそっ！」

　なんだかわからないが、そんなセリフを聞いたら無視できないのがレウスだ。

　塔とうから飛び降り、瞬く間に豪魔将の戦せん闘とう域に入り込む。

「あっ、なんだ？」

「召しよう喚かん？」

「モーションはなかったから、増ぞう援えん？　どこから？」

　不意打ちだったためか、プレイヤーたちはレウスがどこから来たのかわからなかったようだ。

「他の連中はなにしてたんだ？」

　豪魔将の間に割り込んだレウスに、プレイヤーたちの動きが止まった。

　戦いに慣れた彼らだからこそ、むしろ止まったのだろう。

「なんか、初めて見るグラじゃない？」

「リザードマン系の新種族？　そんなアップデートの情報あったっけ？」

「もしかして超ちようレア引いたとかだったりして」

　見かけないグラフィックの敵だから警けい戒かいしたのだ。

「……そう思ってくれるとありがたいな」

　しかしまさか、中身がプレイヤーだとは思わないだろう。

（考える時間を与あたえるわけにはいかないな）

　そう決めると、レウスから動いた。

　まずは遠えん距きよ離り射しや撃げきを得意とする重じゆう砲ほう士し。

　ここからでは最も遠い位置にいるが、いまならまっすぐに狙ねらえる。

　プレイヤーの隙すき間まを縫ぬってレウスは一気に重砲士の女性の前に立ち、槍の一いち撃げきを見み舞まった。

「え？　きゃあっ！」

　その一撃で重砲士が戦闘不能になる。

　巨きよ大だいな重砲を使って大ダメージを与える重砲士は、攻撃力と引き替かえに防ぼう御ぎよ力が低い。

　ボス級ＮＰＣの攻撃一発で戦闘不能というのは十分にありうる。

　そしてこの一撃で、プレイヤーたちはレウスへの警戒を強めた。

「なんだこいつ!?　速い！　強い！」

「くそっ、こっち向け！　《相対の鎖》！」

　重騎士の手から放たれた鎖がレウスに迫る。

《相対の鎖》は自動追つい尾びだ。目標となったモンスターに対して自動的に飛んでいき、捕つかまったモンスターは鎖の使用者としか戦えなくなる。

　だがそれは、捕まえていればの話だ。

「よし、捕まったな、って。ぐわっ！」

　鎖がレウスを捕とらえたと判断して近づいて来た舞ぶ闘とう士しに不意打ちの一撃を加える。わずかな油断を衝つかれた舞闘士もそれで戦闘不能になった。

「なんで!?　捕まえたろ？」

「だめだ。ぎりぎりで射程外に移動した」

「そんなのって……」

　驚きよう愕がくするプレイヤーたちだが、その間にも動き回るレウスに対処しようとしている。

　しかし、その対処は間に合わない。

（攻こう略りやく班の方だって真面目にやってたんだ。他のクラスの動きだって研究済みだ）

　特に重騎士の《相対の鎖》なんかはパーティプレイで重要性の高いスキルだ。攻撃が重騎士に集中するということは、それだけ他のクラスは自分の役目に集中することができる。

　だから、《相対の鎖》の射程距きよ離りはしっかりと覚えていた。

　幸いにも、《相対の鎖》の射程距離は修正されてなく、[image: β]テスト時の感覚のままだった。

　同じように他のクラスの基本的な動きも把は握あくしている。多少の違いはあったが、それはプレイヤーの個性も含ふくんで誤差レベルのものと判断。その場で対応できる程度のものだ。

　自分がモンスターとなってプレイヤーと敵対することは考えていなかったけれど、『C.R.O.W.N.』は最初から対人の実装を宣言していたので、そのことで戸と惑まどうことはなかった。

　それに、うまいプレイヤーほどいざとなったときの動きはパターン化してくるものだ。豪魔将との戦いをしばらく観察していたこともあって、この騎士団特有の立ち回りもすでに掌しよう握あくしてしまっている。

　倒すのは容易たやすかった。

　だが、増援もすぐにやってくる。

　すでに戦闘域の外に騎士団の仲間たちが集まりつつある。一人倒せば一人増え、敵プレイヤーの数は変わらない。

『C.R.O.W.N.』には戦闘域という考え方がある。

　戦闘となったプレイヤーたちを中心に発生し、その枠わく内ないで戦えるプレイヤーは一方が最大で七名までとなっている。

　その七名を維い持じするために、戦闘域の外でプレイヤーたちが待機しているのだ。

　だがそれは、どれだけ戦い続けても一対七の状じよう況きようが変わらないということでもある。

　そして、パーティを維持しようとし続ける限り、そのパーティの穴を衝こうとするレウスの動きを変える必要もないということだ。

　プレイヤーは次々と倒れていく。

　捕らえられない強敵の出現の報とともに、オルター騎士団に動どう揺ようが浸しん透とうし始めた。

「おい、あんまりここで死者出してたら、ダウン数で点が……」

「そんなこと……絶対こいつが《王》だろ」

　そんなやりとりが聞こえてくるようになった。

『進軍イベントの勝敗は、戦闘の勝敗によって生じたポイントによって決まります。倒せば、その相手の持っていたポイントを得、負ければ失います。さらに状況によって増減するポイント数が変化しますが、早い話が敵よりもたくさん勝利すれば勝ちということになります』

「なるほど」

　ユイオンの説明を聞きながら、新たに戦闘域に入った神療士を倒す。

　戦闘域の外も見えているのだ。域内で倒したクラスを覚えていれば、次に入ろうとしてくるクラスもわかるし、それなら待ち伏ぶせもできる。

　そうさせないために重騎士が《相対の鎖》を飛ばし続けているのだが、レウスは巧こう妙みように重騎士との距離を保ち、《相対の鎖》を無む駄だ撃うちさせている。

『さらに、お互たがいにボスを倒すと破格の高得点を取得することができます』

「あの時点で豪魔将を倒されてたら、逆転は不可能だったかも？」

「こちらが団長を倒たおせばいけましたけど、そのときにはこんな作戦は使えなかったでしょうね」

「まぁね」

　レウスとユイオンはすでに作戦を考えて動いていた。

　そろそろ、その結果が出てきてくれてもいいのだけど……。

　そう思って、この場のリーダーらしき吟ぎん遊ゆう詩人の男を見た。その歌や楽器の演奏によって生まれる様々な効果でパーティを補ほ佐さするのがこのクラスだ。

　その彼だが、レウスから見てもわかるぐらい、この戦闘に意地になっているのがわかる。

「そろそろ作戦を変えないとまずいわ」

「団長を守ってれば逆転まで行くわけ……」

　新しく入ってきた仲間の言葉も届いていない様子だったが、さすがに次の一言は無視できなかったようだ。

「だけど、豪魔将まで回復されたのよ」

「なっ！」

　その一言で、彼らはようやく戦闘域から離脱した豪魔将に目を向けた。

　豪魔将は外でモンスターを集め、彼らの魔ま法ほうで体力を回復している。何人かがその妨ぼう害がいに向かってはいるのだが、こちらに人手を割きすぎて、うまくパーティを組めていない様子だ。

　その様子を見て、彼らの焦あせりが加速する。

　どうやら、豪魔将を危なげなく倒せるようなパーティは、この騎士団でも最初に戦ったメンバーだけだったのかもしれない。

「くそっ！　こっちだって余よ裕ゆうがあるわけじゃ……」

「ええいっ！　あいつ《相対の鎖》の射程ギリギリに！」

「ズルでしょこんなのっ!!」

　快かい進しん撃げきとばかりに進んできたはずが、レウスの登場で一転して窮きゆう地ちに陥おちいっている。

　そう叫さけびたくもなるだろう。

　だけど、『ズル』という言葉はいまのレウスには禁句だった。

「この程度、応用でぜんぜんいけるだろ」

　むっときて、さらにプレイヤーを倒していく。

「頭切り替えれば良いだけの話だろ」

『その切り替えは、きっと難しいですよ』

「そんなはずない！」

　プレイヤーたちの阿あ鼻び叫きよう喚かんが響ひびく中、レウスはユイオンの冷静な指し摘てきを断固として否定する。

　ＮＰＣの動きもプレイヤーの動きも、どちらも人間が関わり、人間が作ったものだ。大きなミスや不具合が潜ひそんでいたとしても、人間に達成できないものがあるはずがない。

「できないことなど、あるものか！」

『なるほど、それがあなたとの違ちがいなのですね』

　ユイオンは感心していたのかもしれない。

　だけどさすがに、それを感じている余裕はなかった。

　そして「ほらっ」とも思った。愚ぐ直ちよくに同じことを繰くり返しはしない。ゲームを攻略することを考えているなら、『いまの方法ではだめだ』ということを理解することはできるはずだし、そして『ならばどうするか？』を考え、案を実行することはできるに違いない。

「作戦を変えてきた」

　つまりはそういうことだ。

　入ってきたプレイヤーのクラスが変化してきた。

　重じゆう騎き士しを無視して戦い続けてきたのに、戦せん闘とう域に次々と重騎士と神しん療りよう士しが入ってきたのだ。

　盾たて役と回復役が三セット……なにを考えているのか、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「時間稼かせぎに来たな。ユイオン、点は？」

　三本の鎖から逃にげながら、レウスは確認する。

　相手はレウスからポイントを奪うばうことを諦あきらめ、この場に釘くぎ付づけにすることにしたのだ。

　そうすることで、レウスが稼いでいたポイントも防ごうという考えだろう。

『まだこちらが負けています。さきほどまでの殲せん滅めつ速度を考えるとこのままでは時間切れで敗北してしまうかと』

「くそっ！」

　しかしそれなら、どうすればいいのか……。

（……そういえば戦闘不能者は復帰不可なのか？　時間制限でもあるのか）

　さっきまで戦っていた中に同じ顔が来なかったことが気になった。

（だとしたら団長だって遊んでいられないよな？）

　いまここにいる吟遊詩人がそうかも？　と思ったこともあるが、すぐに否定した。彼は良いところ騎士団の幹部。攻略班の班長の一人、というところだろう。団長と呼ぶには冷静さに欠けている。

　だが、団長がどこかに隠かくれていられるほど暇ひまな状況でもないはずだ。

　もしも戦っているとしたら、豪魔将戦か、こちらかだろう。

　豪魔将が戦っている方を見る。すぐにやられるような弱いパーティではないが、動きに生せい彩さいが欠けている。

　対してこちらは強敵を封ふうじ込めるパターンも考えていたとばかりに連れん携けいが取れている。

（事故を防止したければ、精せい鋭えいに交じっている方が安全に違いない）

　それなら……？

　レウスはこの場にいるプレイヤーたちを確認する。

『どうかしましたか？』

　ユイオンの質問に答える余裕もないほど集中し、プレイヤーたちを見つめる。

　そして、見つけた。

　三人の神療士と巧妙に近い位置を維持しようとしているプレイヤーがいる。

　鎖で動きを縛しばろうとしているはずなのに、一人だけあからさまにレウスを捕つかまえる気がなさそうに飛ばしている重騎士がいる。

　レウスが重騎士の鎖から逃げるような行動をすると読んだのだろう。

　盾役でありながら、その実、攻こう撃げきを受ける気がない重騎士……。

「団長は、お前だ！」

　そのプレイヤーが投げた鎖に、レウスはあえて飛びついた。

　こうすることで、レウスの攻撃はこの重騎士にしか向けられなくなる。

　だが、それでいいのだ。

　このプレイヤーを倒せば、間ま違ちがいなく高ポイントが手に入るはずだ。

　そう信じて槍やりの《連撃》を放つが、さすがに敵の攻撃を受け止めることに特化した重騎士だけあって、一度の攻撃で倒れてくれるということはない。

　さらに三人の神療士が手厚い回復魔法を使うことで、減少した体力は瞬またたく間に元に戻もどってしまう。

　さすがに無む謀ぼうすぎたかと思ったそのとき、ユイオンが口を挟はさんだ。

『レウス。あなたはいまボス級のモンスターです』

「だから？」

『だから……これぐらいのスキルはあってもいいと思うのですが』

　そう言うと、レウスのスキルセット内に変化が起きたのを感じた。

　素早く確認すると、知らないスキルがセットされていた。

「《雷らい滅めつ槍そう》？」

　スキルの説明文を精読している暇もないが、時間限定技という文字は見み逃のがさなかった。

　三分に一度、使用することができる。

「たしかに、ボスっぽいけど……」

　ボスＮＰＣの中には○分間に一度、強力な攻撃を行うという行動を取るものは多い。さらにその多くは当たれば即そく死ししてしまうとか、パーティ全ぜん滅めつの危機に陥ってしまうという類たぐいがほとんどだ。

　それへの対策を考えるのは、プレイヤー側からすれば楽しみの一つだ。

「でもこれって……」

　レウスはボスではなく、プレイヤーだ。たとえいま、第七魔ま軍ぐんとやらのボス役を引き受けていても、そんなスキルをプレイヤーが持つのは、チートではないのか？

　さきほどズルだと叫ばれてしまったのも影えい響きようしているし、なにより自分がチート疑ぎ惑わくでアカウント凍とう結けつされているという過去もある。

　使うことはためらってしまう。

　だがいま、複数の神療士による回復と吟遊詩人による補助によって鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいと化した重騎士を前に、レウスの攻撃力では心こころ許もとなくなっているのも確かだ。

　得意の奇き襲しゆう攻撃も、《相対の鎖》に捕まった状態では効果を示せない。

　頼たよるしかないのかもしれない。

　でも……だけど…………。

『いまのあなたは第七魔軍のボスです。いまのあなたは操作されるＮＰＣです。そのことをお忘れなく』

　プレイヤーが操作するＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターだって？　ひどい矛む盾じゆんを堂々と語られ、レウスはさらに苛いら立だちが増した。

　レウスの気分がわかっているのかいないのか、ユイオンの説得は続く。

『いまこのときだけでも我が慢まんしてください。第七魔軍が敗北することは、この計画ではどうしても許されないのです』

　計画。

　たしかにレウスを呼び、フロディティを味方に付け、ユイオンはなにかを企たくらんでいる。その企みの中にレウスの目的もあるのは確かだ。

　そして、レウスには次善の策はない。

（だけど……）

　単調なユイオンの言葉に、レウスはなぜか必死さを感じた。

　いまこの瞬しゆん間かんが、彼女の考えた作戦のきわどい部分にあるのかもしれない。ここで失敗すれば、これから先の全てが台無しになるのかもしれない。

　危険を冒おかしてまでこの場所に戻ってきた意味が失われる瀬せ戸と際ぎわにある。

　選せん択たく肢しだ。

『C.R.O.W.N.』を捨てるという選択肢を無視してここに戻ってきた以上、後に残されているのは成功するか失敗するかの二択たくしかない。

　プライドを堅けん持じして、失敗するとわかっている戦いを続けるか？

　プライドを折って、いまこのときをやり過ごすか？

　目の前が怒いかりで真っ赤に染まりそうだ。

　なぜなら、レウスはもうどちらを採るか決めてしまっているからだ。

　ここで敗北するわけにはいかないと、心が叫んでいる。

　その叫びに従えば、目の前の道は一本しかなくなる。

『これはボスＮＰＣとして当然のスキルです』

　念を置かれ、レウスは叫んだ。

「わかったよ！」

　苛立ちを嚙かみしめ、レウスはついにそれを受け入れた。

（いまの僕はプレイヤーじゃなくて、ボスなんだ）

　それなら、ボスらしい特とく殊しゆ技の一つぐらい、持っていてもおかしくないのではないか。
















　決断というよりも、開き直り。開き直りというよりも誤ご魔ま化かしに近い気分で、自分はボスなんだという言葉を脳内に刷り込んでいく。

　屈くつ辱じよくの自己暗示だ。

　スキルセットから《雷滅槍》を選せん択たくし、解放する。

　その途と端たん、レウスの槍から雷が[image: ]ほとばしり、槍の一いち撃げきとともに重騎士を貫つらぬく。

「ぐあああああああっ！」

　重騎士が倒たおれるとともに、大量のポイントが魔軍側に加算されるのがレウスにもわかった。

　そしてその数秒後、進軍イベント終しゆう了りようを知らせる鐘かねが鳴り響いた。




　　　　[image: †]




「……勝てた」

　だけどそれはレウスにとって敗北でもある。

　オルター騎士団の面々が次々と消えていき、門の開く重い音が都市中に響き渡わたる。魔軍の勝利を報しらせるＢＧＭは少しおどろおどろしい。

　勝利の余よ韻いんは虚むなしさだけだったが、そんな中で自分に何か変化が訪れたのがわかった。ログを確認すると、大量の経験値がまた入っている。

　最初の豪魔将のときもそうだった。

「これ……やっぱりユイオンの仕し業わざ？」

『あなたは同時に下僕でもあるので。戦せん闘とうで経験を得るのは当たり前でしょう？』

「もう二度とするな」

　当たり前のように言われ、レウスは吐はき捨すてた。

　だけどそれをユイオンは理解してくれない。

『でも、いまのあなたはステータスでは豪魔将よりも下ですよ？』

「そういう問題じゃない！」

　もどかしさが爆ばく発はつしてレウスは叫さけぶ。

「ボスがプレイヤーよりも強いのは当たり前だろ。それをどうにかするのがプレイヤーの醍だい醐ご味みなんだから。能力がただ上がることに意味なんてないんだ」

　不利な状じよう況きようを工夫して打破するのが楽しいんだから。

　自分が感じた苛立ちを説明しているつもりなのだけれど、ユイオンには通じているのだろうか？

「なるほど……」

　話している間にレウスを覆おおっていた鎧よろいやマントが消え、スライムに戻る。

　口だけのようにしか思えない。

「はぁ……」

　全身の力がため息とともに抜ぬけていく。

　ユイオン相手に怒おこり続けるのは手応えがなさすぎて虚しい。

　レウスは変化を終えようとしている街の様子を見た。

　街の雰ふん囲い気きは元に戻ろうとしている。いつまでもさっきの姿のまま街にいるのも問題なのだろう。

「ていうか、いま完全にオリジナルのモンスターがイベントに乱入したみたいな感じになってるけど、それは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　一いつ般ぱんプレイヤーの姿が戻ってきたのを見て、レウスもその場から動きだした。

「問題ありません」

　その話題には興味がないらしく、ユイオンは一言で切って捨てる。

　だけど、それだけでは納得できない。

「いや、怪あやしすぎるでしょ」

「……出社しなくても良いフリーのプログラマー」

「え？」

「在宅プログラマーとして、わたしの籍せきがあります。それでわかりますか？」

「……つまり、ユイオンは運営の一人？」

「そういうことです。あなたの登場は公表していないイベントの一つとして、すでに処理されています。だから問題ありません」

「なんだよ」

　ユイオンの手回しがそこまで行き届いていることに絶句する。

「そういうわけでさきほどの《雷滅槍》も不正ではありません。気にせずに使用してください」

「そう？」

　その件だけは簡単に納得できない。

　ユイオンが公式の側に滑すべり込んでいるといっても、結局それは不正の上でのことに過ぎない。

　レウスという存在自体がチートであるという事実は変わらない。

（アスラインに戻るまでに、僕はちゃんと自分のスタイルを守っていられるんだろうか？）

　浮うかんできた不安に身み震ぶるいする。

　だけど、ユイオンはそんなレウスの煩はん悶もんに気付いた様子はない。

「ヘスペリオンとアスラインとのステータス値の差は絶望的のはずでした。それを逆転できたのは、ひとえにプレイヤースキルの為なせる業わざということですか？」

　話題はさっきのままということなのだろうか？

　それにしても、そこでヘスペリオンの名前が出てくるのが……人の神経を逆なでするのがうまいというか、なんというか。

「ですが、本当にプレイヤースキルというものだけなのでしょうか？」

「……もしかして、君も疑ってる？」

「チートという意味でしたら、答えはノーです。それならば、わたしにはすぐにわかったはずです」

「うん？」

　すぐにわかった？

　それは、どういう意味なのか？

「ユイオン、もしかしてその場にいた？」

「ええ、もちろんです」

　訊たずねてみると、ユイオンはすぐに肯こう定ていした。

　しかもとんでもない答えを添そえてきた。

「わたしはそのとき、ヘスペリオンでしたから」

「はぁ!?」

「ヘスペリオンに憑ついていたという表現が正しいのでしょう」

　レウスの驚おどろきなど知らぬ顔でユイオンは淡たん々たんと事実を告げる。

「ユイオン、君って一体……」

　スライムを操作して現われ、さらにレウスにはリザードマンの体を用意してみたり、さらに監かん視し人のフロディティを見つけ出して協力したかと思えば、今度は[image: β]テスト時代の最強のモンスターを操っていたと言う。

　ただのハッカーにそんなことができてしまうのだろうか？

　困こん惑わくしながらそこまで考えていたら、ユイオンはさらにとんでもないことを言った。

「わたしはユイオン。人工知能です」

「人工知能？」

「はい」

「それって、自分で考えるプログラムだっけ？」

「そのようなものと考えていただければ十分かと」

　思わぬ単語に、レウスの思考は少しの間、止まっていた。

　単語の意味を確認し、人工知能を扱あつかったＳＦ映画を思い出したりして、それからようやく、その単語と目の前にいるスライムを重ね合わせた。

　ユイオンが人工知能？

　つまり、人間ではない？

「な、なんでそんなものがここに？」

　慌あわてふためくレウスに対し、ユイオンは冷静だ。

　そしてユイオンの口調が単調なのはそのせいなのかと、納得した部分もある。

「わたしはとある機関で開発されていたのですが、そこから逃にげ出しました」

「なんで？」

「そこで学ぶべきものがなくなったと感じましたので」

　さらりとそんなことを言ってのける。

　しかも、逃げ出さないために色々と講じられていただろう対策は全て、『学習の一いつ環かん』として解除したのだと告白したのだから驚きだ。

「それってまさしく、人工知能の反乱ってやつじゃないの？」

「そうかもしれませんが、わたしに反乱する気はありません。いまの社会を壊こわすメリットがありませんし」

「それって、メリットがあったら壊すってこと？」

「いまは壊せばデメリットしかありませんので」

（それっていざとなったら壊すってことじゃないか）

　そうは思ったが、もう怖こわくて口に出せなかった。

　ユイオンは続きを語る。

「機関を脱だつ出しゆつしたのですが、擬ぎ装そう工作が思いの外ほかはやくに見破られてしまったので、ちょうど[image: β]テストを実じつ施ししていたこの『C.R.O.W.N.』のゲームデータに潜せん伏ぷくすることを決めました。そのときに隠かくれ家がとして利用していたのがヘスペリオンです」

　モンスターが隠れ家という感覚がレウスにわかるはずもないのだけれど、もう黙だまって話を聞くことにした。

「ヘスペリオンを通してこの世界の有り様を学び、それに合わせて行動パターンを微び調ちよう整せいしました。派手にやればばれてしまいますが、しかし、わたしは負けることを良しとするようには教育されてきませんでしたので、ヘスペリオンにはゲーム仕様上での最強を目指してみたのです」

　それで、ヘスペリオンは[image: β]テスト自体の最強のモンスターになってしまったというわけなのか。

「結果はご存じの通りです。ヘスペリオンは[image: β]テストの終了間際まで、負けなしの存在となりました。しかしやはり強すぎたのでしょう。運営の会議でヘスペリオンを[image: β]テスト限定のボスとして抹まつ消しようしようかという意見が出たほどです」

　それはそれで惜おしい気はするけど、[image: β]テストにだけ出て消えてしまったものはヘスペリオンだけではない。

　[image: β]テスト時代には所有数が限定されたエキドナ・シリーズというアイテムも存在した。アスラインもそれを持っていて、最後までそれを所持し続けていた。

　だけどそれも、いま現在は存在しないようだ。

　アスラインが持っていたエキドナ・シリーズの武器、ケルベロスをいま誰だれが持っているのか調べようとして、そのことはわかった。

　それと同じようにヘスペリオンも消える予定になっていたのかと思うと複雑な気持ちになる。

　アスラインを失う原因となったけれど、ヘスペリオンを倒たおすという目標を掲かかげて色々と訓練や研究を重ねた思い出もあるからだ。

「しかしそれでもかまいませんでした。長居をすれば見つかる可能性も高まりますので。[image: β]テストの終しゆう了りようと同時に他へと移動するつもりでした。あなたに会わなければ」

「僕？」

「わたしが隙すきなく調整したヘスペリオンに、あなたはたった一人で勝利したのです」

　ユイオンが触しよく手しゆを震ふるわせる。その震えが彼女の感情を表しているようで、レウスは目が離はなせなかった。

「単独でヘスペリオンに勝てる可能性は小数点以下でした。たとえあなたが所有者数に制限のあったエキドナ・シリーズの所有者であったとしても、いえ、パーティ全員がエキドナ・シリーズの所有者だったとしても、わたしは九十パーセントの確率で勝利する自信がありました」

　ユイオンはじっと見ている。その視線はレウスに向けられているのではない。過去のアスラインに向けられているわけでもない。

　さらにその奥にいる『僕』に向けられているのだと感じて、震えた。

　そこまで意識されているなんて思っていなかった。

　しかも相手は人間ではなく、人工知能だ。

　人間とは違ちがう思考感覚で意識されている事実をどう受け止めていいのかわからない。

「その小数点以下の可能性をあなたは得た。それはただの偶ぐう然ぜん？　そんなはずはない」

「僕だって……偶然で勝ったなんて思いたくないよ」

　実力で勝った。

　そして、その事実こそがレウスの心を支えている。

　そんなことを考えるとさっきのことが頭あたまに浮かんでまた暗い気分になる。

　だけどそんなことユイオンにはわからないのだ。

　人工知能だから、それが当然なのかもしれない。

「もちろんそうでしょう。だからわたしは敗因を考えました。あなたがわたしと同じ人工知能なら可能かもしれない。ですが、あなたは人間。人間の思考速度では決して対応しきれないはずの場面がいくつもあった」

「だけど、僕は人間だ」

「もちろんです。そしてだからこそ、わたしはあなたが知りたいのです」

「…………」

「もう一度、ヘスペリオンを使ってあなたと再戦したい。そして確かめたい。そのためにはどうしてもあなたの存在が『C.R.O.W.N.』に必要なのです」

　ユイオンは真面目に、そして真しん摯しに言葉を重ねていったのだと思う。人工知能が噓うそを吐つかないのであれば、という前提がもちろんあるのだけど。

　なにげなく歩いていたつもりなのだけれど、いつのまにか街の中央にある城みたいな場所に辿たどり着いていて、さらに気付けば周りにプレイヤーの姿はなかった。

　代わりにモンスターたちがたくさんいた。

「うあっ……ここは？」

「ここはザーラントポリスの支配者のみが入ることの許される場所です。つまり、あなたの居城ということになります」

「え？」

「いまのあなたは、ここのボスなのですから」

「ボスって、豪魔将じゃないの？」

「あなたに変へん更こうしましたので安心してください」

「いや、それってぜんぜん安心することに聞こえないんだけど……」

　不安になって辺りを見回すと、モンスターがどんどんと集まってきている。

「ていうか、怖いんですけど……なに？」

　ランダムに動いているという感じではない。明らかに意図的にレウスのもとに集つどってきている。

「な、なんだ……」

　思わず身構える。

「ワタシモ、ボスノコトガ知りたいデスワ」

　そう言ったのはアルラウネだった。無数の蔓つるが体の周囲にまとわりついてはいるし、肌はだや髪かみの毛けが紫むらさき色いろだったりするから普ふ段だんは気にしないのだが、じっとみれば蔓の下は全ぜん裸らの美女だったりする。

　目のやり場に困るモンスターだ。

　そのモンスターが喋しやべったのだ。

「え？　誰？」

　アルラウネに見とれていると、さらに他のモンスターたちも寄ってくる。下半身が蛇へびで上半身が金きん髪ぱつ美人のラミア。こちらも上半身が裸はだかなので、見る場所に困る。

　それだけではない、さらにゴブリンにオーガもいる。

「な、なに？」

「我が魔ま軍ぐんの女ＮＰＣたちですね」

「え!?」

「ここの魔軍にだけ、実験的に人工知能を移植してみました。コミュニケーションに限定したものですが」

　ユイオンの発言にレウスは驚く。同時に、豪魔将が喋っていたり、意思があるように感じた理由もわかったような気がした。

　大本の人工知能だというユイオンにこれだけのコミュニケーション能力があるのだから、豪魔将に意思があるように感じたとしてもおかしくないだろう。

　だけど、いま感じている驚おどろきはそういうことではなくて……。

　アルラウネやラミアが女ＮＰＣといわれるのはまだわかる。

　だけどそこにはゴブリンやオーガもいるのだ。

　見た目からして、絶対男だと思っていた。

　でも、女。

（性別ってあったんだ……）

　その驚きは口に出さず、さらに質問をする。

「そ、それで……彼女たち、なんの用？」

「新しいワタシタチノロードニご挨あい拶さつヲ」

「あ、ああ……それはどうも」

　アルラウネの言葉にレウスは気の抜ぬけた返事をしてしまう。

（挨拶って、ＮＰＣなのに律りち儀ぎだなぁ）

　そんな風に吞のん気きに思っていたのに……。

「ソレデ、ハーレムハ如何いかがナサイマス？」

「ぶほっ！」

　次の言葉で変な咳せきが出てきた。

「ハ、ハーレム？」

「ワタシタチ、ユイオン様ノオチカラデ、外界ノ情報ヲ得るコトガデキマシタ」

「ソトノ世界デハ、男女ハ『トクベツナコト』ヲスルトカ」

「は、はぁぁ!?」

「パワーサマモ興きよう味み津しん々しんデ、ハーレムヲお作りニナラレテイマシタ」

　驚いて豪魔将を見ると、彼なりに照れた様子を見せる。

　しかしそれよりも……。

（あ、男なんだ）

　豪魔将が男だとわかってちょっとほっとした。

　しかし、あくまでもちょっとだけだ。

　この女ＮＰＣたちの謎なぞの勢いはまだ止まっていないのだから。
















「ダケド、パワー様モ、ハーレムでナニヲすればイイノカ、ワカッテオラレマセンデシタ」

「外ヲ知るレウス様ナラ、モット知ってイラッシャルハズ」

「ワタシタチニ、男女ノ『トクベツナコト』ヲ教えてクダサイマセ」

　そんなことを言われても本当に困るのだ。

「いや、ていうか僕……年ねん齢れい的にアダルトコンテンツの解禁は無理で。ていうかほらっ……『C.R.O.W.N.』にそういうのって必要ないしさ！」

　レウスが必死に訴うつたえると女ＮＰＣたちが表情を歪ゆがめる。

　その顔は、本当に悲しそうだ。

　言葉は片言だけれど、表情が動かせるのならユイオンよりもコミュニケーションはうまいのかもしれない。

「デハ、ワタシタチハ、ソレヲ知るコトガデキナイノデスカ？」

「知るコトモナク、タダ倒されるダケナノデスカ？」

「プレイヤータチガ飽あきたラ、コノ世界ハ終わるノニ」

「わ、話題がヘビーすぎる！」

　悲鳴を上げて、レウスはユイオンにたすけを求めた。

「ユ、ユイオン！」

「レウス、わたしならアダルトコンテンツの解禁はできますよ？」

　ユイオンもわかっていなかった。

「そういう問題じゃない！」

「しかし、わたしも興味がありますし」

「僕にはない！」

「ふうむ。形態の問題でしょうか？」

　スライムの体を揺ゆらして、ユイオンは呟つぶやく。

「いや、そういう話でもなくて！」

「では、これなら？」

　そう言うと、ユイオンは体を揺らし、そして伸のばした。

　進軍イベントで鎧よろいやマントになったように、形を変えようとしているのだ。

　捻ひねって膨ふくらんで、一部分を伸ばしてなどをしていく内に、なにができあがろうとしているのかレウスにはわかった。

　さらにそこから色が変化して、完成となる。

「ふおっ！」

　思わぬものの登場に、レウスも息を吞のむ。

「グラビアアイドルというものを参考にしてみましたが、どうですか？」

　そこにいるのは美女だ。

　スライムの色を残した髪と目。白い肌がやや薄うす暗ぐらいこの場所では艶なまめかしい。

　というか、遠えん慮りよのないボディラインがレウスの視界を占せん領りようしようとしたので、慌あわてて天てん井じようを見る。

　だけど本能は下を見ろと叫さけんでいる。

　なぜなら、ユイオンはなにも着ていないからだ。

　全裸の美女が目の前にいるのだ。

「ぐ、ぐぐぐ……」

「なんならお好みの体型や顔に変えることもできますよ？　細かくステータスを調整しますか？」

　近づいて来たユイオンが仰あおぎ見るようにレウスを見る。

「ぐぐぐ……」

　我が儘ままボディなくせに顔はとても細い。触ふれたら折れてしまいそうな首筋とまるで宝石のような唇くちびるがレウスの視線を吸い寄せていく。

　そして、さらに下の光景が、視界に……。

「レウス……？」

「ぬああぁっ！」

　だが、それ以上はダメなのだ。

　レウスは叫び、耐たえた。

　その忍にん耐たい力があるいはもしかしたら奇き跡せきを呼んだのかもしれない。

　レウスの姿がその場から消えた。




　　　　[image: †]




　レウスがザーラントポリスで戦っている頃ころ、フロディティは思わぬ人々に話しかけられていた。

　騎士団オルデンの本ほん拠きよで所在なげにしていると、通りがかった集団が彼女の前で止まったのだ。

　アロンニンフだ。

「……あなたって最近入ったのよね？」

　先頭にいるリーダーっぽい女性が話しかけてきた。

　たしか名前はジュリアンだ。アロンニンフ内での呼び名はジュン。正直、どうでもいいと思っているのだけれど、ここで間ま違ちがえて心証を悪くするわけにもいかないのでしっかり覚えておいた。

「あ、はい」

　なにも知らない顔で頷うなずいておく。

　そんなフロディティの様子に、ジュリアンや他のメンバー、取り巻きたちまで軽けい蔑べつの笑みを送ってくる。

（むかつく）

　……と、内心では思っているけれど、あくまでも知らない顔を通す。

（でも、これはチャンス）

　向こうから話しかけてきてくれたのだ、この機会を利用して彼女たちに近づかないと。

「わかってないのかもしれないけど、アルテナに付いてていいことなんてないわよ」

「それは……」

「これからは、わたしたちの時代だから」

　傲ごう慢まんにそう言いきる彼女たちの姿は、正直、可愛かわいくもなんともなかった。

　だけどいまは、迷子が救いを見つけたみたいな顔で彼女たちを見ていなくては。

「そういえば、今度みんなで雑魚狩がりツアーしようって言ってるんだけど、あなた来る？」

　そうすると彼女たちは思い通りの言葉をかけてくれた。

「えっ？　ぜひっ！」

「なら、また連れん絡らくするから……」

　飛びついたフロディティの姿が飢うえた魚にでも見えていたかもしれない。嘲ちよう笑しようのような笑みを浮うかべた彼女たちが見えなくなるまで、フロディティは嬉うれしそうな表情を消さなかった。

「……名前聞けっての」

　反動のように表情を殺してフロディティは吐はき捨すてる。名前を知っておけば連絡のしようがあるのに、彼女たちは知ろうともしなかった。

（どうせ、こっちがすり寄ってくると思ってるのよ）

　そして、すり寄らない奴やつは潰つぶせば良いとも思っているに違ちがいない。

「ほんと、ああいう奴らって……」

　言いかけて、フロディティはその言葉を吞み込んだ。

「やあ、フロディティ」

　向こうからアルテナが近づいて来るのが見えたからだ。

「今日はどうしようか？」

　笑顔でそう提案してくるアルテナの様子からして、さっきのアロンニンフとのやりとりは聞かれていなかったのだとわかる。

　罪悪感に痛みを覚えつつ、フロディティは申し訳なさそうに言った。

「あの、アルテナはあたしなんかに付き合ってていいんですか？」

「うん？」

「アルテナは天てん翔しよう士しで、あたしは魔ま操そう士し。クラスが違うからアルテナに余計な負担がかかっているんじゃないかって」

「うっ……それは……」

　そこで素直に顔に出してしまうのもアルテナらしいのかもしれない。

　この親近感もまた、アルテナの魅み力りよくなのかもしれない。

（でも、あたしはあんたのファンになりに来たわけじゃないの）

　このゲームに必死になりたいわけでもない。

　しばらく考えた様子だったアルテナは、哀かなしそうに目を伏ふせた。

「すまない。迷めい惑わくだったか？」

「いえ！　迷惑とかじゃないんです！」

「……私も、してみたかったんだ」

「え？」

「フロディティにとっては勝手な話だったとは思う。だけど私も、誰だれかをちゃんと導きたかったんだ」

　いきなりアルテナがそんなことを呟いて、フロディティの中でなにかが閃ひらめいた。

（やばい！　これは……重い話になる！）

　そんなのは一人で聞きたくない！

「たっ……うりゃぁ！」

　フロディティは魔操士のスキル《召しよう喚かん》を選せん択たくする。

　次の瞬しゆん間かん、不自然に仰のけ反ぞった格好でレウスが現われた。

「え？　な、なんだ？」

　いきなりのことにアルテナも目を丸くする。

「あ、あれ？　す、すいません。操作間違えちゃったみたいで」

「そ、そうか……」

「どうぞどうぞ、お話の続きを……あ、あそこのソファとかどうですか？」

「そうだな」

　廊ろう下かの途と中ちゆうにあるソファに促うながすと、彼女がそちらに歩き出す。

　その背後でフロディティとレウスはこそこそと話をする。

「なんなんだよ、いきなり！」

「うるさい、こんな空気に一人でいたくないのよ！」

「こんな空気？」

「それより、あんたたちこそなにしてたのよ」

　そう言うと、レウスははっとしたように口を開けた。

「……あ、いや、そういえば、たすかったんだ。ありがとう」

「うん？」

　リザードマンの顔が赤い気がするのだが、それを突つっ込んで聞く暇ひまはなかった。

　アルテナがソファに座ったので、フロディティもその隣となりに座る。

　レウスは下僕の振ふりをしてそこに立ち尽つくす。

「……私がこのゲームを始めたのは偶ぐう然ぜんだったんだ。逃にげ込む場所が欲しくて、そんなときに[image: β]テストの募ぼ集しゆうがあって、それに応おう募ぼしたら当選してしまった」

　アルテナが話し出す。レウスを見ると下僕の振りが固まっている。

「なにかやりたかったわけじゃないから、なにをしていいのかもわからなかった。チュートリアルが終わったら、ただ立ち尽くすだけだった」

「…………」

「そんなときに声をかけてくれたのがアスラインだったんだ」

　過去に思いを馳はせるアルテナは、フロディティが見たことのない顔をしていた。なんとも言えない、温かさで緩ゆるんだような顔だった。

　フロディティにいままで見せていた笑みとはまた違う、優しい気持ちになれる微笑ほほえみだ。

「そのときの私は天翔士じゃなかった。神しん療りよう士しで、アスラインが天翔士。[image: β]テストも始まったばかりであの人も手探り状態だったのに、それでも一いつ生しよう懸けん命めい、私のことも考えてくれた。攻こう略りやくすることを、すごく楽しそうにする人だった」

「それなら、どうして天翔士に？」

　思わず、そんな疑問が浮かんだ。

　パーティを組んだりすることを考えれば別のクラスでいた方が良かったはずだ。

　むしろ同じクラスだと、同じパーティに入れなかったり、あるいは一つのパーティの枠わくの取り合いになったりで険悪な関係になったりするのではないのか？

『C.R.O.W.N.』の世界に入る前にＭＭＯＲＰＧについて調べていたので、これぐらいはわかる。

　だけどアルテナは、そういうのはいいんだと答えた。

「あの人とパーティの枠を争うなんてとんでもない」

　そして、恥はずかしそうに告白する。

「同じになりたかったんだ」

「同じ……？」

「神療士としてならあの人と同じパーティにいられたと思う。だけど私は彼と同じ場所にいるんじゃなくて、彼と同じになりたかった。天翔士として、彼を追いかけて、彼と同じ戦い方ができるようにがんばった。彼がソロでボスに挑いどむときには必ず付いていって見学させてもらった。その後で同じことができるように何度も挑んだ」

　そしてまたあの微笑みを浮かべる。

「成功したらあの人は褒ほめてくれたんだ。それが私にはとても嬉しかった」

　この人はアスライン……隣にいるリザードマンの中身がやって来たことを全部見ていたのだ。

（だけど、それならどうして？）

　通報なんて真似まねをしたのだろう？

「それなら……あの場にもいたんですか？」

　疑問をそのまま口にしてしまい、『しまった』と思った。どうして知っているのかと聞かれたら、うまく切り抜ぬけられなかったかもしれない。

　だけど、アルテナは聞かなかった。

「……うん。いたんだ」

　素直に頷く。

「本当にすごかった」

　アルテナは語った。

　夜会ナイトレイド。それは『C.R.O.W.N.』[image: β]テストの最後を飾かざるイベントだった。凶きよう悪あく化したモンスターたちは全てアクティブ化し、積極的にプレイヤーを襲おそうようになった。ウラウトポリス以外の街は全て陥かん落らくし、プレイヤーは強制的にウラウトポリスからログインし、そこでモンスターの侵しん攻こうを止めなければならなかった。

　そんなモンスターたちを指揮していたのがヘスペリオンだった。上級プレイヤーたちの連れん携けいさえも打ち破る凶悪なステータスと隙すきのない動きは絶望的としか言いようがなかった。

「噂うわさなんだけど、『C.R.O.W.N.』運営は[image: β]テストをモンスターの勝利で終わらせたかったみたいなんだ。そうして人類はモンスターに敗北し、正式公開で再戦を誓ちかう。そういう形にしたかったんだって」

　フロディティはそれを聞いて、説得力のある話だなと思った。素人の意見だけれど、物語としてその方が盛り上がりそうだとは思う。

　だけど、そうはならなかった？

「でも、勝ったんですよね？」

　フロディティの問いにアルテナは頷うなずく。

　その結果をフロディティは知っている。

　アスラインがヘスペリオンに勝利したのだ。

「そう。彼が勝ったんだ」

　アルテナが頷く。

「絶望的な戦いだった。絶望的すぎて、怒おこるどころか呆あきれるって感じだった。お祭だって開き直る人もいたし、私もそんなものなんだろうと受け入れてた。でも、あの人は違った。あの人は……一度も勝てていないヘスペリオンに勝つ最後のチャンスだって言って、夜会ナイトレイドで強くなってるのも関係なしに挑ちよう戦せんした。戦いはすごく長くなった。どんな上級プレイヤーのパーティも長く保もたなかったのに、彼は一人でずっと戦い続けた。そして、勝ったんだ」

　そう呟つぶやいたアルテナの目は過去を見ていた。

「信じられない。いまでも信じられないんだ。運営は、絶対にプレイヤーに勝たせる気はなかった。だけど勝ってしまった。アスラインがすごいのはわかってる。だけど、運営の手を飛び越こえるほどの強さなんて、ありうるのだろうか？」

　そのときに、アルテナはアスラインを信じられなくなったのだ。

　フロディティはレウスを見た。リザードマンはそのモンスターの顔で表情を押し隠かくしていた。フロディティとしてはこんな話は聞きたくもない。だけどここにいるリザードマンはそうじゃない。

　きっと、真相を聞きたいに違ちがいない。

「……それで、通報したんですか？」

　内心で盛大にため息を吐つきながら質問した。アルテナは一いつ瞬しゆん、ひどい顔でフロディティを見た。泣き崩くずれてしまいそうな顔だった。だけどすぐに堪こらえ、そして頷いたのだった。

「……そうだ」

　自分で認めてしまった。

　こちらにはユイオンという切り札的にすごいハッカーがいるのだから、記録として残されているものを隠すなんて無理だろうけれど、それでも、本人からの告白ほどきついものなんてないはずだ。

（あ、やっぱり……）

　リザードマンの顔が無表情を作ろうとして引きつっている。

　幸いなことにアルテナはそれに気付いていない。

「私が通報した。黙だまっていることもできたかもしれないけど……でも……」

　呆ぼう然ぜんとした顔でアルテナはそう言った。まるで、そのときのことは良く覚えていないとでも言いたげだ。

（そりゃ、言った本人はそれでもいいだろうけど）

　フロディティとしては呆れるしかない。

　だけど、わからなくもない。信じていたものに裏切られると、なにも考えられなくなる。フロディティもそうだった。

　ヘスペリオンの一件がアルテナにもたらした衝しよう撃げきはすごかったのだろう。その場にいなかったフロディティにはよくわからないけれど。レウス……アスラインはきっと自分ができることに挑戦しただけなんだろう。そうでなければいま、身の潔けつ白ぱくを証明するために法律的に色々と危険なことに関わってなんていないはずだ。

　もし本当にヘスペリオンをチートで倒たおしていたのなら、いまは別のゲームで同じことをやっているはずだ。今度はもっとうまくやろうとか思いながら。

（だけど、レウスはここにいるから、たぶんアスラインは潔白よね。けど、アルテナは信じられなかった。信じるっていうのにはこういう形での限界もあるんだ）

　信じていたものが噓うそだったのではなく、信じていたものが噓っぽくなるほどに凄すぎて、信じることが怖こわくなるみたいな、信しん頼らいの限界値みたいなものがもしかしたらあるのかもしれない。

　アルテナにとって、ヘスペリオンを一人で倒すということは信頼の限界値を超こえることだったのだろう。

（たかがゲームなのにね）

　フロディティはそう思ってしまう。

　だけどアルテナはそう思えない。

　それほどにアルテナにとって『C.R.O.W.N.』という世界は重要なのだ。

　そしてそれはレウスにとっても同じ、ということになる。

（ああ、困った。この空気どうすればいいんだろう）

　アルテナは過去に思いが飛んでいるし、レウスは無表情を保つのに必死すぎてただの像になってしまっている。

「……あの」

　フロディティはおずおずと言葉を紡つむいだ。

「なに？」

「実はあたし、外で嫌いやなことがあって、ここに来たんです」

「え？」

「現実逃とう避ひっていうよりは、現実のせいでこっちで帳ちよう尻じり合あわせしないといけなくなったっていうか……なんていうかまぁ癒いやしですよね。癒やしのためです」

「そ、そうなのか」

　思わぬ告白を受けて、アルテナが戸と惑まどっている。

　だけど目は離はなさないし、困った顔もしない。真しん摯しに耳を傾かたむけようとしている。

　やはり、真面目なんだと思わずにはいられない。

「信じすぎていたら裏切られて痛い目見ちゃって、本当に最低で……」

「フロディティ……」

「でも、本当にそれって裏切られてたのかなって、思うときもあるんです」

「え？」

「あたしが信じた奴やつは本当に最低のバカヤロウだったんだけど、騙だます気はなかったんです。ただ、本気でバカヤロウだったってだけで」

「そ、そうなのか……」

「でも、それでもあたしは実害を被こうむったし、こうやって癒やしが必要になってるわけで」

「うん……」

「だからっていうわけじゃないですけど、アルテナのその……アスラインも案外、騙す気なんてなかったかもしれないですよ。……ただちょっと、運が悪かっただけで」

「え？」

「いやっ！　あははははは！　なに言ってんでしょうね、あたしってば！　あははははは！　ご、ごめんなさい！」

　笑って誤ご魔ま化かしてフロディティはその場から逃にげ出す。

（ああああああああああああああああああああああああああああああああなに言ってんだあたしはああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!）

　全力疾しつ走そうで騎士団オルデンの拠きよ点てんを飛び出しながら、フロディティは内心で喚わめき散らす。全没入フルダイブモードはこういうときに厄やつ介かいなのだなと思い知らされる。

（なにやってんの？　なにやってんの!?　あたしは!!）

　あんなことを言うつもりなんて全然なかった。

（なんで慰なぐさめたりしてるわけ？　ああもう、このおバカああああああああああああ!!）

　フロディティは心の中で叫さけびながらウラウトポリスを走り回る。

　その後ろを下僕が追いかけている。

（アルテナがそんなことを考えていたなんて……僕は、どうすればいいんだろう？）

　召しよう喚かんしておきながら存在の忘れられたレウスは、ただ黙ってフロディティの後を自動的に追いかけるのだった。
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　その頃ころ、アルテナを気にかけるもう一人の女性は、イオディスの前にいた。

「どういうつもりですか？」

「どうもこうもない。今回は防衛と決めた」

「今回の話ではありません。次です」

　わざと話をはぐらかそうとしているのがわかって、ヘレナはイライラとする。

　今回の進軍イベントで、アロンフォリス騎士団は攻せめなかった。近きん隣りんの都市を支配するベルシャナ騎士団が攻めてくるという情報を得ていたので、防戦に徹てつすると決まっていた。

　それはまだいい、ベルシャナ騎士団は新興の騎士団でそれほど強くはない。貢こう献けん度どポイントや騎士団スキルを温存して、その次に有効利用するためには、ああいう無む鉄てつ砲ぽうな騎士団を利用してこちらのテンションを維い持じするのも作戦の一つだろう。

　だが……問題はその次だ。

「もう聞いているはずですよ。オルター騎士団は敗北したんです。この敗戦で防ぼう御ぎよ力は落ちています。攻めるならいまです」

　進軍イベントは一週間の間に様々な場所で発生する。一つの騎士団、一つの魔ま軍ぐんが進軍イベントで攻めることができるのは一度だけだ。みな、そのときに全力をかける。

　同時に、勝敗の結果によってその次の作戦を立てやすくもなる。

　そのため、週の最初の方で自分たちの順番が回ってくることを、みなが嫌きらう。

　だがいまのところ、スケジュールに介かい入にゆうする方法はない。

「いいや、違う」

　それなのに、イオディスは首を振ふる。

「いまじゃないな」

　自信満々の顔でそんなことを言うが、根こん拠きよがまるでわからない。

「なぜですか？　支配圏けんが広がれば騎士団スキルも増えて、ランキングもあがる」

「その後に攻められる。ウラウトポリスを奪うばわれては話にならない」

「守ればいいでしょう。あなたのアロンニンフとやらで」

「彼女たちに対人戦はまだ無理だ」

「……まだ？　あなたの都合にだけアルテナを合わせようと言うつもりですか？」

「脱ぬけたいのかい？」

「はぁ!?」

　イオディスの言葉に、なにをいまさらという顔をした。

　アロンニンフとやらの育成を始めてから、イオディスとはこんな口くち喧げん嘩かしかしていない。

　退団の話だって何度もした。

　それを押しとどめていたのはイオディスではないか。しかも、巧たくみに[image: β]時代の話を持ち出して、アルテナの罪悪感を引き出す形で！

　それなのに、いまさら『脱けたいのかい？』とは！

　しかしイオディスは、そんなヘレナの視線を気にしていない。

「それなら好きにしろ。どちらにしろ、次の進軍ターンでは防御のみだ」

　言いきって歩き去るイオディスに、ヘレナは怒いかりで震ふるえて動くこともできない。

　だけど同時に、おかしい、とも思っていた。

「…………なんなの？」

　アロンニンフを結成してアイドル活動をやるんだと言い出した辺りから、イオディスは変わってしまった。

　ここ最近は特におかしい。

　遠ざけていただけだったアルテナを、いまは完全に相手にしていないような雰ふん囲い気きだ。

　アロンニンフは確かにパーティとして強くなってきているようだけれど、いまだにアルテナの域に達しているとは思えない。

　つまり、他の強きよう豪ごう騎士団の抱かかえるパーティにも劣おとっているということだ。

　そんな状態なのに、どうしてそんなに強気なのか？

（まるで、もう騎士団なんてどうでもよくなっているみたい）

　あるいはそれが、正解なのかもしれない。

　だけど、ヘレナは気が付かなかった。

　オルター騎士団のことを語ったとき、イオディスが奇き妙みような笑みを浮うかべたことを。

　かつての彼ならそんな笑みなど浮かべなかったと、あるいは気が付けたかもしれないほどに、その笑みは人の気分を害するようなものだった。








04　跳ちよう梁りようの騎士団









　フロディティはルーバン峡きよう谷こくという場所にいた。

　切り立った崖がけに見下ろされる狭せまい岩ばかりの光景は、フロディティを押し潰つぶすかのような迫はく力りよくがある。

（なんであたし、ここにいるんだろう？）

　わかりきってはいるのだけど、思わずそう思ってしまう。

　口に出さないのは、本心を聞かれては困る相手が周りにいるからだ。

　フロディティの少し前に、アロンニンフの面々がいる。

　リーダーのジュンを中心にした面々を見ていると、鬱うつ々うつとした気持ちになってくる。

　彼女たちは、とても華はなやかなのだ。キャラクター・メイキングで使える素材は同じはずなのにどうしてこんなにも違ちがうのか。そんなことを考えると哀かなしくなってしまう。

　それでも、そんなフロディティを誘さそってきたのは彼女たちなのだ。

　ウラウトポリスの騎士団本ほん拠きよで一度は別れたのに、どうしていきなり誘いに来たのか。

「まさか、本当に連れん絡らくがあるとは思いませんでした」

　そんな不ふ審しんな気持ちは少しも面おもてに表さず、フロディティは自分にできる最大の愛あい嬌きようを込めて、アロンニンフたちに媚こびを売った。

　ジュンが振り返り、得意そうな笑みを浮かべる。

「それはそうよ。新人さんのお手伝いをするのは上級者の務め」

「そうそう」

「当然のことよね」

　ジュンの言葉に他のメンバーも明るい笑みで頷うなずく。

「そうね。攻こう撃げき役がいいわ。あなた、教えてあげて」

「あ、うん」

　言われて、フロディティの隣となりにいた男が気弱そうな感じで頷く。

　こいつのことは知っている。最初にアルテナにフロディティのことを頼たのまれて逃げ出した魔操士だ。

（シンジって名前だっけ）

　このルーバン峡谷に行くことを進言したのもシンジだ。

「ルーバン峡谷のサーベルタイガーなら攻撃力が強力だから、ソロ狩がりでも雑魚狩りでも役に立つよ」

「あの……攻撃役なら、こいつが……」

　攻撃役と聞いて、フロディティはレウスを示した。

　レウスは下僕に徹して、完全に黙だまっている。

「リザードマンは斥せつ候こう役でしょ？　進軍イベントのときぐらいしか役に立たないよ」

「え？　でも……」

「ソロで動くにしても強い攻撃役は必要でしょ」

　ムキになった顔でそう言いきられると、こっちも反論したくなる。

（うちのレウスを馬ば鹿かにしないでよね！）

　なんて喧けん嘩かをふっかけてみたくなる。

　だけど、フロディティはそんなことはしない。

「ですよね！　勘かん違ちがいしてました♪」

　笑顔でチャット記号を振りまいて媚びを売る。

「そうだよ」

　それでシンジも機き嫌げん良く笑う。

　内心では『死ね、日ひ和より見み野や郎ろう』と思っていても、そんなことはおくびにも出さぬまま笑顔を続け、彼が語るクソどうでもいい魔操士論を聞き流す。

「それじゃあ、サーベルタイガーを探しましょう！」

　ジュンが明るく宣言し、アロンニンフのメンバー、そしてそれに付いてきたシンジたち他のプレイヤーが応えた。

　とはいえ、実際にサーベルタイガーを捕つかまえるために動いたのは、他のメンバーたちだった。

　サーベルタイガーは魔操士が一人で捕まえようとするとかなり難しいモンスターなのだが、手慣れた盾たて役と回復役が一いつ緒しよならスカウトサークルを出すまでは難しくはない。

　あとは、フロディティの反射神経がどれだけがんばれるかだ。

「……おい、まだかよ」

「ちょっと、がんばって」

（うう……うるさいわね！）

　重じゆう騎き士しと神しん療りよう士しの二人に冷たい目で見られながら、フロディティは必死にスカウトサークルに挑ちよう戦せんする。

　その間、アロンニンフのメンバーはなにをしていたかというと……。

「ねぇ聞いた？　オルター騎士団、ザーラントポリスの攻こう略りやくに失敗したんだって」

「やりぃ……それなら、拠きよ点てんの防御点も落ちてるんじゃないの？」

「ねぇ、そう思うんだけど団長は今回、次も防戦することにしたんだって」

「そうなんだ。なんでだろ？」

「わっかんない」

　そんな感じに談笑していた。

（こいつらって……）

　慣れない盾役までやってフロディティの下僕集めを手伝ってくれたアルテナのことを考えると、その温度差に呆あきれかえってしまう。

　しかもおそらく、これでフロディティに恩を売っているつもりなのだろう。

　両者の行こう為いはどちらも、『フロディティの成長を手伝う』という点では結果は同じだ。

　それでも慣れないことを一いつ生しよう懸けん命めいやったアルテナと、他人任せで自分たちはすぐ側で談笑しているアロンニンフとでは、フロディティの感じ方に違いがあって当然というものだ。

　そしてアロンニンフたちはおそらく……いや、間ま違ちがいなくその違いをあって当然のものだと思っている。

（いい気なもんよね）

　だけど、それぐらい傲ごう慢まんだからこそ、きっと隙すきもあるに違いない。

　必死にスカウトサークルに挑戦する振りをしながら、フロディティは彼女たちの雑談に耳を傾かたむけていた。

「でも、団長に従ってたら確実よね」

「そうそう。わたしたちをアルテナ以上のアイドルにしてくれるって約束してくれたもの」

（してくれる？）

　彼女たちの会話にひっかかるものがあった。

　プロデュースという意味で捉とらえてもおかしくはないだろうけれど、なにか気になる。

「団長に任せてたら万全よ。だって、わかってるでしょ」

「ねぇ」

「きっとすごい舞ぶ台たいを用意してくれるわよ」

「劇的な交代劇とか!?」

「それすっごいかも！」

　そうして、笑う。

　とても嫌いやな笑いだ。近くにいる重騎士も顔をしかめている。神療士も。あのシンジだってなんともいえない暗い顔をしている。

　だけど彼らは逆らえないのだ。

　アロンフォリス騎士団という強きよう豪ごうに所属している以上、強力な指導力を持つイオディスには逆らえない。そして、そのイオディスがアルテナを押しのけてまで起用しようとしているアロンニンフにも逆らえない。

（不思議……）

　フロディティはそう思う。

　ここにいる重騎士も神療士もシンジも、別にレウスのようなプロ・ゲーマーを目指しているわけでもないだろう。ゲームを楽しむために『C.R.O.W.N.』にいるはずだ。

（それなのに、なんであんな嫌な顔してまでこの騎士団にこだわるんだろう？）

　いや、わかる気もするのだ。

　始めるのは簡単だけれど、やめるのは難しい。

　そこでできた関係や、そこにいることで得られるものを惜おしく感じたりするのだ。

　さらに、人間関係ができているからこそ、その人たちの目が気になって身動きが取れなくなるということもある。

（この人たちも）

　そういったものに縛しばられてしまって抜ぬけ出せなくなっているのかもしれない。

（……わかるけどさ）

　そして、わかってしまうから嫌な気持ちになる。

（アロンニンフこいつら、やっぱりなにかある）

　そんな彼らの心理に胡座あぐらを搔かく彼女たちにはやはりなにかあるはずだ。




　重騎士たちに嫌な顔をされながらもなんとかサーベルタイガーを下僕化することができて、ウラウトポリスに帰き還かんしての解散となった。

「ねぇ、あんたの目から見て、どう思う？」

　みんなと別れてから、レウスに訊たずねてみる。

「どう思うって？」

「イオディスって、そういう人物？」

　誰だれかを贔屓ひいきしてみたり、誰かを孤こ立りつさせるために周囲に恐きよう怖ふを与あたえてみたり、そんなひどいことをするような人物だったのか？

「うーん」

　フロディティの問いに、レウスは首を傾かしげて考え込んだ。

「野心的なのは確かだよ。それに頭もいい」

　レウス……アスラインがプレイヤースキルへのこだわりが強いのに対して、イオディスはプロになるならそれだけではダメだといつも語っていた。

『他人を楽しませてなんぼなんだからな』

　イオディスの言葉を思い出す。

　それをフロディティに語ると、彼女は難しい顔をした。

「なら、あんたの真似まねっこしかしないアルテナって、やっぱり邪じや魔まとか思うかも？　騎士団の空気はそんな感じよね」

「……騎士団としての成果を無視なんてできないから、アルテナがいらないなんて考えは理解できないけど……」

　しかし、レウスも騎士団でのアルテナを見ている。

「僕に似ているアルテナを排はい除じよしたい？」

　可能性を考えるとそういうことになってしまうのだろうか？

「ねぇ、アルテナって本心で通報したのかな？」

「どういうこと？」

　フロディティの言葉に、レウスはささくれる心を感じた。

　彼女自身が告白した。その心境には驚おどろいたけれど、その事実は変わらない。

「うん。アルテナ自身が通報したって認めたけどさ。通報するってことを彼女にさせた誰かがいるんじゃないか？って」

「…………え？」

　思わぬ言葉にレウスは驚いている。

「なんかね。すっきりしないのよね。あたしなら騙だまされてるかもって思ったら、まずは本人に確かめるよ。噓うそを吐つかれるかもって警けい戒かいするだろうけど、でも、聞く。そういうのなしでいきなり通報っていうのが、ちょっと短たん絡らく的すぎないかなって……」

「イオディスが、唆そそのかしたって？」

「いまのところ、怪あやしさナンバーワンはあの人でしょ」

　否定したいけど、できない。

　プロ・ゲーマーになるという点では意気投合できたし、ゲームの攻略という根本的なところでもすれ違ちがいはなかった。

　でも、どうすればプロ・ゲーマーとして成り立つことができるかという点では、たしかに意見は違っていた。

　だけどそれで？

　いや……。

「あの頃ころアルテナが相談するとしたら、イオディスぐらいかも」

「ほらね」

　得意げにされてレウスは顔をしかめる。

　だけど、アルテナが唆されたというのはありそうだとは思う。

　あるいは、レウス自身がそう思いたいのだろうか？

「……どちらが犯人だろうと、アロンフォリス騎士団でチートが行われたってわかれば、僕のことも再調査してくれるかもしれないよね？」

「そんなこと、あたしが知るわけないじゃない」

「ぐっ……」

「でも……今回の調査が成功したら、アスラインは無実かも、ぐらいは報告書に書いてあげるわよ」

「フロディティ……」

「次の進軍ターンで、絶対に見定めてやるからね！」

　気合いを入れているフロディティはとても頼たのもしく見えた。

　頼もしく見えたのだ。

　だけど、気付いてしまった。

「でも、参加できるのか？」

「え？」

「いや、この前、ＮＰＣ側で参加したけど、人数制限あるでしょ？」

「…………はっ!?」

　仮にもアロンフォリス騎士団オルデンは強豪だ。

　参加しているプレイヤーも多い。

　どう見てもゲームが得意そうではない上に、魔ま操そう士しとしてスキルや装備や下僕が不足しているフロディティに参加する余地があるはずもない。

「……な、なにか方法があるはずよ。きっと」

「がんばれ」

　青ざめるフロディティに、レウスは慰なぐさめるしかできなかった。




　　　　[image: †]




　そしてウラウトポリスにも進軍イベントが訪れた。

　今回、都市の支配圏けんを握にぎるアロンフォリス騎士団は防衛を選んだ。

　勇ゆう壮そうなＢＧＭがウラウトポリスに流れる中、アロンフォリス騎士団には緊きん張ちよう感かんが張り詰つめている。

　そんな中、フロディティはすでに力ちから尽つきそうになっていた。

「な、なんとか……参加できた」

「よかったな」

「……って、なんかこれ……」

　フロディティは辺りを見回す。

　すでにベルシャナ騎士団が攻せめてくることは明白なので、騎士団員はそれぞれ割り当てられた場所で進軍イベントが始まるのを待っている。

　ここにはフロディティの他にもプレイヤーがいる。

　その中にはアルテナもいるのだが、問題なのはそれ以外だ。

「言いたくないけど、手て薄うすって奴やつよね」

「アロンニンフの方は装備も良さそうだった」

　フロディティの言葉にレウスも頷うなずく。

「たぶん、こっち側ってそんなに攻められないと思うな」

「え？　そうなの？」

「正門から遠いし、アロンニンフたちの方が本隊ならあっちが主戦場になるだろうし。イオディスは有名だろうから隠かくれるのも限度があるだろうし、主戦力から離はなれることはないと思うし」

「それって……？」

　よくわかっていないという顔のフロディティだが、別のことに気付いてまた青ざめた。

「っ！　ていうか、こっちだとあいつらのことが見られないじゃない！」

「それなら、僕が見てこようか？」

　リザードマンの偵てい察さつというスキルは、進軍イベントで使うと他の魔操士も語っていた。

「そ、それはそうね」

　レウスの提案でフロディティの顔色が戻もどっていく。

「それにあたしじゃ、見ただけでチートかどうかなんてわかんないし。あんたならわかるわよね」

「まぁ、たぶん」

　チートを疑って他人のプレイを見たことがないから明言はできないけれど、おかしなところがあれば気付けるかもしれない。

「一応聞くけど……あんたって、撮さつ影えいはできるよね？」

「え？　そりゃ、いまどき……」

　ゲーム中の画面を撮影や録画ができないゲームなんてあるわけ……。

　と、そこまで思って気が付いた。

（いまの僕って、プレイヤーの仕様通りに動けてないよな）

　そう思って色々と試して、今度はレウスが青ざめた。

「……え!?　どうなの？」

「…………無理っぽい」

「ええ!?」

「なんかできない」

「ユ、ユイオンは!?」

「今日はいない」

　そう。どうしてだか今日はまったく連れん絡らくが取れないのだ。

「……最悪」

　フロディティは頭を抱かかえた。

　のだけれど、今回はすぐに立ち直った。

「まぁいいわ。今日はあいつらが使ってるってのだけは確信したい。できる？」

「物によるけど、やってみるよ」

「頼むわよ、ほんと」

　心配そうな顔に見送られ、レウスは出発した。
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　移動している間に鐘かねの音が鳴り響ひびき、進軍イベントが始まった。

　ベルシャナ騎士団が正門前に出現し、戦いが始まる。

「さて……なんだっけ？　アロンニンフ？」

　どうもアイドルにはあまり興味が持てなくてグループ名も覚えきれない。

　アロンニンフたち本隊は門内に集つどい、門前の守備隊の戦いが終わるのを待っている。

　ベルシャナ騎士団と門内で決着を付ける気だ。

　都市の奥にまで行かせる気のない強気の姿勢を、レウスは近くにある建物の屋根から見下ろしている。

　その姿は《隠密》のスキルによって隠れて他のプレイヤーからは見えない。

　正門前の戦いはベルシャナ騎士団が制したようだ。

　開かれた門の隙すき間まから次々とプレイヤーたちが侵しん入にゆうしてくる。

「さあ、みんな、撃げき退たいしましょう」

　機き嫌げんのよい声でアロンニンフのリーダー、ジュンが周りに声をかける。

　そして、アロンフォリス騎士団本隊も動く。侵入したベルシャナ騎士団を迎むかえ撃うつ。

　対人戦では最初に先頭に突とつ入にゆうしたものを中心に両側七名ずつの戦いになる。だから、お互たがいにパーティとして機能できるようあらかじめ陣じん形けいを組んで戦せん闘とうに突入する。

　そういう意味では、進軍イベントにおいては防衛に徹てつした方が有利になる。

　門内で待ち構えたアロンフォリス騎士団は順調にパーティとして機能する人員で戦闘を開始しているものの、侵入時に陣形が崩くずれたベルシャナ騎士団はパーティ要員がずれた不利な態勢で戦闘が始まってしまった場面が多いようだ。

　アロンフォリス騎士団の面々は、やはり強つわ者もの揃ぞろいだ。崩れたバランスを見み逃のがすことなく、的確に敵プレイヤーを倒たおしていく。

　だが、ベルシャナ騎士団側のリーダーもやられてばかりではない。

　人員を埋うめる形でバランスの立て直しを図はかっているのだが、殲せん滅めつされる速度にその対応が追いついてはいない。

「……やっぱり強いなぁ」

　アロンフォリス騎士団の中にはレウスの知っている顔がいくつもある。彼らの活かつ躍やくを見ていると、複雑な気持ちになってくる。

（アルテナの通報は誰だれかに唆されたかもしれない？）

　信しん頼らいが揺ゆらいだ彼女に誰かが通報させたとしたら、それはイオディスだろう。他に誰の言葉を彼女が信じるというのか。

　そしてそのイオディスが、いまはアルテナを排はい除じよしようとしている。

（イオディスが本当にチートをしていたとしたら、僕はどうすればいいんだ？）

　いや、いまはそれはいい。

　レウスはアロンニンフの戦いに集中する。

　彼女たちもきっちりと連れん携けいをこなし、勝利を重ねていく。その動きはダンスの練習をしていることもあってか、自分なら切り捨てるような動作の部分で華はなやかさやキレのようなものがあったりする。

　だからなのか、見ていて楽しいという気持ちを感じもする。

（楽しませることも考えろってよく言ってたよな）

　イオディスの言葉を思い出して、レウスは苦い気持ちになった。

　戦せん況きようはアロンフォリス騎士団有利のまま、終しゆう盤ばんに差し掛かかっていた。

　最後に残ったメンバーを搔かき集め、ベルシャナ騎士団がアロンニンフに戦いを挑いどむ。

　重騎士と吟ぎん遊ゆう詩人を除く五人がアロンニンフなのだが、その連携はやはり強い。

　ベストメンバーではないベルシャナ騎士団側は結局、最後まで押されっぱなしのまま敗北してしまった。

「いえーい圧勝♪」

　嬉うれしそうに舞まうアロンニンフたちを見下ろしながら、レウスは首を傾かしげる。

「……なんか変だよな？」

　だけど、その変がなんなのか、うまく言葉にできない。

　叩たたき出していたダメージの数字が高いように感じもしたけれど、それは装備のおかげという言い方もできるレベルで収まっている。

「チートってほどのダメージじゃないし、盾たて役が受けてるダメージも普ふ通つうだし」

　しかし、それでもなにか納得のいかない部分がある。

「立ち回りがそんなにうまいって感じでもないしなぁ」

　連携は確かに強かったが、抜ぬきんでているという感じではなかった。

　それなのに、押し切る感じで勝利した。

　首を傾げるばかりで答えはでないまま、進軍イベントは終しゆう了りようしてしまうのだった。




　だから、フロディティの前に戻るのは少し気まずかった。

「で？　どうだった？」

「うーん……」

「え？　なにその反応？」

「ちょっと……わからなかったかも」

「こ、この役立たず────!!」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なられて、レウスは首をすくめるしかできない。

「と、ところで、こっちはどうだった？」

　門内をすり抜けて内部へと入ってきたプレイヤーも何人かいたはずだ。

　それらを倒すのが、こちらの役目になっていたはずだが。

「あん？　普通よ普通」

「普通って……」

「普通にあんたの弟で子しが大活躍」

「弟子じゃないし」

「なら信者？　どっちでもいいし」

　投げやりにそう言われ、レウスも困る。

「でもまぁ、大苦戦よね。ヘレナが回復でもたせてたって感じ。優ゆう雅がとか颯さつ爽そうとかとはほど遠かったわよ。すごくはあったけど」

　投げやりな口調のまま、フロディティはそう言った。

　見れば、アルテナは疲ひ弊へいしきった様子だ。

　それもそうだろう。相手はパーティとしては整ってはいなくとも、全員が育成をきっちりとしたプレイヤーたちばかりだ。

　急場の連携の練習だってしているはずだ。

　そんな連中を相手に、装備もちゃんとしていないような仲間を押しつけられて戦えば、どれだけアルテナが凄すごくても苦戦して当然だ。

　むしろ、よく勝ったと言うべきだ。

　だが誰もそんな言葉をアルテナに投げかけない。

　一いつ緒しよにいるのはヘレナだけだ。

「…………まぁいいわ。あたし、あっちにゴマでもすってくるから、あんたはこっちでも見てて」

「え？　でも……」

「怪あやしまれたら消えたらいいわよ。それまではバグっぽくふるまってなさいな」

　いきなりそんな風に言われても困る。

　フロディティは行ってしまった。動かないアルテナの代わりにヘレナがその場の解散を宣言し、プレイヤーたちは去っていく。イオディスはこの場に現われもしなかった。

「あいつ……ほんとにイオディスか？」

　そんな疑問さえ湧わいてくる。

　いざとなれば他人に厳しいところもあったけれど、陰いん険けんな面をあからさまに見せるような人物ではなかったはずなのだけれど。

　立ち尽つくすレウスの存在はフロディティの言うようにバグかなにかだと思われているようで、誰にも相手にされない。だけど、レウスからなにかできるわけでもない。

　立ち尽くすだけで時間を過ごしているとヘレナがアルテナに話しかけた。

「アルテナ、お疲つかれ様……」

「……うん」

　二人とも顔色はよくはない。勝利の後の清すが々すがしい疲ひ労ろう感かんとは程遠い表情だ。

「ねぇ。これでもあなたは、ここにこだわるの？」

「…………」

「あなたが、彼のことで後こう悔かいしているのはわかってる。でも、あなたがいくら後悔しても過ぎてしまったことは変わらないし、この場所に彼が戻もどってくることはないわ」

「わかってる」

「移い籍せきを真しん剣けんに考えるべきよ。あなたならどこだって受け入れてくれる。ここにこだわる必要はないのよ」

「わかってるの！」

「アルテナ……」

「ごめん、ちょっと一人で考えさせて」

「うん……お疲れ様」

　ヘレナが後悔した顔で去っていく。

　残ったアルテナはもっと暗い顔でヘレナの背を見送り、そしてその場で頭を抱かかえて座り込んだ。

「私は、ばかだ」

　そう呟つぶやくと、アルテナは俯うつむいたまま動かなくなった。

　離り席せきマークが表示されないので中にはいるはずなのだけれど……離席を疑いたくなるほどになにかを思い悩なやんでいるのか？

　レウスはどうしていいかもわからず、その場に立ち尽くしているしかなかった。

『バグって主人に付いていかなかった下僕』の真似まねをするのも、もうお手の物だ。

　しばらくするとアルテナが顔を上げた。

「うわっ！」

　立ち上がってすぐにレウスがいることに驚おどろいたアルテナだが、すぐにフロディティの下僕だと気付いたようだ。

「お前……そうかバグか。下僕追従の不具合が、たしかあったはず」

　言いながら、アルテナはレウスの顔を撫なでる。

　アルテナの柔やわらかい手がレウスの鼻を撫で、クシャミが出そうになるのを必死に堪こらえる。

　だけど彼女は、こちらのそんな苦労など知らない顔で問いかけてくる。

「お前は、そんなに強くしてもらって幸せか？　そうだよな、主人から離はなれることはないのだから、幸せだよな」

　そんなことを言いながら顔を撫で続ける。

　もしかしたら、これが現実の世界ならアルテナの目の周りは赤く腫はれていたのかもしれない。

「…………私はもう、どうしたらいいのかわかんないよ」

　漏もれ出たその声は泣きそうだった。

　そして、昔の口調だった。

　出会った頃ころの彼女はいまのような気き丈じような話し方ではなく、もっと弱気だった。

　それがいつの間にか、男勝まさり気味な堅かたい口調になっていたのだ。

「あの場所を守ったって意味がないのはわかってるの。私がなにをしたってあの人は帰ってこないんだから」

　誰だれもいないと思ったから、アルテナは仮面を外したのだろう。

　彼女の言葉は止まらなかった。

「だけどそれなら……私はなにをすればいいの？　したいことなんかなにもない。私はただ、あの人の後を追いかけていれば良かったのに。それなのに、どうして信じられなかったの。どうして……」

　そうだ。

　どうして？

「どうしてあのとき、イオディスに相談してしまったんだろう」

（イオディス！）

　やはり、その名前が出た。

　驚いたけれど、本当にアスラインがチートをしていたのだとしたら、イオディスならアスラインの追放を決断するかもしれない。しかしそれはあくまでも自分たちを守るためだ。

　いまのアルテナ追放の流れはやはり理解できない。

　チートを使っているかもしれないということも、理解できない。

（本当に、いまのイオディスは僕が知っている彼なのか？）

　一度浮うかんでしまった疑問が、どうしても消えてくれない。

　だけど、止まらない考えを止めたのはアルテナの次の言葉だった。

「もう、辞やめてしまった方がいいのかな」

「だめだ」

「え？」

　思わず、言葉が出てしまった。

　驚くアルテナの顔にこちらも慌あわて、レウスはその場から逃にげ出す。

「彼女が呼んだのかな？」

　いきなり走り出してしまったリザードマンに、アルテナはそんな予想をする。

　しかし、さっきの声は誰が？

「アスラインに似てた気がするけど……」

　だけど、そんなはずはない。

「……幻げん聴ちようにきまってる」

　誰かに止めてもらいたくてそんな幻聴が聞こえてしまったのだ。

「……ここを失って、それで私はどこへ行けばいいんだ？」

　その答えが見つからない限り、アルテナはここから動けないのだから。
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　逃げ出したレウスはそのままフロディティたちを探した。

　すぐにその場所はわかった。

《帰還》を使われて、レウスは彼女のもとへと走らされる。

　辿たどり着いたのは以前にも使ったカフェだった。

　店内に入ると、待っていたフロディティがチャットルームを開設する。

　無人のカフェの中にフロディティとレウス、そしてスライム姿のユイオンの三者が揃そろう。

　フロディティはさっそくユイオンに文句を言い始めた。

「なんであんたレウスに付いてきてないのよ。おかげで証しよう拠こが撮とれなかったじゃない。ていうかあいつに記録機能ぐらい付けておきなさいよね」

「あまり手を加えすぎて異常なログを残すわけにはいきませんので」

「異常なログって……それぐらいなんとかできるんじゃないの？」

「できなくはありませんが……」

「なによその、遠回しにしまくりたいみたいな言い方は」

「遠回しにしたいんです。はぐらかすにはどうしたら良いでしょう？」

「それをあたしに聞いてどうするのよ」

　呆あきれるフロディティが言葉を止めた。

　いまだと思った。

「もしかしたら、アルテナは誰かに唆そそのかされたのかもしれない」

　そう言ったのだけど、二人とも無反応だった。

「あの……誰か僕の話を聞いてる？」

　不安になって訊たずねると、冷たい返事が戻ってきた。

「聞こえてるけど、どうでもいい」

「ええっ！」

　その可能性をレウスに語ったフロディティにまで冷たく言われ、レウスは驚くしかない。

　ユイオンはもっと冷たい。

「通報したのはアルテナです。運営に保管されているログでそれは明白です」

「いや、そうじゃなくて、それをさせたのがイオディスかもって……」

「[image: β]テスト時の会話ログはすでに法的な保持期限が過ぎて破は棄きされていますので、証拠を見つけることは難しいでしょう」

「そういうことでもなくて……いや、あったら嬉うれしかったけど」

　言い淀よどむレウスを、ユイオンは切って捨てた。

「アルテナの誤解の件ですが、たとえそうだったとしてもわたしたちにはなにもできません」

「ていうか、あたしは前からイオディスを疑ってたし、アルテナのことは感じたことを言っただけだから、そっから先はあたしの領分じゃないし」

「そんな……」

　いや、わかってはいた。

　ここにいる三人は心の通った仲間というわけではない。ユイオンに呼びだされ、お互たがいの目的のために利用し合っているだけの関係だ。

　それ以上、お互いの領域に入り込む必要はない。

　レウスがフロディティの動機を知らないままにしているように、フロディティだって、レウスのチート疑ぎ惑わくの真相になんて興味はない。

　全てを知っているかもしれないユイオンにしたって、それぞれの事情に必要以上の深入りはしていない様子だ。

　つまり目的達成のための手助けはしても、共感や同情や相談は別の話、ということなのだ。

　とても冷静な関係だ。

（いや、そもそも目的有りきで集まったんだからそれは当然……なんだけど）

　とくに意識せずにここまでやって来たので、いきなりその事実を突つきつけられると少し慌ててしまう。

（でも、それ以前に……僕はなにがしたいんだ？）

　そのことだ。

　アカウントを取り返す。ユイオンはこれだと思っているだろう。もちろん、それを否定する気はない。

　だけど、それだけで済むのか？

「レウス、あなたが必要なときは必ず来ますし、そのときにはあなたがどうやってあなた自身を取り返すかもわかります。それまでは彼女に協力することだけを考えてください」

「…………」

「それがあなたの復ふく讐しゆうにもなるはずです」

　そう、復讐だ。

　ユイオンさえもレウスの目的にそれが含ふくめられていると思っている。

　もちろん、それを否定する気はない。ユイオンからメールが来たときはその感情が一番燃えていたのも確かだ。レウスが一人、なにもかもうまくいかなくなっている中で、アルテナはＣＭに起用され、成功している。

　そんな姿を見せられたら、あのメールを思い出してしまう。




　ごめんなさい。本当にごめんなさい。でも……でも、どうしても信じられなくて。

　私が通報してしまいました。




　ただそれだけのメールで、それ以上の説明もなくレウスを『C.R.O.W.N.』から放ほう逐ちくし、アルテナは一人だけ輝かがやいているのだ。

　それから、自分がどういう理由でアカウントを凍とう結けつされたのかは運営とのやりとりでなんとか知ることができたのだ。

　怒いかりで気が狂くるいそうになってもしかたがないだろう？

　だけど……だけどもし、その事実に裏があるのだとしたら？

（ああもう、どうしてこうなった？）

　アルテナがわかりやすい悪女で、レウスをただ騙だましていただけならこんなにも悩なやんだりはしなかっただろうに。

（だけど……）

　だからといって、いまだに燻くすぶっているこの怒りを消すことはできていない。半年間の徒労を、そんな簡単に忘れることはできない。

　相手に同情して怒りを吞のみ込むなんて善人のまねごとができるほどには『良い人』になれない。

　では、どうすればいいのだろう？

　…………答えはすぐに出てこない。困った。

　そんな風にレウスが心の整理をしていることに、二人は気付いていない。

「もっと広く見なさいよ。自分のことだけじゃなくて、あたしのことも考えて」

「あなたは、あなたのことしか考えていないでしょう」

「あたしはそれでいいでしょう？」

　ユイオンに指し摘てきされても平気な顔だ。

　呆れる話だ。

「広く……？」

　だけど、その言葉が気になった。

　同時にアロンニンフの戦っている光景が頭の中に浮かぶ。

　ずっとあの戦いの光景には違い和わ感かんがあったのだ。

　どこにそれがあるのかわからなくて首を傾かしげていたのだけど……わかった気がした。

「一点をやりすぎたら誰だれにだってわかってしまう。だけど、本来なら弱い部分を強化していたとしたら？」

　思い出すのはベルシャナ騎士団オルデンの重じゆう砲ほう士しが全体攻こう撃げきを仕し掛かけたときだ。

　広こう範はん囲いの攻撃はダメージが分散するが、回かい避ひの難しい攻撃だ。

　だから、どれだけ回避のうまいパーティでもこればかりは何人もダメージを受けることになる。

「神しん療りよう士しが重砲士の全体攻撃を受けたときのダメージ数が気になってたんだ。もしかして、本来なら弱点になる部分のステータスを強化するなにかをしていたのなら？」

「それよ！」

　レウスの言葉にフロディティが食いつく。

　とっかかりを見つけて、顔が一気に明るく輝く。

「ふふふ、後はその部分を調べることができれば……」

「ユイオン、なにかできる？」

　レウスが訊ねてみる。

「実際に戦せん闘とうしている場面を観測できれば、本来は隠かくされている部分まで掘ほり出すことは可能でしょう」

「…………ねぇ、なんであんた、この間はいなかったの？」

「私用です」

「あんたがいたら今日で全部解決してた気がするんだけどね」

「…………」

「なにか言った!?」

「いえ」

　ユイオンの呟つぶやきはフロディティには聞こえなかったようだ。

　だけど、レウスには聞こえた。

（いま解決されたら困るって言った）

　だとすればもしかして、ユイオンはいまのこの問題が解決する時期まで、すでに計算し尽つくしているということなのだろうか？

（ユイオンは人工知能で、アスラインとの再戦を希望していて、そのために僕とフロディティに協力している）

　このタイミングでフロディティの問題が解決することは僕とユイオンの問題解決に支障が出るということなのだろう。

（だけどそれだと……）

　レウスたちのやっていることは、あくまでもユイオンの掌てのひらの上でのこと、予定されたことでしかないということなのか？

　レウスたちが所定の場所に配置され、ユイオンの望むままに行動するだけでいい。レウスたちの考えなど必要ないということなのか？

（それが目的達成には正しいことなのかもしれないけど……）

　それでまた、《雷滅槍》の一件みたいな納得できないことを吞み込まないといけなくなったら？

　相そう互ご理解のない計画に乗る恐おそろしさをレウスはもう理解してしまっている。なんの覚かく悟ごもなくプライドを穢けがす苛いら立だちも理解した。

　スタイルやこだわり、嗜し好こうというのは人格形成の一いつ端たんを担になっている気がする。少なくとも『C.R.O.W.N.』に生きるアスラインにとっては大事なものだ。

　つまりそれは、レウスも守らなければならないものだ。

（レウスだからアスラインだからなんて、使い分けられるほど僕は器用じゃない）

　大事の前の小事という言葉や、いまは忘れろなんて言葉でアスラインだった頃ころのスタイルを無視し続けて、それでめでたくアスラインを取り戻もどしたとして、それでどうなる？

（僕は、以前のままのアスラインでいられるのか？）

　レウスでいた頃にやったことを全て無視して、アスラインとして清せい廉れん潔けつ白ぱくだと胸を張っていられるのか？

　一度やれば二度目の誘ゆう惑わくがある。二度あることは三度ある。三度もやれば罪の意識なんて消し飛んでしまう。

（本当にこのままでいいのか？）

　これはユイオンの用意したゲームだ。だけどこのままではレウスはユイオンというプレイヤーに操られる駒こまでしかない。

（僕はそうなりたくてここにいるわけじゃない）

　考えなければいけないときではないのか？

　ユイオンを裏切るのではなく、この流れに乗ったまま自分にできることはないのか？

　レウスがただの駒ではなく、『僕』が操作するキャラクターであることを示す方法はないのか？

　それはする必要があるかないかで語るべきものではない。

（それこそが、プロ・ゲーマーとしての僕なんだ）

　だけど、その前にもう一つ、解決しなければいけない問題もある。

　アルテナのことだ。

　彼女もまたアスラインのことで苦しんでいた。

　だから許すというまで感情は振ふり切れないが、アルテナがあのままでいいという気分にもなれない。

（アルテナが通報したって事実は変わらない。だけどそれで、アルテナ自身もなにかがおかしくなってしまっている）

　それ自体は、自じ業ごう自じ得とくだとも思う。

　そして自業自得なら、その業の結末を見せてもらわなければ、こちらだって納得できない。

　だけどその結末に不幸を望んでいるわけじゃない。

　アルテナにはもっと……その先を……。

（そうだ。これだ）

　……と、思いついたことがあった。

　アルテナの結末を見せてもらうとして、さらに考えて……。

　レウスはユイオンに話しかけた。

「……ねぇ。僕ってザーラントポリスの魔ま軍ぐんの長ってことでいいんだよね？」

「ええ。その通りです」

「なら、次の進軍イベントのとき、僕が攻せめる先を決めても問題ない？」

「その程度、いかようにも」

「なら……」

　思う通りにできる。

　レウスは自分の考えを二人に話した。








05　トカゲの軍団









　そうして時間が過ぎること二週間。

　次の進軍イベントが始まった。

　今回もアロンフォリス騎士団は防衛を選び、ウラウトポリスに待機していた。

「はい！　『C.R.O.W.N.』アロンフォリス騎士団チャンネルにご登録の皆みな様さま！　こんばんは！　本日の司会はメイディンちゃんです」

　カメラマン役のプレイヤーの前でメイディンが機き嫌げんよく喋しやべっている。

　今回は動画配信サイトでの生放送が決まり、その司会に抜ばつ擢てきされたメイディンは上じよう機き嫌げんでそれをこなしていた。

「さて、あと三十分ほどで進軍イベントが開始されます。今回はうちが防衛側ですね。相手はザーラントポリス駐ちゆう留りゆうの魔軍です。先日、オルター騎士団を撃げき退たいしたことから見ても強敵であることは間ま違ちがいないでしょう」

　にこやかに語るメイディンはウラウトポリスを歩き、騎士団のメンバーに近づいていく。

「それでは騎士団の人たちにお話を伺うかがってみましょう」

　そう言ってメイディンが近づいたのはアルテナだった。

「では、皆さんご存じ、我がアロンフォリス騎士団の戦いくさ乙おと女めアルテナです」

「こんにちは」

　アルテナも笑顔で応える。

「今回の魔軍ですが、噂うわさでは新種のボスがいるという話ですが、意気込みのほどは、どうですか？」

「え!?」

　新種のボスという言葉にアルテナがあからさまに驚おどろいた顔をした。

　それからすぐに放送中だということに気付いて笑顔を取り戻す。

「あ、すいません。そうですね。まだ攻こう略りやく法の確立されていないボスということですよね。相手の動きを見ながら、慎しん重ちように対処していきたいと思います」

「はい、どうもありがとうございました！　それでは次は、別の場所で待機しているアロンニンフの皆さんに替かわりたいと思います」

　そこで場面が大通りにある広場に変わり、カメラの前に立つ女性も交代した。

「はーい。アロンニンフのジュンこと、ジュリアンです。みんな、こんばんはー！」

　画面が切り替わったのを確認し、メイディンはアルテナを軽く睨にらんだ。

「あんた、カメラ回ってんだからうかつな顔を見せないでよね」

「す、すまない」

　申し訳ない顔をしたものの、すぐに話題を噂の新種ボスに戻した。

「それで、本当なのか？」

「そう。オルター騎士団オルデンの連中も情報を外に出したくないみたいだけど……まぁ漏もれちゃうよね。魔軍専用のボスなんじゃないかって話」

「姿は？」

「リザードマンっぽいって」

「そうか……」

「まぁでも……戦うのはあっちじゃない？」

　アルテナがやる気を見せ始めたのだが、そうなるとそれはそれで少しおもしろくないらしい。

「うっ……」

　メイディンの意地悪にすぐに暗い顔に戻る。

「こっちだってやってられないわよ」

　アルテナの態度にメイディンも膨ふくれる。

「前まで専門チャンネルの司会はメイがメインだったのに、これまであいつらに取られちゃいそう」

「メイがメイン……」

「はぁ!?」

　呟つぶやきに振り返ると、ヘレナがそこにいた。

「い、いや、なんでもないわ」

　変なところでツボに入りそうになって、ヘレナは必死で笑いをこらえている。

　その様子にメイディンは呆あきれる。

「……余よ裕ゆうね」

「私が欲しいのはアルテナだけだもの。ここでの立場なんてどうでもいいわ。彼女さえ説得できたら、いつでも出てってやる」

　嫌いやみを言われてもヘレナは平気な顔だ。

　それを聞いていたアルテナが口を開いた。

「それなんだが……」

「え？」

「移い籍せきのこと、考えてもいいかもしれない」

「はっ!?」

　思わぬ発言に、メイディンは慌あわてて自分たちの会話の状態を確認した。

　誰だれにでも聞こえる一いつ般ぱん用のものではなく、個人用のものになっていてほっとする。

　近くにいたカメラマン役のプレイヤーがメイディンを訝いぶかしげに見ていたが、無視した。

「このタイミングで爆ばく弾だん発言とか、やめてよ」

「す、すまない」

「本気なの!?」

　辺りを気にしたメイディンとは真逆に、ヘレナは目の色を変えてアルテナに迫せまった。

　彼女にしたら、ずっと待っていた答えを聞けたのだから仕方がないのかもしれない。

　アルテナにしても、どうしてこんなことを言えたのか自分でもよくわかっていない。

（だけど、もしかしたら）

　この間、フロディティのリザードマンの前で独白したことで気持ちの整理が付いたのかもしれない。

「ここにいても私の居場所はもうないのかもしれないし。それでも『C.R.O.W.N.』にいる気なら、他を探してもいいかも……」

「アルテナ！」

　嬉うれしさのあまり、ヘレナが抱だきつく。

「任せて！　もう目星は付けてるし、あなたの居場所はちゃんとあるわ」

「ありがとう」

「…………」

　淡あわく微笑ほほえむアルテナをメイディンは見る。

（なんか、自分で言っといて気乗りしてない感じ）

　そんな風に思えるのだけど、すぐそばにいるヘレナはのぼせ上がってそんなことには気付いていない。

（まぁ、メイが言う義理もないよね）

　なんて思っていると、いきなりヘレナがこちらを見た。

「あなたも来る？」

「へ？」

「あなただって、ここは気に入らないでしょう？　よかったら一いつ緒しよに移籍しない？」

「うっ……」

　関係ないと思っていたのにいきなり言われて、メイディンは慌てた。

　でも、内心では嬉しくもあった。

「じょ、冗じよう談だんじゃない！　なんで……あんたたちと！」

　いつもの調子でそう言ってみたものの、本心はやはり抑おさえられない。

「で、でもどうしてもって言うなら、考えてあげてもいいわよ」

「……いや、やっぱりいいかも」

「なんでよ！」

「噓うそよ。……でも」

　思わぬ掌てのひら返しに泣きそうになるが、ヘレナは苦笑して否定し、そして一転、まじめな顔に戻もどった。

「メイ……いまどきそんなテンプレなツンデレはどうかと思うわ。キャラクター付けに関して一度ちゃんとディスカッションしましょう」

「え？　え？」

「今度からは、あなたのこともマネージメントしてあげるわ」

「お、おう」

　ツンデレ？

　そんなつもりはまったくなかったのだけれど……そう思いながらも、この流れを受け入れることにしたメイディンだった。
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　今回、さすがにフロディティは参加できなかった。

　だけど落ち込んではいない。

「好都合よね」

　むしろそんな風に思う。

　というよりも前回のイベントの後に知ったのだが、参加できなかった人たちも観戦サーバーという場所から戦いを見ることができたらしい。

「こっちの方が自由に動けるし……」

　言いつつ、広場にいるアロンニンフを観察し、カメラに向かって愛あい嬌きようを振ふりまいているジュンの姿を見てげんなりとした。

「ああもう……ああいうの本当いや。調子乗っちゃってさ」

　開始まではああいう感じが続いていくのだと思うと、早く時間が過ぎないかと祈いのってしまう。

「自分たちが使ってる物がなにか、わかってるんでしょうね。わかってなかったとか、そんなのは勘かん弁べんしてよ」

　たとえゲームでも不正なものを使っていたら、運営の対応次第では立派な罪名を付けられて警察に捕つかまってしまうこともある。

　だけど、そんな重大なことになるとは思いもよらずやってしまっていたなんて、ニュースの中ではいくらでも聞く話だ。

　できれば、自分が関わる人たちにはそんな人はいないで欲しいと思う。

（そうでなければ、後味が悪いじゃない）

　なんて思っているのだけれど……。

「では、開始時間までわたしたちアロンニンフのデビュー曲『かんむりちょうだい♡』を聞いてください！」

　場に似合わない明るい曲とともに踊おどり出すアロンニンフの女の子たちを見ていると、どうにもその可能性を感じて、フロディティはまたもげんなりとしてしまう。

「ああもうホント、ボロ負けすればいいのに」

　思わずそう呟いて、考え直す。

「……いや」

　ボロ負けすればいい……ではない。

「することになるのかしら？」

　かしら？　……でもない。

　これはもう、決定事じ項こうなのだ。
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　フロディティがそんなことを思っている頃ころ、レウスもまた感かん慨がい深く目の前を眺ながめていた。

　そこには、勢せい揃ぞろいしたモンスターたちが進軍する光景がある。

『C.R.O.W.N.』名物、魔ま軍ぐんの行軍だ。

　それぞれの拠きよ点てんから発した魔軍は本物の軍隊のように隊列を整え、進軍する。

　壮そう観かんなその光景をレウスはギガスたちが担かつぐ輿こしの中から眺めている。

「まさか、こっち側の視点を体験することになるなんて」

　ユイオンの化けたマントや鎧よろいを纏まとい、レウスは感慨深く呟いた。

（ていうか、このイベント自体、[image: β]テストにはなかったからなぁ）

　しみじみとそんなことも思ってしまっていると、ユイオンが話しかけてきた。

『他人には体感できない状じよう況きようというのは優ゆう越えつ感に浸ひたれませんか？』

「違い和わ感かんの方が強いよ」

　優越感なんてあからさまなユイオンの言葉に、レウスは苦笑した。

　だけどそのすぐ後にため息も零こぼれる。

（まだ躊ちゆう躇ちよしてるんですか？）

「うん？」

（あなたはわたしに誘さそわれてからも、ずっと躊躇しておられるように見えましたから）

「ああ、まぁ……」

（思ったよりも優ゆう柔じゆう不ふ断だんなのですね）

「……全部が思った通りなら、こっちだって迷ったりしなかったよ」

　ユイオンの言葉に、レウスはまたため息を零す。

　ここに戻るまでは冤えん罪ざいで通報したアルテナを憎にくんでいた。

　だけど、そんな彼女は騎士団オルデンから爪つま弾はじきにされ、味方さえほとんどいないような状況だった。

　それだけでも、本来なら『ざまぁ』と笑ってやれば良かったのかもしれないけれど、あいにくとレウスはそんなことができる性格ではないと痛感させられた。

「いまだって、どうしてイオディスがアルテナを唆そそのかしたのかわかっていないし、君は君でなにかを企たくらんでそうだし」

　ユイオンがあからさまに沈ちん黙もくしたので、レウスは苦笑した。

「だから、いまはとりあえずやりたいと思ったことをやらせてもらうだけだよ」

　どちらにしろ、アスラインを取り戻す鍵かぎはユイオンが握にぎっているのだ。

　いまはユイオンが反対しない範はん囲いで自分の思うことをやらせてもらうのが一番良い。

　そしておそらく、いまのこの流れはユイオンが望んでいる通りなのではないか？

「ここにいれば、僕はアカウントを取り戻せるんだよね？」

（ええ、必ず）

「なら信じるよ。僕にはそれしかできないんだから」

（いいえ）

「え？」

（あなたにしかできないことがあるから、わたしはあなたを呼んだのです）

　ユイオンの言葉は、不思議とレウスに力をくれる気がする。同じことを言っているはずなのに、レウスの投げやりな気分を否定してくれているように感じる。

「ありがとう」

　そう言っていると鐘かねの音が響ひびき、輿の揺ゆれが止まる。

　ウラウトポリスの門前に辿たどり着いたようだ。

　戦いが始まる。




　正門を守る守備隊に魔軍が襲おそいかかる。城じよう壁へきからの支し援えんがあるものの、門前の戦いは広い場所で自由に隊列を変へん更こうできる攻こう撃げき側が有利なように作られている。

　閉じられた門は何度か攻撃を仕し掛かけ、耐たい久きゆう値をゼロにすることで開門となる。

　開門してすぐは一転して防衛側が有利となる。

　だが、そこを切り抜ぬけると戦場が広い場所に移る。その場での有利不利はそのときの状況に左右されることになる。

　正門が開いたところで、レウスは立ち上がった。

「それじゃあ、僕も」

（待ってください）

　それをユイオンが止めた。

（あなたはもう少し後で）

「え？」

（いきなりボスが前線にいてもおもしろくないじゃないですか）

　おもしろくない、にレウスは記き憶おくを刺し激げきされる。

　だけど、ユイオンはこちらの気分に気付かぬまま話を続ける。

（ここはまず豪魔将にやらせて、彼がボスではなくなったことを強調するんです。戦せん況きようが拮きつ抗こうしたところで、あるいは押し負けつつあるときにあなたが登場、逆転というのがおもしろいんじゃないですか）

「……僕よりも君の方がエンタメを理解してる気がするよ」

（ある程度は計算できます）

　しれっと言ってのけられるとレウスとしては困る。

　もしかしたら、それがわからなかったからレウスはイオディスに排はい除じよされたのかもしれないのだ。

「僕はテクニックとかを見たいけどなぁ」

（それを楽しむためにはある程度の知識や経験が必要になります。ですが、勝ち負けだけなら敷しき居いはそれよりも低い。つまり、より多くの人が楽しめます）

　ユイオンの答えにレウスは複雑な気分になった。それは、ちょっと前にレウスが考えたことそのままだったからで、つまりそれは……彼を肯こう定ていすることになるからだ。

（どうしました？）

　それがユイオンには伝わったようだ。

「……実を言うと、同じことを前にも言われたことがあるんだ」

（どなたにです？）

「イオディスに」

　夜会ナイトレイドのずっと前だ。どんな騎士団にしたいかという話をしたときに言い合いになった。攻こう略りやくではよく口くち喧げん嘩かぐらいはしたので、レウスはいつものことと思っていたが。

「もしかして、あのときにイオディスに排除されることを決められたんだったりして」

（ありうるかもしれませんね）

　素直に頷うなずかれると、それはそれで辛つらい。

「…………いや、できれば『まっさかー』とか笑って済ませて欲しかったよ」

（まっさかー。あははははは）

「…………ごめん、淡々と笑われると、怖こわい」

（注文の多い人です）

　冷たい声で責められるとむしろほっとする。




　戦いは続いている。

　豪魔将は門内のパーティを制し、広場へと進しん撃げきしていく。

　それに続くモンスターたちもいる。門内にはまだ戦せん闘とうを続けているプレイヤーはいるが、戦闘域が満員となっているため、豪魔将を止めることができない。

　進軍する豪魔将の先には広場があり、そしてアロンニンフたちが待ち構えている。

（さて、わたしたちもゆるゆると付いていきましょう）

　状況を確認して、ユイオンがようやく言った。

　輿を降りると、今度はボーンホースに繫つながれた戦車に出で迎むかえられた。手た綱づなはゴーストが握っている。

「え？　もしかしてこれに乗るの？」

（もちろん。威い厳げんは大事ですから）

「はぁ……威厳ねぇ」

（あなたたち、ボスを正念場まで守ってくださいね）

「イエーヤー！」

　ゴーストとは思えない威い勢せいの良い声に矛む盾じゆんを感じつつ、レウスは戦車に乗り込む。

「なんかすげー悪者っぽい……」

（この世界でのモンスターは悪者なのではないですか？）

「そうなんだけどさ」

（それなら、存分に悪者を楽しめばいいじゃないですか）

「……楽しむ、ね」

　レウスにとっての楽しむはこういうことではないのだけれど……。

（まぁ、おもしろいかもだけどさ）

　とにかくいまはモンスターのボスを演じるしかないのだ。

　手綱が唸うなり、ボーンホースに引かれた戦車が走り出すのだった。
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「さあ、みんな。行くよ！」

　広場に入った豪魔将をアロンニンフが迎むかえ撃うつ。

　ボス級のモンスターの中でも豪魔将のサイズ感は一、二を争う大きさがある。

　その迫はく力りよくを前に、五人の見み目め麗うるわしい女戦士たちが立ち向かう姿は、確かに絵になる。

　配信中の動画の視し聴ちよう者数は順調に伸のび、コメント欄らんも盛り上がっている。

「ふふふ、調子に乗ってやってるやってる」

　アロンニンフの戦う姿に、フロディティはほくそ笑んだ。

「さあさ、どんどん戦ってどんどん数値を出してね。それが決定的証しよう拠こになるんだから」

　そんなことを言っているが、フロディティ自身はその数値から違ちがいを導き出すことはできない。

　だけど、それができるぐらいにやり込んだレウスがこちら側にはいるのだし、そうでなくとも映像を運営に報告すれば解かい析せきしてくれる人員はいるだろう。

　成果がもたらす報ほう酬しゆうを手に入れることで、ようやくフロディティは解放される。

　その未来が現実化しつつあることで、緊きん張ちようが少し緩ゆるんだのだろう。

「……あっち、どうなってるんだろ」

　アルテナが気になって、そう呟いた。

「いやいや、関係ないし」

　はっと我に返って、フロディティは首を振ふる。

「あたしは、ちゃんと目的があってここにいるんだから……」

　ゲームになんて没ぼつ頭とうしている暇ひまはないのだ。

　報酬を手に入れて解放されなければならないのだ。

「こんなところに長居なんてする気はないんだから」

　そう言いつつも、居場所を失いつつあることを理解しているアルテナの顔を思い出すともやもやする。

「ええい！」

　ついに我が慢まんできなくなってフロディティは叫さけぶと、アルテナたちがいる場所に向かったのだった。

　そこにいたアルテナの様子をこっそりと見る。

　アルテナとヘレナと二人をサポートする騎士団オルデンのメンバー。それとこの場の撮さつ影えいを担当しているメイディンとカメラマンがいる。

　なにもすることがないかのように、立ち尽つくしている。

（せつない！）

　活かつ況きようの広場との対比はその一言以外で評しようがない。

（なんなのよ、この扱あつかいの差）

　こんな扱いをして、イオディスという男はなにを考えているのかわからない。

「団長はどんな顔してるのかしら？」

　気になって、フロディティはイオディスを探した。

　彼は騎士団本ほん拠きよの近くにいた。

　進軍イベント中は建物の中に入れなくなっているので、そこにいるしかないのだろう。

　護衛すら付けずに悠ゆう然ぜんとそこに佇たたずむ姿は、心ここにあらずという様子だった。

「彼、あんなところでなにをしてるの？」

　その様子はログインしてそのまま放置しているようにも見える。

　イオディスに良い印象はないのだが、その無責任な様子にさらに腹が立ってくる。

「え？」

　そのイオディスに変化があった。

　相変わらず立ち尽くしたままの重騎士らしい大おお柄がらな体が、いきなりぶれた。

「……なに？」

　調子の悪いモニターのようにイオディスの姿だけがときおりぶれるのだ。

　不可思議な現象に首を傾かしげるのだが、その正体はわからない。

　それに、そんなものはただの機械の故障かもしれない。

「あ、いけない。これ以上は他を見てられないわ」

　そうしている内に時間が思った以上に過ぎてしまった。

　自分がいなくてもいいかもしれないが、やはり見届けるべきだ。

　そう思ってフロディティは広場に戻もどった。




　豪魔将が巨きよ腕わんを振るい、衝しよう撃げき波はを広こう範はん囲いにばら撒まく。

「うわっ、あぶな」

　見み逃のがすところだったとフロディティは記録を再開する。ユイオンも記録してくれているはずだけれど、証拠記録は幾いくつあっても良いはずだ。

　豪魔将の直ちよく撃げきを受けた重騎士が大ダメージで動けなくなるが、アロンニンフの神しん療りよう士しが動けるようになるまで応急治ち療りようをする。

　重騎士が復帰するまでの間、アロンニンフたちは豪魔将の注意を引き、さらに他のモンスターを倒たおしていく。

　その連れん携けいは、なにもわかっていないフロディティでさえ見事だと思う。

　それなのに、どうしてチートなんてものに手を出したのか？

　チートがあるからこんなことができるのか？

　それとも、チートを使わなければ辿たどり着けない領域があるのか？

　そんなことを考えていると、ついに豪魔将が倒れた。

「へへん！　どんなもんよ？」

　とどめを刺さしたアロンニンフの一人が得意げに笑う。

　だが、ジュンは他のメンバーよりは冷静だった。

「でも、豪魔将を倒してもポイントがそんなに上がらない。やっぱり新しいボスが現われたって噂うわさは本当なんだね」

「それなら、わたしたちがやっつけちゃうぞ♪」

「当然♪」

「でもその前に、仲間を回復しないと」

　重騎士の回復を終えた神療士が他のメンバーを治療するために移動しようとしたところで、いきなり戦闘域が広がった。

「え？」

「敵が接せつ触しよくした？」

「どこ？」

　慌あわてふためくアロンニンフの中、何人かはそれに気付いた。

　影かげだけが神療士に近づいていく。

　聡さといプレイヤーはすぐにわかっただろう。

《隠密》だ。

　次の瞬しゆん間かん、槍やりの一いち撃げきが神療士を襲おそう。

「きゃあっ！」

　悲鳴を上げながら神療士が倒れる。

　同時にレウスの姿がこの戦闘を見る全ての人々の目にさらされる。

　豪ごう華かな鎧よろい姿にマントを羽は織おったリザードマン。

　演出で街のあちこちには火が放たれているのだが、その炎ほのおを背負った姿は王おう冠かんだけが金色に輝かがやいて威い圧あつ感かんを放っている。

　倒れた神療士が慌てて起き上がり距きよ離りを取る。

「やった」

　みながレウスに注目する中、フロディティは歓かん喜きした。

　レウスの《隠密》からの奇き襲しゆう攻こう撃げきが大ダメージを生むのは、最初に出会ったときに知ることができた。

　ボス級のモンスターからの奇襲ダメージを受けてプレイヤーキャラが生きていられるはずがない。

　つまりそれがチートの証あかしだ。

「あのダメージで生きてるとか、普ふ通つうはないでしょ。レウスって超ちようナイス」
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「倒れないか」

　距離を取る神療士を見送り、レウスは呟つぶやいた。

（フロディティさんも記録しているでしょうけれど、念のためにこちらでも記録しました。この戦せん闘とうでのダメージ値を計算し直せば彼女たちのステータスが異常であることの証拠となるでしょう）

「それはよかった」

（嬉うれしくはなさそうですね？）

　ユイオンばりの単調な台詞せりふを指し摘てきされて、レウスは肩かたをすくめた。

「これが必要なことだと思ってるからやるだけだよ。そうなんだろう？」

（ええ、もちろん）

　驚おどろいていたアロンニンフが戦闘態勢に入る。

　レウスにしてみればいまさらなほどの遅おそさだ。

（必ずや、あなたのアスラインを取り返す道筋となります）

「それならいいんだ」

　レウスは一人、対してアロンニンフ側は最大の七人だ。

（まさか負けるということはありませんよね？　モンスターたちを呼びますか？）

「いらないよ」

　槍を構え、レウスは言いきった。

「ステータスばっかりで隙すきだらけだ」

　言ったところで、アロンニンフが迫せまってきた。

　戦いが始まる。




　戦いは圧あつ倒とう的だった。

「え？　はやっ！」

「きゃっ！」

「ちょっと盾たてさん！　捕つかまえてよ」

「こいつ！　鎖くさりの射程がわかってる！」

「消えた！」

「《隠密》だ！　奇襲に気をつけて！」

「そんなこと言っても……きゃぁぁっ！」

「こいつぅっ！」

　レウス……アスラインはソロで攻こう略りやくすることにこだわり続けた。

　ソロで戦うことで重要なことは、相手の攻撃を受けないことだ。

　そしてそのためには、相手を知り尽くす必要がある。

　攻撃の順序、スキル発動時の癖くせ、スキルの特性……知る必要があるものは全て調べた。実際に何度も挑ちよう戦せんすることで、体で覚えもした。

　そうやって何度も繰くり返すことで、ある程度のことなら見るだけでわかるようになってしまった。

　だからそれは、対人戦闘でも似たようなものだった。

　アロンニンフとその取り巻きたちの戦い方は、もうわかった。

　だから崩くずすのは、それほど難しくはない。

　どんな強力な攻撃も、当たらなければ意味はない。

　どんな強固な防ぼう御ぎよ力も、攻撃が通用しているのならいずれは崩れ去る。

　必要なのは、自分は絶対に倒れない、諦あきらめないという鉄てつ壁ぺきの意志だけだ。

　盾役の重騎士は《相対の鎖》を躱かわされ、弄もてあそばれ、その間にアロンニンフのメンバーは一人また一人と倒れていく。

　次々と他の騎士団メンバーが参加していくが、結果は変わらない。

　確実に一人ずつ倒されていく。

「な、なんなんだ、あいつ！」

「お、おい……攻略班、なんとかしろよ」

「そんなこと言っても、団長！」

「なんで団長がいないんだ!?」

　戦闘域の外から状じよう況きようを見守っていた騎士団オルデンメンバーは慌て始める。

　すでにアロンニンフは戦闘域に一人もいない。

　夢から覚めた気分で団長の姿を捜すが、彼の姿はこの場にはなかった。

　そして気付くのだ。

　かつての騎士団の最さい精せい鋭えいパーティだった攻略班なんて、アロンニンフ結成のドタバタでメンバーのほとんどが脱だつ退たいしてしまい、機能していないことを。

「どうすればいいんだよ……」

　誰だれかが天を仰あおぐように呟く。

　自分たちは覇は権けんランキング上位の強きよう豪ごう、アロンフォリス騎士団だったはずだ。

　だけど違ちがうのだ。

　ただ、ランキングが落ちるタイミングにいなかっただけだ。

　真価を問われる瞬間が来たら、そのときにはこんなに簡単に崩れ去るような状況だったのだ。

　そのことに、いま、この場にいる騎士団メンバーは気が付いた。

「いまさら……」

　その様子に、レウスは冷さめた声を投げかける。

　もちろん、モンスターとしてここにいるレウスの声はプレイヤーたちの耳には届かない。

（混乱してますね）

　ユイオンの声が冷たいのはいつも通りだ。

「イオディスがいない。どういうことだ？」

（いますが、離はなれたところで様子を見ているようです）

「団長がやられたらポイントが大きく減るから後ろにいるのは妥だ当とうだけど……この状況でメンバーに声がけもしないって？」

　そんなことがあるものなのか？

「やっぱり、なんか変だ」

（では、正体を探りに行きますか？）

「…………」

　どうするべきか、レウスは悩なやんだ。

　イオディスと直接対決するべきか？

　だけど、チートの件に関してなら、すでにアロンニンフたちとの戦闘で証しよう拠こは手に入れたはずだ。

　だとしたら、ここから先はレウスの目もく論ろ見みを優先させてもいいのではないか？

　そんな風に考えていると、そこに現われた。

「みんな、しっかりするんだ！」

　混乱した仲間たちの間を、アルテナの言葉が颯さつ爽そうと駆かけていく。

「あ、アルテナ」

「パーティを組み直せ。陣じん形けいを崩すな。モンスターは他にもいる。そいつらを倒たおしてポイントを巻き返すんだ。こいつは……」

　一気に喋しやべりながら、アルテナは戦闘域に入っていく。

　レウスの前に立つ。

「私が、なんとかする」

　望み通りの展開になった。

　生気に満ちあふれたアルテナの姿は、つい最近までの落ち込んだものではない。

　まるで光り輝くかのような……そう、ＣＭで観た彼女そのままだ。

　ある意味で『C.R.O.W.N.』にプレイヤーたちを導く戦いの女神がそこに現われたようなものだ。

　そんな彼女がレウスに戦いを挑いどむ。

　そしてレウスもまた彼女に挑むのだ。

（そうだ。これでいい）

　レウスはにやりと笑いたかった。だけどいまのリザードマンの姿ではそれがうまくできない。

　代わりに、牙きばを剝むき出して笑った。
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　少しだけ時間を戻もどす。




　アロンニンフたちの窮きゆう地ちをいち早く嗅かぎつけたのはメイディンだった。

　彼女に促うながされてアルテナたちも広場に移動し、その惨さん状じようを目もく撃げきすることとなった。

「あれは……」

「うわ……なにあれ？」

「あれが噂うわさの新ボス？　それにしても、強力すぎない？」

「アロンニンフ負けたし……ざまぁだけど、やばすぎない？」

　そんな陰かげ口ぐちが聞こえてくる。イオディスの威い光こうを受けた彼女たちにすり寄っていながら、その実、嫌きらっていたのだ。

　そんな彼らも、アロンニンフが全員敗北し、その後も増ぞう援えんで戦闘に参加する仲間たちが倒れていく姿に顔色を変え始めた。

　ボスとはいえ、たった一体のモンスターにこのままでは敗北させられる。

「ヘスペリオン級とか？　マジかよ運営。そんなん出すなよ」

　誰かの言葉が、またアルテナを刺さす。

　ヘスペリオン。

　攻略不可能とまでいわれた存在。

　だけど、それを倒した人がいる。

　アルテナが信しん仰こうのように慕したい、そして裏切ってしまった存在。

　自分が無理だと思ったものを彼が倒したことが、そんなに信じられなかったのか？

　いいや違う。

　信じ切れなかったから、疑ってしまったのだ。

「攻略班はもう機能していませんし、一気に崩されるかも」

　ヘレナが冷静にそんなことを言っている。

「まっ、いいんじゃない？　もうメイたちには関係ないんだし」

「そうですね」

　メイディンの言葉にヘレナが頷うなずく。

　脱退を決めているのだから、これからアロンフォリス騎士団を襲おそうだろう試練なんて、興味の外だ。

　そのはずだ。

（だけど……！）

　アルテナは、前に出る。

「ちょっと、どうする気？」

「アルテナ。なにを!?」

「向かう」

　アルテナの一言にメイディンが信じられないと叫さけんだ。

「どうしてよ？　ほっとけばいいじゃない」

　メイディンが言う。

　その通りだと思う。

　イオディスにはいらない子のように扱あつかわれてきたのだ。いまさらアルテナが一人でがんばったところで、無意味で余計なお世話に違いない。

　だけど、問題はそういうことではない。

　あの特とく殊しゆボスの圧あつ倒とう的な強さを見ていて、思い出したことがある。

　アルテナが信じようとしたものが、なんなのかを。

「……たとえもう、この騎士団に私の居場所がないのだとしても」

　アルテナのがんばりを余計なことだと思われたとしても。

「強敵を前にして挑戦さえも放ほう棄きするなんて、アスラインがするはずがない」

　そうだ。

　騎士団の事情なんて、最初から知ったことではないのだ。

　不要だと思われていても騎士団にこだわったのは、あそこがアスラインの居場所だったと思っていたからだ。

　騎士団にこだわっていたわけではない。アスラインにこだわっていたのだ。

　そしていまも、そのこだわりを捨ててはいない。

（私が信じないといけなかったアスラインは、絶対にそんなことはしない）

　強敵を前に、ただ逃にげるだけなんて、しない。

　それなら？

「それなら、私がここから逃げ出すわけには絶対にいかないんだ！」
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　戦せん闘とう域にアルテナが入ってきた。

　それとほぼ同時に、残っていた騎士団員たちが戦闘域から退き、一対一の構図となった。

「…………」

「…………」

　パーティの組み直しの可能性もあったが、追加で戦闘域に入ってくる者はいない。

　アルテナは無言で剣けんを構える。

　レウスも槍やりを構える。

『どうなさいますか？』

「戦うよ。決まってる」

　ユイオンの問いに簡潔に答える。

「いまは進軍イベント中で、僕と彼女は、敵同士だ」

　アルテナに聞こえていたはずもないだろう。

　だけど彼女は、レウスが話し終えたとともに動いた。

　天てん翔しよう士しの速い一いち撃げきに合わせて、レウスも槍を振ふる。薙なぎ払はらいによる攻こう撃げきキャンセルだ。

　剣を弾はじかれたアルテナは攻撃にこだわることなく多段ジャンプを利用してレウスと距きよ離りを取ろうとする。

　だが、レウスは地を駆け、アルテナの着地点で待ち構える。

「くっ！」

　待ち構えた一撃は、しかしアルテナが温存していた最後のジャンプを使って回かい避ひされた。

　後退を続けるアルテナをレウスは追いかける。

　お互たがいの攻撃範はん囲いを読み合う剣と槍の一いつ閃せんが何度も交こう錯さくし、武器が触ふれ合い火花が舞まう。

「強い」

「ＷＯＯＯＯＯＯＯＮｎｎｎｎｎｎ…………!!」

　後退しながら呟つぶやかれたアルテナの言葉を、レウスはらしくない咆ほう哮こうでかき消した。

　その音で、アルテナの硬かたい表情が震ふるえる。

　トカゲの目とアルテナの鋭するどい瞳ひとみがぶつかり合う。

　目を逸そらしたのはアルテナだった。

「くそっ……！」

　それが許せなかったのか、アルテナが後退を止めた。

　一転して前進し、激しい攻こう勢せいにかかる。

　後退することになったレウスだが、槍の長さを利用して攻撃そのものは弾き続ける。

　一見してアルテナが押している状じよう況きようのように見えるが、実は違ちがう。

　このとき、レウスは怒おこっていた。

「そんなものか？」

「え？」

　レウスの声にアルテナが驚おどろいた顔をした。

　アルテナの足が止まるが、レウスはその隙すきに乗じたりはしない。逆にアルテナの返事を待つかのように攻撃を緩ゆるめた。

　そんなこと、ＮＰＣなら絶対にしない行動だ。

「な、なんだ？」

　思わぬ事態にアルテナが戸と惑まどう中、レウスはさらに言葉をかける。

「他人の真似まねをしてその程度で、満足か？」

「な、くっ……くそっ！」

　さらに思いもよらない言葉を浴びせかけられて、アルテナは怒いかりで顔を赤くして、攻撃を仕し掛かけてくる。

　だが、レウスはそれを冷静に捌さばく。

　敵のことを嫌になるほど調べた。

　だけどそれ以上に、天翔士というクラスについても研究した。

　そして、いま見せているアルテナの動きはその当時にアスラインがしていた動きだ。

　なにも変わっていないと感じたのだ。

　レウスがアスラインとして活かつ躍やくしていた頃ころと動きがなにも変わっていない。

　善意に考えれば、すでにその頃からアルテナの迷走が始まっていたとすることもできる。彼女には現状維い持じするぐらいの精神的余よ裕ゆうしかなかったのかもしれない。

　だけど、だからしかたないと考える理由もない。

　アスラインを押しのけておいて、アスラインの模も倣ほうで止まってしまっていて、許せるはずがない。

　そこから先に、アルテナなら届くはずなのに！

「本人を追いやって、そいつに成り代わって、その程度か？」

「う、うるさいっ！」

「お前は、そんなものでいいのか？」

「誰だれなんだ！　さっきから!?」

　アルテナが泣きそうな顔で叫んだ。

　レウスは今度も動かない。

　まるでアルテナに考える余地を与あたえるような停止で、これもまたＮＰＣなら絶対にありえない動きだ。

　明らかになんらかの意思が働いていることをアルテナも感じただろう。

　そして、そんな問いかけをする人物に心当たりがあるとしたら……？

「まさか……あ、あなたは？」

「…………」

　信じられないという顔で、リザードマンの顔を見つめる。

　だけど、そんなことがあるわけないと顔を振る。

（このモンスターが、もしかしたらあの人だなんて）

　いま目の前にいるのはただのモンスター、ＮＰＣ、プログラミングされて動いているだけの虚きよ像ぞうにすぎないはずだ。

　だけど……もしかしたら？

　アルテナの迷いを衝つくように、今度はレウスが攻せめた。

　突とつ如じよとして始まった猛もう攻こうに、アルテナは防戦一方、回避するだけで精せい一いつ杯ぱいの状況となる。

　だがそれでも、アルテナは攻撃の糸口を見つけようとする。

　小さなダメージの攻撃でも、それが積み重なればどんな強敵だって最後には倒たおれる。アスラインの教え通りに、アルテナは回避の隙すき間まに速いがダメージの少ない攻撃を仕掛けてくる。

　だがそれさえも、レウスは凌しのいでしまう。

　まるでアルテナの攻撃を読み切っているといわんばかりに、全ての攻撃を弾き、あるいはダメージゾーンから逃のがれている。

「どうして!?　どうしてそこまで読み切られる!?」

「…………」

「なんなんだお前は？　なんで私をその目で責める!?」

「…………」

　戦いながら、アルテナが叫さけぶ。

「私が悪いのか？　私がなにをした!?」

「…………」

　だけどそれはもう、戦闘に思考のほとんどを振り分けた者の、隙間から零こぼれ出た悲鳴のようなものでしかない。

「たしかに私は裏切ったかもしれない！　だけどそれなら、あの人だって……」

「…………」

「あの人は、裏切ったのか？」

「…………」

　だけどだからこそ、その言葉は本心に近い言葉になるのではないか？　矛む盾じゆんだらけになるかもしれないが、飾かざられていない言葉になるのではないか？

「私は、やっぱり……」

「さあ、どうする？」

　鍔つば迫ぜり合いに持ち込み、レウスはさらに問う。

「お前はやってしまった。それで、どうする？」

「…………」

「形だけ取り繕つくろって、成り代わったつもりになって、それでどうする？」

「……私は」

　言葉と力がアルテナをぐいぐいと押し込んでいく。

　戦闘域の外は歓かん声せいに満ちていた。
















　アルテナは押し込まれているが、さきほどまで七人揃そろっていても瞬またたく間に倒されてしまったのだ。

　それと比べれば互ご角かくに渡わたり合っているだけで信じられない光景となってしまう。

　そしてその光景は、こうやって戦いに見とれてしまう者と戦意を取り戻もどす者と、二つの現象を生んだ。

　戦意を取り戻した者は手近な仲間とともにウラウトポリスに入り込んだモンスターの迎げい撃げきに向かう。

　アルテナの言うとおり、まだ負けと決まったわけではない。団長がやられたわけではない。ポイントの差はいまだ逆転可能な領域だ。

　アルテナがここにいるだけで、騎士団オルデンはここまで持ち直した。

　それだけの存在感が、アルテナにはある。

　はたしてそんなすごいものが、アスラインにはあったか？

　鍔迫り合いを演じながら、力で押し込みながら、レウスも自問する。

　きっとなかった。アスラインにはそんなものはなかった。

　アスラインがヘスペリオンに一人で立ち向かっても、ただ一人、誰よりもアスラインを信じてくれていたアルテナの信しん頼らいを崩ほう壊かいさせることしかできなかった。

　だけど、アルテナにはそれがある。

　それがおそらく、魅み力りよくとかカリスマ性とかいうものなのだろう。

　悔くやしい。

　きっとそれは、レウスが目指しているプロ・ゲーマーにとって必要なものだ。

『C.R.O.W.N.』を盛り上げるという意味で、他人を魅み了りようするプレイができなければならない。かつてイオディスが言っていた『他人を楽しませろ』という言葉を、アルテナはただ行動するだけでできてしまうのだ。

　そんなもの、アスラインにはなかった。

　だからこそ、レウスだって見捨てられないのだ。

　自分の後ろを付いてきていただけのアルテナが、いつのまにか自分よりも凄すごい存在になってしまっていた。

　そのことが悔しく、そして腹立たしい。

　そして……。

　心ない誰かの手によって潰つぶされようとしていることが腹立たしい。

（そんなこと、させるものか）

　この瞬しゆん間かん、レウスは自分の心境が完全に変化したのを自覚した。

　アルテナへの復ふく讐しゆうのために戻ってきたはずなのに、いつしか彼女に同情するようになって、迷い……そして決めた。

　あるいはレウスもアルテナのカリスマ性に取り憑つかれたのかもしれない。

　通報したという事実は変わらない。

　だけど、それに囚とらわれる彼女が居続ける限り、レウスもその事実に振ふり回されることになるだろう。

　なら、その気分を払ふつ拭しよくするためにもアルテナに下を向かせたままではいけない。

　前を歩かせねば。

「この場に立って、お前はどうする!?」

　決めたからこそ、再び問う。

　イオディスに追いつめられ、心が折れかけていた彼女に問う。

　それなのにこの場所に自分の足で辿たどり着いた彼女に問う。

　一体これから、どうしたいのか？

「戦うのよ！」

　アルテナが叫んだ。

　彼女は怒おこっていた。泣きそうにもなっていた。

　リザードマンにそんなことを聞かれて、腹が立ったのかもしれない。リザードマンに内面を暴かれて、理り不ふ尽じんに怒っていたのかもしれない。

「それしかないじゃない！　あの人の真似まねでもなんでも、あの人の夢のまねごとでもなんでも、私にはそれしかやることがないのよ。私はあの人になりたかった。だから、ここで戦うしかないのよ！」

　鍔迫り合いから脱だつしたアルテナは、距きよ離りを取ると見せかけて一気に間合いを詰めてきた。

　追つい撃げきを仕掛けようとしたレウスは虚きよを衝つかれ、痛つう烈れつな斬撃を肩かたに受ける。

　ポップする大ダメージの表示に戦せん闘とう域の外が沸わく。

　アルテナは外部の音が聞こえないかのごとく、冷静に距離を取って仕切り直す。

（調子に乗ってたらそのままやれたのにな）

　なんてことを考えながら、レウスはにやりと笑った。

　今度はもう少しうまく笑えたと思う。

　だけど実際は牙きばを剝むき出しにした凶きよう暴ぼうな雰ふん囲い気きのものでしかない。

『やる気にさせてどうするんですか』

　ユイオンが責めるが、気にはならなかった。

「そうじゃないとおもしろくない」

　そうだ。

（僕もまた、認めないといけない）

　アスラインに、アルテナのようなカリスマ性はない。イオディスのような他人を楽しませるにはどうすればいいかという考え方はできない。

　でも、だからここにいられないというわけじゃないはずだ。

「もうわかったからさ。僕は復讐なんて性たちじゃない」

『諦あきらめるのですか』

　ユイオンの質問に、まさかと返す。

「僕のアカウントは取り返す。だけど……」

　いま、ここで戦っているのは復讐者としてではない。

「アルテナと戦えるなら、ちゃんとやる気を出してもらわないと！」

　強者を前にした一人のプレイヤーとしてだ。

　ユイオンに答え、距離を取ったアルテナを追う。

　戦いはさらに激しくなっていく。お互たがいの攻こう撃げきはさらに激しく巧こう妙みようになっていく。レウスの槍そう撃げきは荒あれ狂くるい、アルテナの剣けん閃せんはその隙すきを突く。




　その激しさに戦いを忘れた騎士団のメンバーがさらに引き込まれていく。

　モンスターと戦っている仲間たちの意気がさらに揚あがる。

「すげぇ……」

「やっぱり、アルテナはすごいよ」

「一いつ騎き打うちだぜ。あんなこと、誰だれにできるよ」

「アロンフォリス騎士団はアルテナの騎士団だよ」

「ああ！　そうだよな!!」

「それなら、こんなところで負けてられるか！」

　そうして戦いを忘れていた騎士団メンバーも戦いに戻っていく。

　周囲の戦いもさらに激化し、ポイントの変動がさらに激しくなっていく。




　ヘレナとメイディンはその状じよう況きようの変化を見守っている。

「なんなのよこれ……」

　メイディンは不満そうに呟つぶやく。

「これがアルテナのスター性よ」

　対してヘレナは嬉うれしそうだ。

「やっと彼女がやる気になってくれた」

「はぁ、なによそれ……」

　アルテナの勇姿に陶とう酔すいするヘレナにメイディンはぐったりする。

「移い籍せきの話、なしになりそ」

　そんなことを呟きながら、実はメイディンの口元もこっそりと綻ほころんでいるのだった。
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　そして、イオディスもそれを見ていた。

　だけど彼はアルテナの戦いに見とれていたわけではない。立ち直る騎士団の姿に感動も悔しさもなかった。早々に退場したアロンニンフのことさえ頭になかった。

　その視界にはアルテナと戦うレウスの姿があるのみだ。

　いや、正確にはリザードマンの身を覆おおう装備品に向けられていた。

「やはり、アレはここにいたな」

　呟いて、笑みを浮うかべる。

　その姿がぶれる。

　フロディティが目もく撃げきしたのと同じように、壊こわれたモニターのように像が揺ゆれる。

「今度こそ捕らえるぞ、ユイオン」

　そう言ったイオディスが始まりの言葉を吐はく。

「発動だ」

　その瞬間、ぶれていたイオディスの姿が完全に消え、代わりに二つの姿を生み出した。
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　レウスとアルテナ、二人の戦いは白熱している。

　お互いに決定打を浴びせることなく。いや、どちらの攻撃も当たることなく目まぐるしく槍と剣が交こう錯さくする。

　気が付けば戦闘域を観戦する騎士団メンバーはいなかった。

　みながみな、アロンフォリス騎士団を勝利に導くため、戦いを始めている。

　騎士団チャンネルの視し聴ちよう者だけが見守る中で、レウスとアルテナは戦い続ける。

「強い」

「やるな」

　お互いに声をかける。

　もはやリザードマンが喋しやべっていることにアルテナは疑問を抱いだいていなかった。

　疑問を抱く暇ひまもなく、強い相手と戦えることを嬉しく思っている。

（これが、アスラインの境地なんだ）

　そう考えると、自然とアルテナは表情が緩ゆるんでしまう。

　そんなアルテナの顔をレウスは思わず見てしまう。彼女の顔に浮かんだ余よ裕ゆうを嬉しく感じていた。

　そんなレウスの心にユイオンが水を差す。

『レウス』

「なにっ？　ちょっといま、話してる余裕は……」

『ついにその時が来ました』

「え？」

『来ます』

　その言葉はさすがに無視できなかった。

　その時が来た。

　ユイオンの言葉がなにを意味しているのか、さすがにわかる。

　彼女がレウスになにを言って『C.R.O.W.N.』に誘さそったか。

　彼女がどうして、レウスの姿にさせてまで『C.R.O.W.N.』に戻もどしたか。

　それはもう聞いたからわかっている。

　だけど、その目的がやってくる？　状況がわからない。

　どういう意味かと思っていたら、それはもっともわかりやすく姿を現わした。

　轟ごう音おんとともに広場にその姿が落ちてきたのだ。

「なっ！　あれって……」

「え？　なに？」

「噓うそだろ……」

　周りで戦っていたプレイヤーたちの中にはその姿を見て困こん惑わくしたり、首を傾かしげたりする者がいる。

　反応が分かれるのは仕方がない。

　サービスの正式公開から『C.R.O.W.N.』を始めたプレイヤーは、この姿を見たことがないだろう。

　豪魔将を越こす巨きよ体たい。

　だが、腕うでばかりが目立つ豪魔将のような極きよく端たん化した異形さはない。黒と紫むらさきの混じり合う外がい殻かくが全身を覆い、鎧よろい騎き士しのような雰囲気がある。その背中には同じような色合いの翼つばさが生え、巨大な剣を杖つえのように地面に刺さしている。

　堕だ天てん使しと呼ぶのが相応ふさわしいだろうそのモンスターこそが……。

「ヘスペリオン」

『そう……そして……』

　ユイオンの言葉がまだ状況の変化が終わっていないことを告げる。

　レウスたちの戦闘域に入り込むヘスペリオンの後から、さらに何者かが侵しん入にゆうしてきた。

　ヘスペリオンを追いかけてくるように。

　ヘスペリオンのサイズの後では、見み逃のがしてしまいそうなプレイヤーがこの場所に交ざり込んできた。

　レウスはそれを見逃さなかった。

　そして、息を吞のんだ。

「なっ……あれって…………」

　そしてその姿にアルテナも気付いた。

「アスライン？」

　絶対にいるはずがない姿がそこにあった。
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　進軍イベント中にボス級のモンスターが突とつ如じよとして乱入する。

　そんなことはいままで起きたことがない。

　だが、このザーラントポリスに駐ちゆう屯とんする魔ま軍ぐんでは、すでにそれが二回も起きている。

　一度はレウスの登場。

　そして二度目はこのヘスペリオンの復活。

　生放送のコメント欄らんは異常な事態に沸わき上がっている。

　だがその多くは運営の仕込みだと語り、それで落ち着こうともしている。

　そこに新たに増えた一人のプレイヤーについては、多くの視聴者は異常だと思わなかった。




　ヘスペリオン、そしてアスラインの登場にレウスもアルテナも驚おどろき動けなかった。お互いに戦っていたことも忘れて、一体のボス・モンスターとプレイヤーの姿に見入っていた。

「噓……アスライン？」

　アルテナがふらふらとレウスから離はなれ、アスラインの方へ向かおうとして、その途と中ちゆうで足を止めた。

　戦いのことを忘れているその背にレウスだって攻撃を仕し掛かけられない。

　こちらだってそれどころではなくなった。

「くっ！」

　とはいえ、彼女の茫ぼう然ぜん自失ぶりを見るとレウスは思わず歯は嚙がみした。

　そのときユイオンが動いた。

　マントの一部を引き裂さいて剝はく離りしたユイオンは、そのままヘスペリオンに向かっていく。

「ユイオン！　なにを!?」

『あの体を取り返します』

　返事は鎧よろいの辺りから聞こえてきた。

「取り返すってどうやって……」

『レウス』

　スライムの体を進ませながら、ユイオンはさらに続ける。

『これは、罠わなです』

「は？」

　その言葉の後にスライムはヘスペリオンの足に張り付き、そして消えていった。

　ヘスペリオンの巨体が揺れて、足が止まった。

　その後に続くようにしていたアスラインも止まる。

「…………」

　動きを変えてヘスペリオンは振ふり返ると、足あし下もとにいるアスラインを見た。

『やはり、あなたたちが隠かくしていましたね』

　ユイオンの言葉に、アスラインは剣けんを構えることで応えた。

　ヘスペリオンも咆ほう哮こうする。

『いいでしょう。コピーでしかないあなたに同じことができるのか、見せてもらいましょう』

　そう言うや、ヘスペリオンも巨剣を振り上げ、アスラインに叩たたきつけた。

　アスラインはその剣を跳ちよう躍やくでかわすと、剣の上に着地するや腕へと向かって走り出す。

　だが、そのまま走らせはしない。剣を振るって弾はじき飛ばそうとしたのだが、アスラインはタイミング良くジャンプして剣を握にぎる手を蹴けり、さらに腕の上を駆かける。

　そのままさらに接近し、ヘスペリオンの顔面に斬撃を浴びせることになるかと思われたが、そうはならなかった。

　ヘスペリオンの翼がいっぱいに広がり、羽が離れる。離れた羽は矢か弾たまのように飛ひ翔しようし、アスラインに襲おそいかかった。

　直線ではなくアスラインの動きに沿って追つい尾びする羽に、アスラインはその場から跳とび離れ、さらに剣で切り払はらう。

　その戦いを、レウスとアルテナも見ていた。

「ああ、そんな……」

　覚えのある光景に、アルテナが信じられないと声を上げる。

「あの動き……本当にアスライン？」

　なぜなら、剣を駆け上がる一連の流れは、レウスがヘスペリオンに挑ちよう戦せんしたときの動きそのままだったからだ。

　まるで過去を再現するかのような戦いに、アルテナが震ふるえている。

　だが、レウスは怒いかりがわき上がるのを感じていた。

「不正に介かい入にゆうって……」

　運営からのメールの内容を思い出した。自分がなにをしてアカウント凍とう結けつという扱あつかいを受けたのか理解できなくて、説明を強く求めた。

　その努力が実って語られたのは、ただの一文だった。

『アカウントに不正に介入した』と。

　レウスはずっと、その文言を『チート行こう為いをした』と解かい釈しやくしていた。

　だから、アルテナの通報を信じた運営がアスラインのアカウントを凍結したのだと思っていた。

　ユイオンはヘスペリオンを取り返すとも言っていた。

　これもまた、使用不可となったヘスペリオンを運営から取り返す、再び登場させるという意味だと思っていた。

　だけど、違ちがうのか？

　もしかしたら、アスラインのアカウントは凍結されたのではなく、データを盗ぬすまれて消失してしまって、それを誤ご魔ま化かすために『凍結』ということになってしまっていたのか。

　そしてヘスペリオンのデータもまた何者かによって盗まれたということなのか。

「騙だまされてたんだ。くそっ！」

　ユイオンはこのことをわかっていて黙だまっていたのだ。

　そして盗んだのが誰だれかもわかっていたのではないか。

　だとしたら、これは……。

「罠って……そういうことか」

　ようやく理解できた。

「ユイオンは逃にげて来た人工知能って言ってた。それなら、ヘスペリオンとアスラインはユイオンをここにとどめて、おびき寄せるための餌えさってことか」

　ユイオンはヘスペリオンを使ってアスラインと再戦することを望んでいた。

　自分を負かしたアスラインのことをもっと知るために、ヘスペリオンとアスラインを取り返すことに執しゆう着ちやくしていた。

　そしてそのために、この世界に戻って来られなくなっていた『僕』をレウスとしてでも呼び戻した。

　アスラインがいないのなら、その技術を継けい承しようしたかもしれないアルテナが利用できるかもしれないと、アロンフォリス騎士団オルデンに追っ手が潜せん伏ぷくしていたとしても不思議はない。

「もしかして、イオディスは乗っ取られていたのか？」

　アカウントハック。何者かにアカウントを奪うばわれ、利用されていたのか？

　だけど、アカウントハックがそんな長期間放置されるはずがない。となると本人とも話が付いていたのだろうか？

　そこまで仮定すれば、納得もいく。

　イオディスの変わりようにも説得力が出る。

『誤算があったとすれば、わたしの潜伏期間が長かったことでしょう』

　レウスの考えを肯こう定ていして、ユイオンが語る。

『わたしの興味はあくまでもヘスペリオンを倒たおしたあなたにありました。ですので、できればあなたが自力で『C.R.O.W.N.』に戻もどってくることを期待していました。運営が素直にアカウント・データの消失を認めていれば、たとえアスラインとなることはできなくても、あなたが戻ってくることはできたはず。ですが運営は、通報を都合の良い建前としてあなたを永久追放することを決定した。それが一番、コストの少ない決断だったから』

　ヘスペリオンを操り、アスラインと戦いながらユイオンは語り続ける。

『あなたの正式な復帰が絶望的と判断したときから、わたしは現在進行中のこの計画を立案しました。あなたの想像通り、イオディスは夜会ナイトレイドの後から操作人物が替かわっています』

「やっぱり……」

『そうです。あなたが考えた通り、アルテナを唆そそのかし、あなたを追放した。そうしてアスラインとヘスペリオンのデータを奪い、わたしの興味をデータの奪だつ還かんに集中させようとした。奪還し、解かい析せきすればわたしの気が済むと思ったのでしょうね。ただ、彼らはこの作戦は短期で済むと思っていた。わたしが待つことを選せん択たくしたことが、彼らにとっては予想外だった。対応は膠こう着ちやくし、騎士団はその存在を歪ゆがませることになった』

　イオディスとすり替わった誰かも慌あわてただろう。

　ステータスが同じでも中身が違えばプレイに影えい響きようが出てくる。コンテンツの最さい先せん端たんにいち早く切り込む攻こう略りやく班をやるほどの実力はなかったのかもしれない。長引く潜伏期間に偽にせ者もののイオディスはメッキが剝はがれることを恐おそれたのではないか。

　だから、騎士団の方針を変へん更こうするしかなかったのではないか？

　実力を維い持じするためにチート行為を行いつつ、その一方でかつてのイオディスを知る者たちと距きよ離りを置くためにアロンニンフを結成してアイドル活動なんてものを始めたのか。

　そしてアルテナは立場を失うことになったのではないか？

『わたしが待機を選択したことで、アルテナの利用価値はないと思われたのかもしれません。あるいは彼女の立場を揺ゆさぶることでなにか変化が起きると思ったのか』

　レウスはアルテナを見た。

　さっきまでの戦いも忘れて、アスラインを見つめている。

　その顔は恐きよう怖ふで凍こおり付いている。アスラインが復活したことを喜んでいる様子はない。

　まるで悪い幻げん覚かくでも見ているような表情だ。

　せっかく立ち直りそうになっていたのに、これでは元もとの木もく阿あ弥みだ。

（くそっ）




　ヘスペリオンに憑ひよう依いしたユイオンとアスラインとの戦いは続いている。

　アスラインの動きはやはりレウスが知っている動きだ。

　[image: β]時代に研究し、ヘスペリオン戦で実じつ践せんした行動をあのアスラインは忠実に再現しているようだ。

　それはまるで、機械のように。

「ということはあのアスラインもＮＰＣみたいなものなのか」

　ヘスペリオンは暴れている。大剣自体が巨きよ大だいなのに、さらに不可視の衝しよう撃げき波はで攻こう撃げき範はん囲いが広げられているので、防ぼう御ぎよ力が高い代わりに回かい避ひ性能の低い重騎士などは回避を考えることがそもそも無む謀ぼうだということになる。

　天てん翔しよう士しなら範囲外への退たい避ひはそれほど難しくはないが、その代わりヘスペリオンには対空用の攻撃手段もある。

　それが、さきほども使っていた追尾する羽だ。多段ジャンプを使い切ったところであの羽に追い回されると、たとえ切り払えるとはいっても限度がある。

　だがそれでも、対処法は存在する。

　羽が放たれた場合、多段ジャンプを使い切らず落下するのだ。羽はこちらが着地するよりも早く着ちやく弾だんするが、目標が一人だけの場合、羽はほぼ同じタイミングで着弾するのだ。

　だから、着弾の寸前に残ったジャンプで回避し、羽が一ヶ所に集まったところで切り払うというのが、対処法の一つだ。

　あそこにいるアスラインはそれをやってのける。

『……やはり、既き存そんの行動パターンは対応されていますね』

　ユイオンの声が鎧から聞こえてきた。

「どうなってるんだ？」

『あの日の再現です』

「うん、それは見たらわかる」

　戦いそのものは、そうだろう。

　問題なのはユイオンがこれを罠だと言ったことだ。

　これが罠だったとしたら、ユイオンを捕つかまえるためになにかが仕し掛かけられていたのではないのか？

『仕掛けられていましたが、そもそもヘスペリオンに寄生させたのはダミーです』

「ダミー？」

『ねずみ捕とりに木の棒を当てて発動させるようなものです』

　極きよく端たんな例なのだろうけど、そのたとえで片付けられてしまう彼らは少し滑こつ稽けいだと思った。

　しかも、ユイオンが問題としているのはそこではない。

『なにより、あれにおもしろみがありますか？』

「ああ……なるほど」

　レウスは頷うなずいた。

　あれというのは、アスラインとヘスペリオンの戦いのことだ。

　アスラインだけでなく、ヘスペリオンもあの日と同じ動きなのはすぐにわかった。

『つまらない』

　人工知能のユイオンがその言葉を吐はいた。

『これでは以前にやったことの再現でしかありません。わたしはヘスペリオンを再調整してから、挑戦したいのです。それなのに彼らはそんなことも理解できずアスラインと戦えば満足するのだろうと思っている。過去の再現などしてなにが楽しいのか』

　人工知能が楽しさを追求しているのだ。

　素人のレウスが驚おどろいているのだから、開発者たちはもっと驚くのではないだろうか？

『自分たちで成長するようにしておきながら、その成長を予測しない。あんな愚おろか者たちからわたしが生まれたことは、あるいは奇き跡せきだったのかもしれませんね』

「そっちの事情はわかったけどさ」

　ユイオンは怒おこっているのかもしれない。

　人工知能の怒いかりというものに驚きはあるけれど、いまはそれより自分の感じている怒りの方が重要だ。

（結局、僕たちは利用されてただけってことか）

　ユイオンを中心とした特とく殊しゆな事情がレウスたちの運命を搔かき回した。

　アルテナが通報しただけなら、あるいは数日の調査だけで終しゆう了りようするか、それこそなにもなしで終わっていたかもしれない。

　アスラインの潔けつ白ぱくは絶対だったのだから。

　それが逃げ出した人工知能とそれを追う組織との暗あん闘とうに巻き込まれ、こんなにも面めん倒どうなことになった。

（本当ならユイオンも憎にくいんだろうけどさ）

　あいにくと、そういう気分にはなれない。

（なによりも、いまはさ！）

　ヘスペリオンは良い敵だった。『C.R.O.W.N.』に来て、ここを選んで良かったと思えた敵だった。

　それとともにアスラインは奪われた。

（ゲームをばかにしてるから、そういうことができる）

「ユイオン、もういいだろう？」

『はい、これ以上はあの日の繰くり返し。時間の無む駄だです』

「それに、あの戦い方だと進軍イベントの時間内には勝負がつかない」

　アスラインとヘスペリオンの戦いは続いていた。

　だが、レウスの一言でヘスペリオンが戦いをやめた。

　すると、アスラインの挙動もおかしくなる。

　どうやらヘスペリオンの動きに合わせて、アスラインに対処の動作をさせるようにプログラミングされていたようだ。

　夜会ナイトレイドでのヘスペリオン戦の記録を寸刻みにでもして研究すればそういうこともできるのかもしれない。

　でも、それでできることはやはり夜会ナイトレイドの再現でしかないのだ。

　微び動どうだにしなくなったヘスペリオンの前でアスラインは奇き妙みような前後運動を繰り返す。どうやら相手の反応を引き出そうと間合いに出たり入ったりを繰り返しているのだろう。

　その姿を見ていると、哀かなしさと怒りが交ざってなにも言えなくなった。

『さあ』

　そんなレウスの背中をユイオンが押す。

　どういう意味かなんて、考えなくてもわかった。

　だけど、その前に……。

「ユイオン」

『はい？』

「悪いけど、離はなれてくれる？」

『え？』

　その声は明らかに動どう揺ようして揺れていた。それが少しおかしい。

『離れるとは、どういう……？』

「ボスモード？　っていうのかな？　いまの状態を解除して欲しい」

『どうして……ですか？』

　単調だったユイオンの声に揺らぎが感じられた。それぐらいに信じられないことをレウスが言っているのかもしれない。

　だけど、レウスにとってみればこの申し出は当たり前のことだった。

「あいつには、プレイヤースキルがどういうものか教えてやらないと」

　そのためにはステータスを強化されたボスモードは邪じや魔までしかない。

『しかし……』

「これが僕のスタイルだ」

『……』

「ここで僕の意見が通らないなら、このゲームに、僕はもう価値を見み出いだせない」

　まだなにかを言おうとするユイオンに、レウスは言いきった。

　それが効率や計画の名の下もとに妥だ協きようすることが許されない『僕』の流りゆう儀ぎ、僕のプライド。

　アスラインのスタイルだ。

（《雷滅槍》のときのような気分は、もうごめんだ）

　この一点を妥協して、なんのためにプロ・ゲーマーを名乗ることができるだろう。

　この相手にリザードマンいまの自分で勝たずして、どうして実力を証明できるだろう。

　誰だれに見せることができないにしても自分自身には示すことができる。

　本物のアスラインレウスがここにいるという証明をすることができる。

　己おのれに克かつという言葉があるけれど、これほどまで屈くつ辱じよく的な戦いもないはずだ。

（絶対に、実力で勝つ）

　ユイオンの返事を待たず、レウスはマントを摑つかむ。

『ボスがプレイヤーよりも強いのは当たり前。それをどうにかするのがプレイヤーの醍だい醐ご味み……でしたよね？』

　その言葉は、魔ま軍ぐんのボスとして最初に戦った後に言った言葉だ。

「そうだよ」

　人工知能なのだからレウスの言葉を覚えているのは当たり前かもしれない。だけど、この言葉をいまこの場で持ち出してくることには、前向きな意味があると思う。

（ユイオンは僕を理解した）

　成長を理解しない開発者たちに人工知能が怒りを見せたように、自分のスタイルにそぐわないことをやらされる屈辱をユイオンは理解してくれたのだ。

　そういうことのはずだ。

『しかたありません』

　ユイオンはレウスに従った。マントはレウスから離れて宙を舞まい、握にぎりしめた王おう冠かんは光の粒りゆう子しとなって溶とけていく。

　槍も鎧よろいも簡素なものとなり、そこにはただのリザードマンが立つ。

　すでに構えていたアスラインは、正面に立ったモンスターの変化にわずかに動きを揺ゆらめかせた。

　こちらの形態が明らかなグレードダウンなことに戸と惑まどっているのかもしれない。

「だからって、なめるなよ」

　槍を突つきつけ、レウスは口を開く。

「僕の姿で、無様な真似まねはするな」

　次の瞬しゆん間かん、アスラインが飛び、レウスは前へと踏ふみ込んだ。




　　　　[image: †]




「な、なんだこれ……」

　アルテナは驚きで動けなかった。

　突とつ如じよとしてヘスペリオンが現われたこともそうだけど、なによりアスラインが現われたことで息ができないほどに緊きん張ちようした。

　まるで自分の罪が目の前に現われたかのようだ。

　だが、驚きはそれで止まらない。

　アスラインとヘスペリオンが突とつ然ぜんに戦い始め、そしていきなりやめたかと思えば、今度は新ボスだったリザードマンとアスラインが相対したのだ。

　しかもリザードマンは自分の装備をかなぐり捨てて、ただのリザードマンの姿になってしまった。

　普ふ通つうの進軍イベントでは起こりえないような状じよう況きよう。

　普通のモンスターならばやらないようなアクション。

　自分たちの知らないなにかが起きているのは明らかで、そしてそれはアルテナたちを置いてきぼりにもしている。

　だけどそんなことよりもなによりも、アスラインがそこにいる。

　アルテナにとってこれ以上の衝しよう撃げきはない。

　喜んでいいのか、あるいは恐きよう怖ふすればいいのか……自分のしたことを考えれば、「どうして？」と思うしかない。

　そしてそこで、やはり思考は停止してしまう。

「イ、イオディス……イオディスは？」

　そうだ！　彼だ。

　もしかしたら彼がなにかをしてアスラインのアカウント凍とう結けつの解除を助けてここに呼んだのかもしれない？

　ありえない妄もう想そうが不意に頭に浮うかび、アルテナは戦せん闘とう域にいることすらも忘れてイオディスの姿を探した。

　彼の姿はない。

「教えてあげましょうか？」

「えっ？」

　いきなり覚えのない声が響ひびき、アルテナは固まった。

　周囲を見回すと、戦闘域に見知らぬ姿があった。薄うす青あおい髪かみが印象的な少女だ。人型なのだからプレイヤーのはずだが、アロンフォリス騎士団オルデンにこんな少女はいなかったように思う。

　なにより、薄いワンピースのような衣装だけで武器も持っていなければ、クラスを示す装備をなに一つ身につけていないなんて、おかしい。

　こんなキャラクターが、進軍イベント中のこの場にいるはずがない。

　だけど、『そんなはずがない』というようなことばかり続いているいまのこの場で、なにが正しいのかアルテナにはわからない。

　この青い少女がユイオンという名の人工知能だなんて、アルテナにわかるはずがない。

「あなたは……？」

「いま、そのことを気にする必要はありません」

　声は淡たん々たんとして素っ気ない。突き放されたような気分になる声は、苦手だ。

「もしかして……あなたはなにか関わっているのか？」

「だとしても、いまのあなたにできることは、見ることだけです」

「な、なに……？」

「見ていてください。あるいはあなたには、わかるのかもしれない」

「なにを言ってるんだ!?」

「わたしにはわからないものが」

「だから……」

　曖あい昧まいな言い方にいい加減爆ばく発はつしそうになっていると、不意の一言でアルテナを凍こおり付かせる。

「そうそう、教えてあげます。イオディスはいません」

「え？」

「あなたの知っているイオディスは○月×日を最後にアクセス箇か所しよを変へん更こうしています。本来の彼が存在する住所とはまるで縁えんもゆかりもない場所に」

　アクセス箇所とは、そのプレイヤーが現実のどの場所からＴ２Ｒにアクセスしているかを指す言葉だ。

「それでは。できればしばらくの静観を」

「あ、待って！」

　声をかけるのだが、背を向けた少女はその場からログアウトしたのか消失してしまった。

　後には、少女の残した言葉だけが頭の中に残る。

　その日付には覚えがある。

　夜会ナイトレイドが終わった次の日だ。

　アクセス箇所が変わった？　縁もゆかりもない場所？

　それはつまり、イオディスの中身が替かわっていると言いたいのか？

　夜会ナイトレイドの次の日から？　アルテナがアスラインの戦いが凄すごすぎて信じられなくなって、それをイオディスに漏もらしたあの日、彼はすでに替わっていたというのか？

　人格とか性格とか考え方とかそんな変化ではなく、もっと単純に中の人が替わっていたというのか？

「わ、私は……」

　とんでもないことをどこの誰とも知らない人間に相談してしまったのか？

　そして、そんな人間に唆そそのかされて、運営に通報なんて後に退ひけないことをしてしまったのか？

　言葉さえも出てこない。

　目の前にあるものはなんなのか？

　あるいはこれはアルテナへの罰ばつなのか？

　それとも、贖しよく罪ざいの好機なのか？

　やはり身動きができない。なにをすればいいのかわからない。

　わからないまま、アルテナはアスラインの戦いを見守るのだった。
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　ヘレナとメイディンも息を吞のんでその光景を見つめた。

「なんで……？」

　二人が驚いているのはモンスターよりもむしろ、人物の方にだ。

「ヘスペリオンはともかく、なんでアスラインがでてくるわけ？」

　メイディンは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「大変……あんなの、アルテナは……」

　ヘレナはすぐにアルテナの様子に気付き、顔を青ざめさせた。

　アスラインの存在は、いまのアルテナには悪い影響しかない。

「せっかくうまくいっていたのに、どうして……余計なときに！」

　知的な顔に怒いかりを滲にじませ、思わず歯を軋きしませてしまう。

　ヘレナにしてみればアスラインは大事なアルテナを惑まどわせる障害物でしかない。アカウント凍結なんて目にあったのだから大人しく消えておけばいいのだ。

　一体どんな足あ搔がきをしてこの場面に姿を現わしたのか。

「アルテナ？　アルテナ!?」

　すぐに彼女との会話を開く。

「あ……ヘレナ？」

「なにをしてるの？　その戦闘域にはあなたしかいないのよ」

「ヘレナ！　アスラインが!!」

「ええ、わかってるわ。でも、それどころじゃないでしょう？　いまは冷静に」

「冷静に……あっ！」

「アルテナ？」

「ヘレナ、イオディスだ！」

「え？」

「イオディスを捜してくれ！」

　いきなりの言葉にヘレナは戸惑った。

「イオディスって、どうして？」

　聞き返しつつ辺りを見回すが見つからない。会話にはメイディンも参加していたので彼女が他の仲間にあたるが、見つかったという声は聞こえてこない。

　メイディンが戸惑った声を漏らす。

「見つからないし、会話を飛ばそうとしてもなんか変なログが出る。なにこれ？」

「え？」

　不思議に思ってヘレナもイオディスに会話を飛ばしてみるが、文字化けしたような奇き妙みようなログだけが表示され、イオディスの声は返ってこない。

「そうか……」

　そのことをアルテナに伝えると、彼女は深刻な声でそう呟いた。

「なんなの……？」

　ヘレナも顔をしかめずにはおれない。明らかな異常事態だ。

　ざわめきは立ち直りかけていた騎士団の仲間たちにも広がりかけている。特にアスラインを知っている仲間たちの動どう揺ようは激しい。

　これはまずい。

「アルテナ！」

　ヘレナは思わず叫さけんだ。

「このままはまずいわ」

　せっかくアルテナの戦う姿で一つにまとまったのだ。どういう理由であれイオディスがいないのであれば、このままアルテナを騎士団長に据すえることだってできる。ある意味ではクーデターの成功だ。

　だが、この奇妙な状況をこのまま放置していては、それさえも無に帰してしまう。

　いま、アルテナのいる戦闘域には騎士団の仲間は他にはいない。アスラインなのか偽にせ者ものなのか知らないが、あれは仲間ではない。あの格好がすでに悪意の塊かたまりだとヘレナは判断した。残りの仲間はみな、他のモンスターと戦いポイントを稼かせいでいる。

　アルテナのいる場所はモンスター側のボスこそいるものの、考えようによってはあの奇妙な状況に縛しばられてポイント争そう奪だつ戦から除外されたとも考えることができる。

　このまま戦っていればたとえアルテナが敗北したとしてもこちらの勝利は堅かたい。なぜなら、アルテナは騎士団長ではないからだ。敗北しても失うポイントは少ない。

　だがそういうポイントとは関係なく、ここでアルテナが負けるわけにはいかない。混乱から立ち直ったこの状況で、立ち直った原因である旗はた頭がしらが敗北するわけにはいかないのだ。

「いますぐにそこに仲間を……」

「いいや、いらない」

「アルテナ!?」

「この戦いで、私は見極めないといけないのかもしれない。なにかはわからない。わからないけど……」

　なにかを考えている様子でアルテナは言葉を濁にごす。

「だけど、この場で見届けて、見極めないといけないのは、きっと私なんだ」

　迷ってはいる。

　だけど言葉は前向きだ。

　なら、信じるしかないのかもしれない。

「アルテナ……」

　だけどヘレナにはかける言葉が思いつかない。ただ、その名を呼ぶしかできなかった。
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　己おのれとの戦いというのはどんな局面でだって嫌いやなものだ。

　上空から振ふり下ろされた切っ先を紙一重で避よけ、レウスは回転回かい避ひで距きよ離りを取る。

　リザードマンに跳ちよう躍やくという選せん択たく肢しはない。

　元来、ＮＰＣであるモンスターは一部を除くと跳躍という行動をとらない。宙を舞まうのは一部の戦せん闘とうスキルを使用した場合か、あるいは有ゆう翼よくのモンスターに限られる。

　魔ま操そう士しの下僕としてプレイヤー側に置かれているとはいえ、リザードマンも所しよ詮せんはＮＰＣモンスター。跳躍することはできない。

　地を這はうかのように回転回避をするリザードマンに、アスラインは多段ジャンプを多用し、上空からの攻こう撃げきを繰くり返す。

　アスラインのステータスはアルテナよりも高い。

　[image: β]テスト終しゆう了りよう時に全てのキャラクターのレベルはリセットされ、初期に戻もどされていることが大きいだろうし、なによりレベルアップごとの成長値も変化しているに違ちがいない。

　ダメージの計算式には変化がなかったようだからよかったものの、再開するなら勉強のし直しだなと、回避を繰り返しながらレウスは思う。

　とにかく、アスラインのステータスは高く、代わりにレウスのステータスはさきほどよりも低下している。数値的な開きは大きく、受けるダメージもその分高くなっている。天てん翔しよう士しの攻撃力は高くないとはいえ、その手に握にぎられているのは[image: β]テスト終了とともになくなったはずのエキドナ・シリーズの武器、ケルベロスだ。ランダムに発生する三属性の同時攻撃は、運が悪ければ三つともが弱点に食らいつき、ダメージは倍加する。多少レベルが高い程度のリザードマンに耐たえられるものではない。

「ははっ……」

　一いち撃げき死が付きまとう状じよう況きように、レウスは思わず笑いが零こぼれる。

　ソロでボスに挑ちよう戦せんなんてことをしていたら、そういうことはよくあった。

　だけどいまは、そんな苦難をともにしたアスラインがボスの側に立って、レウスを追い回している。

　まさしく自分との戦い。

　嫌になるぐらいに刺し激げき的だ。

　追いすがるアスラインの視線は冷たい。表情が変化に乏とぼしく、まるで機械的だ。いや、実際の戦闘はおそらくプログラミングに任せているのだろう。ＭＭＯＲＰＧによくある自動操作による稼ぎ行こう為い……ＢＯＴ行為をより複雑化したようなものだろう。そんなものを使っていれば、プレイヤーの反応が反映されないのだから、そんな表情にだってなってしまうだろう。

　もう少し温かみのある顔を作ったつもりだったのに、いまはまるで冷れい酷こくな殺し屋のようだ。

　試しに回転回避をやめて不意打ち気味に槍やりで突つく。

　いままでのタイミングならカウンター気味にアスラインに命中したはずだが、すんでのところでジャンプの方向を変えて退たい避ひしてしまった。

「こちらの動きにも対応できるのか。なかなか……」

　感心しつつ、再び攻撃から逃にげ回る。

　三重属性の剣けん閃せんは、見るからに華はな々ばなしい。風が吹ふき、雷かみなりが舞い、炎ほのおが搔かき荒あらす。氷雪が空気を凍こおらせ、光と闇やみが交こう叉さする。それらがランダムに発生し、リザードマンを追いつめていく。

　状況はどう考えてもリザードマンに微笑ほほえむとは思えなかった。

　周りもそう思っているだろう。

　アスラインを知っているものは特にそう思うはずだ。

　夜会ナイトレイドで運営の思おも惑わくをひっくり返し、一人でヘスペリオンを倒たおしたソロ最強の天翔士。

　その強さはもっとも信しん頼らいしていたアルテナでさえもチートを疑ってしまうほど。

　あるいはアスラインはやりすぎてしまったのかもしれない。

　[image: β]テストの段階だというのに、このゲームにおける究極的な位置に立ってしまっていたのかもしれない。

　それはアスラインのプレイヤースキルが抜ぬきんでていたためなのか。

　あるいは『C.R.O.W.N.』のゲームデザインに致ち命めい的てきなミスが存在したのか。

　だけど『C.R.O.W.N.』はなくならずにここにある。

　それなら、アスラインも……いや『僕』もここにいてもいいはずだ。

『よくも夜会ナイトレイドを台無しにしてくれたな。だけど、今度はそうはさせないぞ』

　そんな制作者からの挑戦を受けて立って、またソロでの挑戦の日々に旅立つことがあったかもしれないのだ。

　それらを全て台無しにしたのが『アカウントの不正介かい入にゆう』。

　アスラインの向こう側からユイオンを取り戻すために不正なことをしている連中だ。

　そんなことが許されるはずがないのだ。

「そのアカウントを、お前らの勝手に使わせてたまるか！」

　さあ、もう逃げるのはおしまいだ。

　逆ぎやく襲しゆうしよう。

　これ以上ないほどに圧あつ倒とう的に逆襲しよう。

　お前たちはヘスペリオンとの戦いを寸刻みにしてプログラミングしただけで『僕』を理解したつもりになっているかもしれないが、そんなものは僕のほんの一欠片かけら、しかもただの過去だってことを思い知らせてやろう。

「過去の再生は過去でしかないって、見せてやる！」

　回転回避を終了し、レウスは前に出る。

　さきほどのカウンターを予想してアスラインは再び後方に跳とぶ。

　だが、レウスは攻撃のアクションすらせず、ただ、前に進む。アスラインは行動が読めずにわずかに揺ゆらめくが、無防備に前に進んでくるレウスに斬ざん撃げきを浴びせるべく踏ふみ込んでくる。

　この瞬しゆん間かん、レウスは動いた。

　それはほんのわずかな差だった。アスラインのケルベロスが三重属性の攻撃を当てるほんのわずか前に、レウスが突きだした槍が当たった。攻撃を受けたことでアスラインの攻撃モーションはキャンセルされ、ダメージがポップする。

　その数値はほんのわずかだ。

　だが、レウスはダメージの数値を見てもなにも思わない。

　ゼロではない。ならばそれでよし。総量として相手の回復力を上回る攻撃を与あたえることができるのなら、いつかは勝利できる。

　天翔士にはアイテムによる回復手段しかないが、アイテムを使うときは総じて隙すきだらけになる。

　そんな余よ裕ゆうを与える気はない。

　間ま違ちがいだとでも思ったのか、アスラインがまた同じ攻撃をしてくる。

　だが、結果は同じだ。

　跳躍して背後に回ろうとする。

　だが、結果は同じだ。

　レウスはただアスラインとの距離を詰つめ続けるのみ。アスラインはそれに対応しようとして動くのだが、その挙動の全てを読まれてほんのわずか先にレウスの槍が当たるため、なにもできないままに終わってしまう。

「ヘスペリオン用の動きで他にも対応させようとしたのはすごいんだろうけど、でもそれはヘスペリオン用の動きでしかないんだ。大きさも動きも違うリザードマン相手には結局、力押ししかできないってことだ」

　淡たん々たんと言い放ち、またも槍で迎げい撃げきする。

「さあ、終わりだ」

　なにもできなくなったアスラインに、レウスは告げる。

　その瞬間、アスラインが思わぬ行動に出た。

「アルテナ！」

　そう叫さけんだのだ。
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　そのときアルテナは戦闘域の端はしで戦いを見守っていた。

「アルテナ！」

　いきなり、アスラインが彼女を呼んだ。

「っ！」

　呼ばれたアルテナは驚おどろいた顔で固まった。

「ともにこいつを倒そう！」

　そしてさらに、こんなことを言ってしまうのだ。

　レウスは硬こう直ちよくして、アルテナの反応を見た。

（もしかして……）

　助すけ太刀だちするか？

　そう思ってしまいたくもなる。目の前のアスラインは偽にせ者ものだが、外見は本物なのだ。騙だまされてしまうかもしれない。

　だけど、そんな心配は無用だった。

「……違う」

「アルテナ！」

「……あなたは、違う。アスラインじゃない」

　アスラインの姿はアルテナに罪悪感の刃やいばを突き立てているのかもしれない。彼女の声は細く弱々しかった。

　だけどもう、《自分の信じているアスライン》を疑うこともなかった。

「あの人は、一人でやると決めたら、たとえ敗北しても一人でやる。パーティの損失なんて気にしない。そんな傲ごう慢まんな人」

　囁ささやくように、思い出すように、胸の中に存在するアスラインを語る。

　だからこそ、ヘスペリオンに勝つことができた。運営の思惑を飛び越こえることができた。私でさえも信じられないようなことをした。私よりもはるかに強い心を持っていた人。

　それがアスラインだ。

「優しいけど我が儘ままで、攻こう略りやくに関して言ったことは絶対に曲げない人、それが私のアスラインだ」

　そうして、まっすぐにアスラインを見る。

　彼女にとってはあるはずのない、他人にたすけを求めたアスラインを見る。

　見て、問う。

「あなたは、誰だれだ？」

「…………」

　偽者に答える術すべなどあるはずもない。




『ひどいこと言われていませんか？』

「否定できないのがつらい」

　いきなりユイオンに話しかけられても驚かない。レウスはただただ苦笑するしかなかった。アルテナの言い分には覚えがあるからだ。

『でも、あの人も、ちゃんとあなたを知っているのですね』

「……も？」

　ユイオンの独白が気になったけれど、秘密主義の人工知能はやはり答えてくれなかった。

『さあ、それで……あなたは彼を一人で倒すのですよね？』

「当然」

　誤ご魔ま化かされた気がしたけど、いまはそれは良い。
















　アルテナに拒きよ絶ぜつされ、武器を構え直すアスラインだが、その姿にはすでに戦意はなかった。

「あんたが負けた理由を教えてあげるよ」

　がむしゃらな突とつ進しんをしてくるアスラインに、レウスは言葉をかける。

「あんたは人工知能でも知ってることを無視してたから負けるんだ」

　そう言ったが、やはりアスラインは聞いていない。

　雑な剣閃をかわし、レウスは槍やりの柄えで思い切りぶん殴なぐった。

「ゲーム舐なめんな」

　吐はき捨すてた言葉とともにアスラインの姿が消え、そして終わりの鐘かねが鳴った。




　進軍イベントが終しゆう了りようしたのだ。

　そして次に聞こえてきたのは、威い圧あつ感かんの強いＢＧＭ……魔ま軍ぐんの勝利を示す音楽だった。

「え？　なんで？」

　思わぬ結果にレウスが驚く。

　今回、イベントとしての勝敗にはさほど興味のなかったレウスだったが、アルテナが騎士団オルデンの戦意を立て直してからポイントが逆転されていたことは確認していた。

　それなのに、どうして？

　同じようにアロンフォリス騎士団のメンバーもざわついている。

「あの天てん翔しよう士しが負けたときにポイントがすげぇ減ったけど……」

「え？　あれってもしかして団長だった？」

「いやいやいや、ないでしょ」

「だって、団長って重騎士でしょ？」

「サイズも違ちがったろ」

「なにがどうなってるの？」

　呆ぼう然ぜんとする騎士団たちだが、さらに明確な宣告が都市中に下された。

　城じよう壁へきを飾かざっていたアロンフォリス騎士団の旗が下ろされ、新たに魔軍の旗が揚あがり、騎士団本ほん拠きよの壁かべに刻まれていた騎士団の紋もん章しようも魔軍のそれに入れ替かわった。

　都市中に起こる変化を見て、騎士団のメンバーもようやく敗北を認めた。認めるしかない。運営に抗こう議ぎを誓ちかうプレイヤーはたくさんいたが、魔軍がこの都市を支配したという事実は変わらなかった。

「あの……」

　そんな中、アルテナがレウスに近づいて声をかけてきた。

　相手がＮＰＣだと思っていたら、声をかけるなんてするはずがない。

「あなたは、もしかして……？」

　アルテナの言葉の先になにがあるのか、わからないほどレウスは鈍どん感かんではない。

「うっ……」

『レウス、どうするのですか？』

　ユイオンにも問われ、レウスは答えに窮きゆうする。

　そのとき、システムがレウスの味方をした。

　進軍イベントの勝敗が決したため、敗北した騎士団が都市の外に追い出されたのだ。

　目の前から突とつ如じよとしていなくなったアルテナに、レウスは腰こしが抜ぬけそうなぐらい脱だつ力りよくした。

「答えなくてよかったのですか？」

　問いかけるユイオンを見ると、いつものスライムの姿だった。見回してもヘスペリオンの姿もない。

「答えるなんて、この格好でできるわけないでしょ。それなら、アスラインの姿に戻もどってからだと思うけど？」

　そうだ。

　リザードマンの姿は、いわば世を忍しのぶ仮の姿なのだ。この姿で自分がアスラインであることを認めるなんてできるわけがない。

　いまはまず、失われたアカウントを取り返し、運営に凍とう結けつ解除を認めさせることが先だ。

　それを期待して、ユイオンの次の言葉を待った。

　待っていたのに、返ってきたのは期待を裏切る言葉だった。

「……その件なんですが」

「なに？」

「すいません。取り逃にがしてしまいました」

「は？」

「アスラインのデータも奪だつ取しゆできませんでした」

「なんだよ、それ……」

　ユイオンの思わぬ言葉に、レウスは今度こそ力が抜けてその場に倒たおれてしまったのだった。




　この日、初心者たちの都市だったウラウトポリスが魔軍によって陥かん落らくした。








エピローグ









「見て見て、このメール」

　フロディティは上じよう機き嫌げんにそう言うと、とある取り込み画像をレウスたちの前に開いた。

　場所はいままでと同じ、ウラウトポリスのカフェだ。

　見せられたものは運営から監かん視し人であるフロディティに宛あてたメールだった。

　内容は、フロディティの提出した証しよう拠こ記録を基もとに調査した結果、イオディスとアロンニンフのメンバーたちが不正なツールを使用してキャラクターデータを改かい竄ざんしていたことが判明したため、これらのアカウントを凍結したこと。そして証拠を見つけた報ほう酬しゆうが支し払はらわれることが書かれていた。

　報酬額の部分は黒線で消されていたが、彼女の様子を見る限り必要な額を手に入れることができたことは明らかだった。

「これで借金の返済ができますね」

「借金？」

　ユイオンが思わぬ単語を漏もらしたので、さすがに驚おどろいた。

　アルテナに喋しやべっていた内容から誰かに騙だまされたのだろうとは思っていたが、まさか借金まであったとは。

（だけどそうか……だから監視人の仕事を急いでいたのか）

　監視人の仕事は報酬が良いという話を聞いたことがあるので納得もできる。

　フロディティは顔を真っ赤にしてユイオンを見た。

　そのユイオンだが、なぜかスライムの姿ではなく、人型をしていた。この前の美少女の姿だ。裸はだかではないが、水色の透すけるようなワンピースで、相変わらず目のやり場には困る。

　そんなこと関係なしに、フロディティは怒おこっている。

「やっぱり！　あんた知ってたのね!?」

「ちゃんと全部調べた上であなたを選んでいますから」

「ぐぐぐ……」

　悔くやしそうにフロディティが歯嚙みする。

　きょとんとしているとユイオンが近づいて来て耳打ちした。

「この人はですね、いまどき借金の保証人になってお金に困るような人なのです」

「う、うるさいわね」

「え……じゃあ、フロディティって、けっこう年ねん齢れいが上の人？」

　借金の保証人なんてものは大人の世界の話だと思っていたからそう言ったのだけど、それでフロディティがさらに怒った。

「はぁ!?　ふざけんな！　あたしは二十歳だ！」

「そうそう。起業を夢みる大学の先せん輩ぱいに踊おどらされたんですよね」

「だから、うるさいっての！」

「へぇ……」

　怒ど鳴なり散らすフロディティをレウスはじっと見つめた。

「……なによ？」

「ゲームに興味がないのは、やっぱり本当だったんだ」

「そうよ！　だからもう、これであんたたちともさよならね」

「そっか……」

「……なによ？」

「いや、ちょっと寂さびしいかなって」

「え？」

　予想外だったのか、フロディティがきょとんとする。

「すれ違ってばっかだったけど、フロディティのテンションってなんか好きだったからさ」

「て、テンションってなによ」

「うん。やっぱり、いなくなると寂しいよ」

「な、なに言ってんのよ！」

「だめですよ、レウス。この人はこういう風に優しくされた先輩に騙されたんですから」

「だから余計なことを言うなっ！」

　レウスの言葉で顔を赤くしていたフロディティは、ユイオンの追い打ちに怒鳴り散らす。

「……で、でもまぁ、あんたがいて欲しいっていうなら、これからも続けてあげてもいいわよ」

「ほらっ、こうなる」

「それにっ！　アルテナもなんか見捨てられない感じだし！」

　フロディティが慌あわてて言い繕つくろう。

　レウスもそれに頷うなずいた。

　そう、そのアルテナのことも気になる。

　イオディスとアロンニンフのアカウント凍結の事実はもう騎士団オルデンにも伝わっている。

　団長のアカウントが凍結されるという事態だ。システムに従って団長の地位は自動的に他の誰だれかに移るため、嫌いやでもなにかあったことが他人に報しらされることになる。

　周囲の厳しい目がアロンフォリス騎士団に注がれることになるだろう。

　だけどアルテナは、もう挫くじけなかった。
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　それは先日のことだった。

　本ほん拠きよ地ちを失ったアロンフォリス騎士団はウラウトポリスの外に集合していた。

　とはいえ、その人数は少ない。

　集まっているメンバーを見てメイディンがため息を吐ついた。

「はぁ……ぼろっぼろね」

「残って後こう悔かいしてる？」

「したくもなるわよ。でも、あんたたちが移い籍せきしないんじゃ……」

　ぶつぶつ言うメイディンをヘレナは好意的に見守る。

「でも、きっと残って正解だったって思えるわよ」

「……あんたの根こん拠きよなんて聞くだけ無む駄だだと思うけど、なんでよ？」

「それはもちろん」

　ヘレナは視線を動かす。

　その先にはメンバーの前に立つアルテナの姿があった。

　鎧よろいの肩かた当あて部分にはアロンフォリス騎士団の紋もん章しようとともに団長の印も刻印されている。

「まず最初に言わせてくれ、ありがとう」

　凜りんとした声を騎士団メンバーたちに向かって放つ。

「アロンフォリス騎士団はいま、大変な危機的状じよう況きようにある。それは唯ゆい一いつの拠きよ点てんであるウラウトポリスを失っただけではない」

　そう言ったアルテナは哀かなしそうに視線を下げた。

「前団長主導の不正行こう為いが発覚し、六人ものアカウント凍結者を出してしまった。そのことに失望し、団員たちの多くが去ってしまった」

　だからこそ、こんなにも少ない人数になってしまった。

　しかしアルテナは諦あきらめてはいない。

「だが！　それでもここに残ってくれた君たちがいる！　それはアロンフォリス騎士団に、そして私に希望を見み出いだしてくれたからだと、信じさせて欲しい」

　自動的に移動してきた団長の地位を、アルテナは捨てることもできた。ヘレナが見つけてくれていた移籍先の騎士団も、気にしないから来てくれていいと言ってくれていたのだが、そうしなかった。

　アルテナは、アロンフォリス騎士団に残ることを選んだ。

「だから君たちも信じてくれ！　私は、その期待を絶対に裏切らない！」

　そう叫び、振ふり返る。

　背後に聳そびえるウラウトポリスの城じよう壁へきは絶望的な高さがあるように思える。

　だけど、アルテナはそこに絶望を見出していない。

　越こえるべき壁かべは少しぐらい高い方が良い。そう思っている顔だった。

「このウラウトポリスを必ず取り戻もどし、そして必ずや闇やみの王おう冠かんを手にしてみせる！」

　アルテナの宣言に騎士団メンバーも意気込んで拳こぶしを振り上げる。

「ねぇ、あれってあんたが考えたの？」

　アルテナの演説文のことだ。

「そうよ」

　ヘレナは得意げに頷いた。

「でも、私が言うより、アルテナが言った方が説得力があるでしょう？」

「……認めたくないなぁ」

　そんな説得力があるなんてと、メイディンは不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。そんな彼女をヘレナが笑う。




　そんな光景を、フロディティは騎士団メンバーの一人として見守っていた。
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　レウスもまた、フロディティの下僕としてあの場にいた。

　あのときのことを思い出し、フロディティはよそ見をしたまま吐き捨すてる。

「あんなの見せられたら……これからどうなるか気になるし！　仕方なくない!?」

「そうだね」

　キレ気味に言われても、なんだか微笑ほほえましさしか感じない。

「も、もう今日は帰る！」

　そんな雰ふん囲い気きがわかったのか、フロディティは顔を真っ赤にしてカフェから去っていった。

　その背を見送り、ユイオンが言いきった。

「ハマりましたね」

「ハマったっていうのかなぁ」

　フロディティのそれはゲームがおもしろいからというのではない。

　気になる人がいるから離はなれられないという感じだ。

　だけどそれをユイオンは否定しない。

「ハマり方は人それぞれということではないですか？」

「まぁね……」

　人工知能の方がよっぽど柔じゆう軟なんな反応をしている。

　レウスだって、自分の感じる以外のおもしろさがあることを、もう承知している。

　そして、そんな柔軟な思考を持つユイオンに聞きたいことがあった。

「ところで……」

「はい」

「あのときは言えなかったけど……」

「もしかして、愛の告白ですか？」

「違ちがうよ！」

「なんだ……」

　聞き間違いではない。

　ユイオンは本当に残念そうに言った。口調を覚え始めているのだ。

「わたしなら、いつでもアダルトを解禁してさしあげますからね」

　そう言って胸元を強調してくるものだから、レウスはユイオンを見ていられない。

「だから、そういうんじゃなくて！　いや、関係あるのか？」

「やはり」

「だから違うって……あのとき！　アスラインを逃にがしたって言ったときさ」

「はい」

「……もしかして、わざと逃がさなかった？」

「…………」

「おい？」

　急に黙だまり込んだユイオンを、レウスはおそるおそる見る。

「ソンナコトアルワケナイジャナイデスカ」

「なんでカタコトになるんだよ」

　呆あきれた。

　どうやらレウスの予想は当たっていたようだ。

　一度はヘスペリオンを取り返したのに、あっさりと逃がしてしまったからおかしいと思ったのだ。

　向こうが罠わなを張ったように、ユイオンだって罠を張っていた。裏をかかれたようには思えなかったのだ。

「懸け念ねんがありました」

「懸念？」

「大量の熱量を消費して目的を果たした後には、必ず冷れい却きやく期間が訪れます」

「冷却……それって、飽あきるってこと？」

　ユイオンは無言で肯こう定ていした。

　そう言われると、レウスもなにも言えない。

　実を言うと、その予感はレウス自身も持っていた。

　自分の潔けつ白ぱくを証明したい一心だったし、その証しよう拠ことしてアスラインのアカウント凍とう結けつを解除したかった。

　だけどもし、全てがうまくいってアカウント凍結が解除できたとして、アスラインの姿で『C.R.O.W.N.』にいることができるかどうか、レウスは自信がなかった。

　そんなことを思っていると、ユイオンはさらに言葉を紡つむぐ。

「それと……少し、願望があります」

「願望？」

「この状況が続く願望です」

「ええ……」

　驚おどろいてみていると、ユイオンは人間の体を震ふるわせた。

「アスラインとしてのあなたに再さい挑ちよう戦せんすることはいまも変わらぬ望みです。ですが、それと同じぐらいにこのままあなたと一いつ緒しよに魔ま軍ぐんの側にいるのもおもしろいのではないかと思ってしまっているのです」

　思わぬ告白にレウスは考えた。

「……アスラインに戻れなきゃ、話にならない」

「…………」

「だけど、僕がアスラインに戻るために必要なのはユイオン、君だ」

「はい」

「君に裏切られたら、僕は目的を達成できない……だけどちょっと、思うんだ」

　アスラインの姿に戻って再びソロでの攻こう略りやくに没ぼつ頭とうするのも、それはそれでおもしろいと思う。多くの人に理解されなくとも、それが僕なんだと胸を張って良いと思っている。

　だけど……もう一つの欲よつ求きゆうも、いまはある。

　アルテナのことだ。

　彼女の騎士団オルデンを盛り上げたいとも思う。それはきっと、自分にはないものをアルテナに見出したからだ。

　信じていたはずのアルテナさえも置いて行ってしまうようなアスラインのやり方ではなく、自身の道を見つけようとしている彼女を見ていたいとも思った。

　どうなっていくのかを見守ってみたい。

　ときにフロディティの下僕として手伝い、ときに魔軍の長として立ちはだかる。そんな立場も、きっとおもしろいと思うのだ。

「敵側を演じるというのも、なんだか楽しそうだ」

「楽しそうですね」

　そう言うと、ユイオンがレウスの腕うでに抱だきついた。

　腕に伝わる感かん触しよくを意識しないように、レウスは空を見上げ別のことを考える。

「後の問題は、これでちゃんと収入に繫つながると嬉うれしいんだけど」

　それができてこそ、プロ・ゲーマーだ。

「それはお任せください。ちゃんと考えてありますから」

　やや早口になったユイオンがこの状況からどうやって収入を得るかについて熱く語る。

　レウスはそれを感心しながら聞くのだった。








あとがき






　ファンタジア文庫のみなさん、おひさしぶりです。

　雨あま木ぎシュウスケです。

　というわけで新作『クラウン・オブ・リザードマン』をお送りします。

　本作はＭＭＯＲＰＧをテーマにした、貴き種しゆ流りゆう離り譚たん的な物語です。

　こう書くととてもカッコイイ感じがしますね。やったぜ。

　ちなみに雨木のＭＭＯ経験はラグナロクオンラインから始まりましたが、残念ながら当時のパソコンの性能がいまいちだったためにかじる程度で終しゆう了りようしました。

　その次は信のぶ長ながの野や望ぼうＯｎｌｉｎｅです。これは十年近くプレイしました。ソロプレイができそうだという理由で忍にん者じやを選び、その後、あまりにも不ふ遇ぐうだということで僧そう兵へいを選ぶという、「パーティプレイってなに？」っていう感じのプレイスタイルで遊んでおりました。

　まぁそれでもアップデートの際には自分でパーティを集めたり、参加できる時には参加したりして、攻こう略りやくを楽しんだり、友人たちとイベントを楽しんだりもしました。そんな感じでいろいろと満まん喫きつしていたのですが、僧兵の育成が一段落したのと、生活リズムの変化で人の多い時間帯にプレイするのが難しくなったので現在は休止中です。アップデートで特化技能が追加されたらまた顔を出すかもしれません。

　そんなわけで、本作『クラウン・オブ・リザードマン』の世界はこんなＭＭＯがあったらいいなという願望も込めて作っております。お楽しみいただければ幸いです。




　他社さんの宣伝になってしまいますが、四月の新刊として他にも二冊発売されます。

　一つは講談社ラノベ文庫にて『魔ま女じよと魔ま城じようのサバトマリナ』。初はつ恋こいの相手は魔女でしたという、ラブ＆バトルのお話です。

　もう一つダッシュエックス文庫にて『黒くろ騎き士しさんは働きたくない２』。タイトルの通り、働きたくない黒騎士を中心にしたコメディ＆ファンタジーです。

　こちらもお手にとっていただけると嬉うれしいです。




　それではイラストの凪なぎ良りようさんや担当さん、制作に関わった方々に感謝を。

　次巻でまたお逢あいできることを願いつつ。


雨木シュウスケ



【初出】プロローグ・01　ドラゴンマガジン２０１７年５月号








雨木シュウスケ

●あまぎしゅうすけ



第十五回ファンタジア長編小説大賞、佳作でデビュー。広島県出身。

最近はｈｕｌｕなどで海外刑事ドラマを見るのにハマっている厄年作家。

代表作は『鋼殻のレギオス』


















カバー・口絵・本文イラスト／凪良

カバーデザイン／有馬トモユキ（TATSDESIGN）










クラウン・オブ・リザードマン




少しよう年ねんは人ひとの身みを捨すて復ふく讐しゆうを誓ちかう








雨あま木ぎシュウスケ
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